
        
            
                
            
        

    

































お兄ちゃんだけど愛さえあれば関係ないよねっ⑩






鈴木大輔




ＭＦ文庫Ｊ







本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ありのまま今起こっていることを話そう。





『那な須す原はらさんと夏祭りデートをするはずが、いつの間にか全国ネットで生中継の漫才番組に出演させられることになっていた』





　……何を言ってるのかわからない？

　同感だ。まったくもって僕もそう思う。

　なんせ現在進行形で、頭がどうにかなりそうなくらい混乱してるんだ。意味のある言語を口走れるだけまだマシなんだとご理解いただきたいね。

　だってほら、

『デートのはずが漫才になっていた』

　……ここまではまだわかるよ？

　いずれ漫才をやることに関してはオーケーしてたからさ、早いか遅いかの違いがあるだけだもの。笑って済ませられるほど小さな違いじゃないだろうけど、でもやっぱりそれはあくまでも誤差の範囲内であって、どうにか許容できなくもないんだよね。

　でもさ。その漫才がほとんどぶっつけ本番で、しかも初舞台に立ってお客さんの前で演じて、なおかつ全国ネットの生中継ということになれば、かなり話が違ってくるんじゃないでしょうか？

　そもそも僕は漫才の件をオーケーしたけど、あれはこういうきっちりした舞台で、って話じゃなく、海の家『しらはま』における余よ興きようの一いつ環かんとして、というつもりでオーケーしたわけで、まあ確かに秋あき子こや銀ぎん兵べ衛えやありさと夏祭りを楽しんでる間に即そく席せきの舞台が構築されてるのを何度も見て『あれって何だろ？』っていう疑問が浮かんではいたんだけど、それがダイレクトに自分に関係してくることだなんてまさか思いもよらず、

「集中できてないようね」

　その声で我に返った。

　あわてて顔を上げると、那な須す原はらさんがいつもの無表情で僕を見て、

「本番の公演まで時間もないというのに、その有あり様さまでは先が思いやられるわ。煩ぼん悩のうを捨て去り、雑念を取り払って、一いつ心しん不ふ乱らんに稽けい古こに集中して頂ちよう戴だい」

「あ、うん。ごめん」

「ごめんで済めば警察は要らないわ」

「あ、うん、そうだね。これからは気をつけるよ」

「……あっきー。それはおよそ考え得る限り最悪の返しではないかしら」

　無表情なまま目を細め、那須原さんは糾きゆう弾だんしてくる。

「芸人たる者、いついかなる時でも貪どん欲よくにお笑いを求め、ウケを取るために全力を尽くすべきでしょう。スキあらば爆笑を狙い、抱腹絶倒の神になる──それこそがあなたの生きるべき道であり、わたくしの相方として必要なあり方なのだわ」

「いや僕、芸人じゃないもんで……」

「二度目よあっきー。またそのような退屈きわまる返しをして。せっかくわたくしが言葉を尽くしてボケているのだから、そこは小まめに拾ってもらわないと困るわ」

「あ、そうなの？　ボケだったの今の流れ」

「当然でしょう。ボケているのでもない限り、わたくしがこのように自由奔ほん放ぽうな発言を繰り返すはずもないわ」

「いやいや。僕の知る限り、君の発言が自由奔放じゃなかったことなんてただの一度もなかったですよ？」

　──さて現状を整理しよう。

　海の家『しらはま』におけるバイトの一いつ環かんとして夏祭りの屋台を出店することになった僕ら一行は、屋台の経営をこなしつつ、各メンバーと夏祭りデートをこなしたりして、まずまず順調に事を進めていたのだけど。

　なぜか僕と那な須す原はらさんは今、神楽かぐらの舞台裏に設しつらえられた控え室に待機し、間もなく始まるであろうデビュー公演の時間を針のむしろ気分で待ってるところＮＯＷ。

　……いやもうね。ほんとヤバいですよ？

　実は僕って、小説家やってるのを妹にバレたくないって理由でマスコミ関係の露出を控えてたりするので、これじゃあお世話になってる出版社に顔向けできないし。何よりこんなことやってるってバレると、鷹たかノの宮みや家けの人たちから大目玉を食らいそうというか、いろいろ口実をつけて横よこ槍やりを入れてくるきっかけになりかねないというか。もしそうなったらうるさいだろうなあ。それ見たことか、とあの人たちが鬼の首を取ったみたいに迫ってくる光景が目に浮かぶようだよ……うーんやっぱ今からでも敵前逃亡しようかな。そうしようかな。そうしちゃってもいいですよね？

「というわけであっきー」

　内心でボヤいている僕の気など知らず、淡々と那須原さんが要求してくる。

「わたくしのボケに対して早くツッコミを返して頂ちよう戴だい」

「え？　今から？」

「ええ。ジャストナウよ」

「というかついさっき、僕は全力でツッコミを返したつもりなんだけど？」

「するとあっきーは、先ほどのツッコミが唯一無二であり、それ以上のツッコミは存在しえない、と考えているのかしら」

「いやそこまでは言わないけど」

「これはリハーサルなのよ」

「リハーサル？」

「当然でしょう。これからわたくしたちの漫才コンビ『アナとあっきー』の記念すべきデビュー公演が始まるのよ？　歴史に燦さん然ぜんと輝くべきわたくしたちを世に送り出そうという大一番に、リハーサルもなしで臨むなんて、どうかしているとは思わなくて？」

「ていうか今でも十分にどうかしてると思うんですが」

　いきなり僕をこの場に連れてきて、徒と手しゆ空くう拳けんで漫才をさせようとしている君はけっこう大たい概がいだと思いますよ？

　しかも全国ネットですよ？　おまけに生放送ですよ？

　頭おかしいのがどっちかと訊たずねれば、答えは間違いなくひとつだと思うのですが？

「そんな言い訳は聞きたくないわ」

「僕の至し極ごくまっとうな弁べん明めいを言い訳のひとことで片付けるか……ッ」

「さあ早くツッコミを返して頂ちよう戴だい。わたくしのボケの賞味期限がまだしも有効なうちに」

「いやーもうとっくに賞味期限というか、だいぶ腐って臭いを放ってる状態のボケだと思うんですけど？」

「構わないわ。むしろ極端にタイミングを外したツッコミの方が、逆にそれ自体がボケにもなっていて、かえって笑いを取れるパターンもあるのだから」

「あー……まあそういうこともあるかもね」

「というわけでツッコミを返してもらえるかしら。あなたの存在意義を賭けた、一世一代の壮絶なるツッコミを」

「いやいや。この場でそんなハードル高いのは……ていうか今はあくまでもリハーサルの場なんだしさ、もうちょっとこう、ねえ？」

「リハーサルだからといって侮あなどっていては、いざ本番となっても実力を発揮できない、というのは自明の理でしょう」

「まあそうなんだけど」

「そもそもこうしてこまごまとボケとツッコミについて解説していることからして、おそろしくお寒い状況なのよ。あっきーはそのことを自覚して猛反省する必要があるわ」

「うーん、それを言われると反論しづらい……」

「でも使い方次第によっては、お寒いことそれ自体がボケになり、逆に笑いを取ることも可能になるわ。その点くれぐれも忘れないように」

「いやごめん。いろいろ一気に言われても理解が追いつかないです。いや、言ってることはなんとなくわかるんだけど、じゃあ実際にどうしたらいいかというと……」

「ふう。困ったわね」

　那な須す原はらさんは両手を腰に当ててため息。

　さらには大げさなアクションで首を振り、

「準備も着々と進んでいるのよ」

　ソファーに腰掛け、氷の入った麦茶に口をつけながら那須原さん。

「那須原重工の財力と人材をフル活用して、デビュー公演の成功が確実なものになるよう、様々な方面に働きかけているわ。ここまでお膳ぜん立だてして本番でコケようものなら、想像を絶する大バッシングが降りかかることは目に見えているのだから、返す返すも本気を出してもらわなければ困るのよ」

　那須原さんが解説してくれたので尻しり馬うまに乗ることにしよう。

　僕もついさっき聞かされたんだけど──海の家『しらはま』が出店してるこの夏祭り、実はメインのスポンサーが那な須す原はら重工であるらしいのだ。もはや説明不要だろうけど、那須原重工は那須原さんの実家が経営する企業であり、世界的な大企業でもある。一地方の夏祭りには不似合いなほどの予算を割いているのは想像に難くない。

　あとはおおむねご想像いただけるだろう。スポンサーであることを盾にして、那須原さんが神楽かぐらの構成に口を出し、『アナとあっきー』のデビュー公演をねじ込んだ、というわけだけど、

「それにしても呆あきれられたりしないの？　那須原さん」

「何をかしら」

　しれっとした顔で返してくるのへ、僕はジト目になりつつ、

「何をも何も、思いっきり実家の権力を使いまくってさー。呆れるというか怒られてもおかしくないと思うんだけど、お父さんとお母さんは何も言わないのか、的な」

「何も言わないことはないわ」

「やっぱお説教された？」

「いいえ。面白そうだからどんどんやれ、と言われたわね」

「……意外と甘いよね、君ん家ちって」

　資金の方は実家の資産をどうとでも注ぎ込むとして、那須原重工の名前を出してあれこれやらせるのは、さすがにどうかと思うんだけどなー。

「問題ないわ」

　だけど那須原さんは悠然と、

「これは那須原重工の組織を把握し、実際に使ってみる訓練でもあるのだから。わたくしに事業を継つがせたい両親にとっては好都合なのよ。むしろわたくしが自ら進んでそういうことをやるのを、あの人たちは棚からぼた餅もち的な気持ちで見守っているにちがいないわ」

「棚からぼた餅？　なんで？」

「前にも言ったでしょう。わたくしは反抗期だから、両親の仕事の後を継ぐなんて真まっ平ぴらごめんだと常々口にしているのよ。そんなわたくしが積極的に家業との関わりを持ち始めたものだから、あの人たちにとってはウハウハな状況というわけね」

「あーなるほど」

　しかしまあ、娘が好き勝手やっているのを注意するどころか、喜んで見守らなきゃいけないご両親の心中はいかばかりか、と思うわけで。ひねくれた娘をもってしまうと保護者は苦労するよなあ──って、僕は人のこと言える立場じゃないんだけどさ。

「さて。一息つけたかしら」

　那な須す原はらさんは相変わらず淡々と、

「それではツッコミを聞かせてもらえるかしらー。わたくしのスペシャルなボケに対する、あなたの気宇壮大なツッコミを」

「うーん難しいなあ……というかさ、君が何をどうボケていたのかとっくに忘れちゃったレベルなんだけど」

「やる気がないわね」

　じっとりした視線で僕を見つめながら那須原さん。

「本番まで時間もないというのに、あっきーからはいまいち覇は気きが感じられないわ。今だって一息ついて英気を養ったばかりだというのに、思わずため息がこぼれそうな様子に見えて仕方がないもの」

「いや、やる気がないというか何というか……ねえ？」

「まさか忘れていないわよね」

　那須原さんは腕組みしてこちらを見下ろしながら、

「あなたはわたくしにこう言ったはずよ。『僕に任せてくれ那須原さん。君と漫才コンビを組み、海の家の経営を盛り上げていこう』と」

「まあ……そうね、似たようなことは言ったかな、確かに」

「そしてこうも言ったわ。『僕とコンビを組めば、必ずや世界に羽ばたく漫才師になれるから。各種の文化賞を総なめにして、国民栄誉賞を獲得して、さらにはノーベル平和賞に手が届くまで、僕たちが前進を止めることはない。さあともに手を携えて行こう、栄光を掴つかむその時まで』と」

「いや言ってないよ！　完全にねつ造でしょそこまでいくと！　ていうか漫才でノーベル平和賞はさすがに無理じゃない!?
 　文学賞ならまだわかるけど！」

「そしてあなたはこうも言ったわ。『アナスタシア、君はなんてきれいなんだ。君の瞳、君のくちびる、君の指の先、それらのすべてが僕の心をざわつかせる。ああアナスタシア、僕は君のすべてがほしい。今すぐ僕と結婚してくれ』と」

「ねつ造を通り越して荒こう唐とう無む稽けいだよもはや！　そういうセリフは秋あき子こに任せておけばいいんじゃないかな、っていうかそもそも僕は君を名前で呼び捨てにしたことなんて一度もないでしょ!?
 」

「…………
 」

　北ほつ極きよく圏けんの海の色をした瞳で僕を見つめてくる那須原さん。

「まあぎりぎり及きゆう第だい点てんかしらね」

「あ、はい。ども」

「では行きましょうか。わたくしたちの伝説を打ち立てに。『アナとあっきー』の存在を満天下に知らしめるために」

「えマジで？　もう始まるの？　うそでしょ？」

「この期に及んでうそなどつかないわ」

　と言って、那な須す原はらさんはくつろいでいたソファーから立ち上がり、

「わたくしたちのタイミングでいつでも始めていい手はずになっているから。客席の入りはすでに上々のようだし、このあたりで始めてしまうのが得策よ。それにあまり待たせると、わたくしたちがびびっているのだと勘違いされてしまうわ」

「いや。勘違いされる余地なくびびってるんですけど僕」

「ノミの心臓を持つあっきーのことを考慮して、演目は台本のある漫才ではなく、内容自由のフリートークだから。気楽に臨んでくれていいのよ」

「いやいや逆でしょむしろ。きっちり稽けい古こして本番に臨む方がまだしも堂々とやれるよ？　徒と手しゆ空くう拳けんのフリートークで舞台を務つとめるなんて、かなり経験つんだ人じゃないと爆死すると思うんだけど？」

「ふふ。腕が鳴るわね」

　僕の抗議を全面スルーする那須原さん。

「あっきーのボケ・コンディションもマックスに達したようだし、伝説が誕生するまでもはや待ったなし、秒読みの態勢ね。わたくしの長年の夢が叶かなう瞬間を神に感謝しつつ、さあいよいよ本番よ。スタッフさんに出で囃ばや子しをお願いしましょう」

　そう言って楽屋のドアを開ける那須原さん。

　あわてて後をついていく僕。

　あーもー。けっきょく訊きいてるヒマがなかったよ。控え室に入る前に彼女が言ったあの言葉の真意を──『もしも今回の初舞台が成功したら、わたくしと結婚を前提にお付き合いしてください』というあのセリフの意味を。まあただでさえテンパっている僕なわけで、初舞台へのあれこれだけであっさりパンクしちゃってるわけで、他のことにかまけてる余裕はないわけで。すべては舞台を務め終わったあとに、ってことになりそうだけどさ。





　さて。

　そんなわけで始まります。僕と那須原さんの舞台デビュー公演が。

　ええほんとに始まっちゃうんです。夢なら醒さめてほしいな。今ならまだ間に合うから。






　　　　＊







　とてとんてんてん♪

　てんててとんとん♪





　残念ながら夢オチにはなってくれなかった。

　出で囃ばや子しが軽快に鳴り響き、客席から拍手が巻き起こるのが舞台袖に届いてくる──しかも生演奏だよこの出囃子。こんなところまで無駄に気合入れなくていいのに。ぶっつけ本番の初舞台に立とうとしてる僕に対する配慮があまりにもゼロすぎる……！

　おっと。タイミングを見計らって那な須す原はらさんがステージへ向かって歩き出したぞ。取り残されちゃシャレにならない。あわてて後ろについていく。

　こうして思いのほかあっさりと、僕はその場に立った。

　……うわあ。

　人がいっぱいだ。

　用意された客席はすべて埋まり、立ち見の客がけっこう出てる。お世辞にも広い舞台じゃないし、いっぱいと言ってもせいぜい百人ぐらいなんだけど、それでもこいつぁ……うん、なかなかのプレッシャーです。いやもうほんと、プロの人はよくこんな場に毎日立てるよなあ。尊敬するよマジで。僕なんて脚がちょっと震えてるし、明らかに顔が引きつってるのがわかるもん。





　とてとんてん……てん♪

　てんてて……とん……とん♪





　出囃子がフェードアウトしていき、それにつれて拍手の音も収まっていく。日の傾いた黄昏たそがれ時どき、お客さんたちの表情が見えづらいのは数少ない救いか。百を超える視線に晒さらされてることが気にならないだけでもずいぶん違うからさ。

　さあて那須原さん。

　ここからは頼んだよ？

　台本なし、打ち合わせなしのフリートークでいく、という方針は君が決めたんだ。まずは先陣を切ってくれるんだろうね？　僕はまったくのノープランだよ？　よろしくお願いするね？

「…………
 」

「…………
 」

「………………
 」

「………………
 」

「……………………
 」

「……………………
 」

　……。

　…………
 。

　………………
 。

　オーマイゴッド。

　那な須す原はらさんまさかの無言……ッ！

　僕と並んでステージ中央に立ち、茜あかねに染まる空と客席との間あたりを無表情に眺ながめながら、心ここにあらずのご様子である。それはもう、やきそばの屋台から漂ってくるソースの焦げる香りが気になっているのだ、と言われれば信じてしまいそうなほどに、まったくもって集中力を欠いてるように見える。

　まずい。

　こりゃ完全に放送事故──まさかとは思うけどほんとに固まっちゃったのか那須原さんは──お客さんたちも不思議そうに顔を見合わせている──ブーイングが巻き起こるのも時間の問題──どうするどうする。どうするって何を？　この事態をなんとか打開しないと。そのためには何を？　僕はいったい何だ？　何のためにここにいる？

「────
 って」

　テンパって固まってたのはほんの一瞬だったと思う。

　気づけば僕は口を開き、右手を大きく振りかぶって、

「なんでやね───────────────────────────────
 ん！」

　すぱあん！　と。

　小気味よい音が会場に鳴り響いた。

　もちろんこの音は他でもない。僕が思いっきり那須原さんの頭をしばいた音である。

　彼女は軽くよろめいてから後頭部をさすりさすり、

「何をするの」

「何をするのじゃないよ！　むしろ訊ききたいのはこっちだよ！　何をしていたの君は！」

「茜に染まる空と客席との間あたりを眺めていたわ」

「なんじゃそりゃあほかっ！　君はいったい何をしにここへきたわけ!?
 　お笑いをしにきたんでしょ!?
 　そして君の役割はボケの方だったでしょ!?
 　具体的に打ち合わせはしてなかったけど事実上そういう流れだったでしょ!?
 　だったらちゃんとボケて！　じゃないと何も始まらないじゃんか！　お客さんも戸と惑まどっちゃうじゃんか！」

「ええ。だからわたくしちゃんとボケたでしょう。ついさっきも、たった今も」

「へっ？　……あ」

「そしてわたくしのボケに対してあなたはちゃんとツッコミを入れてくれたわ。流れとしては完全に成立してるのではないかしら」

「う、む。ぐぬ」

　言われてみればその通り。

　しかも言葉に詰まってる僕を見て、お客さんの何人かがクスッと笑ってくれたのが視界に入ってきたりして。つまりはいわゆる『掴つかみ』というやつはそこまで悪くはなかったと証明されてるわけで。

　いやでもさ。

　それにしたってさ。

　いきなりそんな高度な受け答えを要求しなくたってさ。

　何度も言ってるけど僕は初舞台でぶっつけ本番なんだからさ。

　あーもー。彼女ってひとはホントにもう、ホントにホントに、

「──ってわかりにくいわッ！　即そく席せきコンビでしかも打ち合わせ抜きで、そこまでレベル高いアドリブができるかアホッ！」
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　すぱあん！

　ふたたびしばかれる那な須す原はらさん。そして。

　今度はクスッとではなく、はっきりと聞き取れる笑いがそこかしこに湧いた。

　ええい。なんか知らんけどウケてるっぽいぞ？

　だったらもう他に選択肢はない。とにかくこの流れのまま突っ走るべし。

「いやもーすいませんホント。うちの相方がこんなので」

　客席に向かって愛想笑い。

　この手の商売は愛想のよさが王道だと僕は思ってる。もちろんいろんな笑いのロジックがあるんだろうけど、素人しろうとが変化球を投げてもデッドボールになるだけだ。

　まずは一にも二にも笑顔、笑顔。

「ていうかですね、ひどいんですよホントに。なにがひどいって、言われたのほんのついさっきですよ？　今日ここで舞台に立つことをいきなり言われて、そんでここに立ってるわけです。もーほんとマジかよと思いましたね。プロだったらいざ知らず、僕って完全なる素人ですから。ていうかアマチュアの舞台にさえ立ったことないですから。なのにテレビの生中継ありありですから。ありえないですよねこんなの。しかもこれだけやってノーギャラでしょ？　こんなの詐欺ですよ詐欺」

「いいえあっきー。金銭のやりとりは発生するわ」

「え、そうなの？　ギャラがちゃんと出るの？　なんだよだったら最初にそう言ってよね！　お金もらえるんだったら僕、めっちゃ気合いれてやりますよ！　いやー助かった、実は今月のお小遣いがちょっとピンチでさー、どうやってやりくりするか頭を悩ませてたとこだったから──」

「あっきーの出演をコーディネイトした手間賃をあとで請求するので、よろしくお願いするわね」

「って払うの僕の方かい!?
 」

「しめて五万円ポッキリよ」

「なんか微妙にリアルな数字がきた！　さてはほんとに請求するつもりか!?
 」

「これでもずいぶんと値引きしてるのよ。婚約者のよしみで」

「値引きした上で五万円かあ、厳しいなあ──っていうかいやいや！　ないから！　僕と君が婚約者だなんて設定どこにもないから！　ていうか婚約者ならサービスしてよ！　コーディネイトくらいタダでやってよ！」

「それはできない相談ね。わたくしは結婚したあとも夫婦別会計、夫婦別姓で押し通すつもりだから。そういうやり方は世界的にスタンダードになりつつあるし」

「くうっ、なんか意識の高い女性的な発言を……でも確かによく考えると、こういうしっかりした女の人をお嫁さんにすると安心して家庭を任せられるかも？　あれ？　てことは別に彼女が婚約者だったとしても問題ない的な？」

「ふふ。そうよそうよ、わたくしは立派なお嫁さんになるわよ。だからさあ、早くこの婚姻届にサインして頂ちよう戴だい。悪いようにはしないわ」

「って持ち歩き!?
 　婚姻届を持ち歩きですか!?
 　マンガとかではよく見るネタだけどまさかマジでやるとは！　ちくしょう意識の高い女性ってめっちゃ怖い……ええい僕はぜったいサインなんかしないぞ！　ていうか十六歳ですから僕！　どのみち結婚とかまだできないですから年齢的に！」

「ち。細かいことをうじうじと悩む男ね」

「いや細かくないから！　むしろ人生最大の問題ですからこれ！」

　頭を抱える僕。

　舌打ちしてくちびるを尖とがらせる那な須す原はらさん。

　そして拍手と笑いで応えてくれるお客さんたち。

　……あれあれ？

　なんか上う手まくいってるっぽい？

　そんなにいいネタを披ひ露ろうできてるとは思わないんだけど……とはいえこの世界はお客さんの反応がすべて。だったらこのまま突き進むしかないんじゃ？

「まったくもう……勘弁してよね、婚約だとか結婚だとか。やめようよそういうネタは。君の冗談はただでさえキツい傾向があるんだからさ」

「ちなみにあっきーのギャラは、わたくしの銀行口座に直接振り込まれることになっているわ」

「って言ってる傍そばからネタを引っ張る……ッ！　ていうか夫婦別会計とか言っておきながら思いっきり会計が一緒じゃないですか！」

「それにはね、理由があるのよ」

「理由ぅ？　ほんとにちゃんとした理由なんだろうねそれは？」

「あっきーはジャイアニズムという言葉を知ってるかしら」

「そりゃまあ聞いたことぐらいはあるけど。『お前のものは俺のもの。俺のものも俺のもの』ってやつだよね？」

「さすがはあっきー物知りね。それでこそわたくしの夫よ」

「婚約もしていなければ婚姻届にサインもしてないのに夫あつかいですか。……で？　ジャイアニズムが今の話にどう関係してくるわけ？」

「わたくしはジャイアニズムの信しん奉ぽう者しやなのよ」

「はあ。それで？」

「つまりあなたの口座はわたくしのもので、わたくしの口座もわたくしのもの、ということよ。わたくしと結婚したが最後、あなたはいわゆるＡＴＭ男としてわたくしに預金を引き出されるだけの、まったくもって不毛な人生を送ることになるのは確定していると断言できるわ。てへっ」

「てへっ、じゃないよ！　かわいい仕草だったのは認めるけどそんな人生プランは認められないよ！　ていうかもうちょっとひねったオチがあるのかと思いきや何の工夫もないし！　ここまで真面目に話を聞いた時間がすさまじい損失に思えてくるよ！」

「かわいかったのなら問題ないでしょう。かわいいわたくしを是非ともお嫁さんにもらってください。そして養ってください」

「養いません！」

「ということは、あっきーのギャラをわたくしの口座に振り込む件については了承してくれるのね？」

「いや了承しないよ！　ていうかどんな流れで『ということは』になるわけ!?
 」

「だってそうすれば、あっきーがわざわざわたくしの口座にお金を振り込む手間が省けるでしょう？」

「僕が君にギャラを渡すことを前提に話を進めないで！」

「手間だけでなく手数料も省けるわよ」

「だーかーら！　前提が！　わかる!?
 　前提っていう日本語ちゃんと理解してる!?
 」

「一回や二回の手数料なら大したことはないけれど、年間でみてみれば相当な金額にのぼるはずよ。お小遣いがピンチのあっきーにとっては死し活かつ問もん題だいじゃないかしら」

「お小遣いの心配するぐらいならギャラをちゃんと払ってくれ！」

　必死な顔をする僕に笑いが起こる。『兄ちゃん甲か斐い性しようみせろや！』というヤジが客席から投げられて、さらにお客さんが沸く。

「仕方ないわね」

　とため息をつきながら那な須す原はらさん。

「一年以内に結ゆい納のうと披ひ露ろう宴えんを済ませると約束してくれるなら、ギャラについては譲歩してあげなくもないわ」

「……今日の君はそういうキャラ作りなの？　さっきからぐいぐい押してくるけど」

「キャラ作りもなにも、今日は夫婦めおと漫まん才ざいコンビの『アナとあっきー』として出演しているのよわたくしたち。知らなかったの？」

「ええ知る由もありませんよ。誰かさんが教えてくれなかったおかげで」

「ちなみに『夫婦めおと漫まん才ざい・アナとあっきー』と書いてあるテロップも流れてるはずよ。ちょうど今このあたりに」

「そんな風に指を指されてもなあ」

「というわけで、今日のトークのテーマは結婚についてよ」

「はあ。まあいいですけど。やりますけど」

「あっきーは結婚についてどう思うの」

「藪やぶから棒ぼうな質問すね……どう思うかとか言われても困るよ正直。僕ってまだ十六歳で高校生だよ？　将来のことについて考えるのは早すぎるというか」

「将来のことを考えるのに早すぎるということはないわ。なるべく早い段階からライフプランを明確にしておくほど、より豊かな人生を送れる可能性が高くなる、というのは自おのずと明らかなのではなくて？」

「……君は時々、ぐうの音も出ないほどの正論を展開するよね。うーん確かにそうだよな、人生設計は大事だよなあ」

「そうでしょう。これは老若男女問わず極めて重要な問題であって、義務教育のカリキュラムに組み込まれてもいいはずのトピックスなのよ」

「でもねえ、結婚っていう具体的な話を出されちゃうとねえ……こっちもやっぱ戸と惑まどっちゃうわけですはい。そうですよね？　みなさんそう思いますよね？」

　客席にネタを振ると、みなさん納得のご様子。

　それを見た那な須す原はらさんは「納得いかないわ」と言ってほっぺたを膨ふくらませる。

　僕は「そういう仕草は普段から見せなさいよ。かわいいんだから」とツッコミつつ、

「ほらほら。どうですこの反応？　やっぱみんなそう思うわけですよ。君の言うことは正論には違いないけど、大多数の人には支持されないわけですよ。この状態をどう見ます？　十六歳で結婚云うん々ぬんは無む茶ちやだとわかるでしょ？」

「だけど早いうちから計画しておくのが大切だ、ということもわかるでしょう？」

「まあね。それは認めるけどね」

「だったら考えてみましょう。わたくしとあっきーが結婚に至るまでに、いったい何が必要なのか、そのロードマップを」

「……やっぱそこは前提になるの？　僕と君の結婚が」

「ええそうよ。これは夫婦漫才なのだから」

「夫婦漫才ってそういう意味じゃないと思うんですが……まあいいや。えーとじゃあここはお客さんに訊きいてみましょう。どうですかみなさん？　僕とこっちの彼女が結婚するためにはどうすればいいと思います？　ちなみにどっちも高校二年生ですが」

　金！

　愛！

　タイミング！

　……すでに酒が入ってると思おぼしきノリのいいお客さんたちから、ぽんぽんぽんとレスが返ってくる。

「はいはいなるほど。たいへんに真っ当なお答えばかりですね」

「そうね。だけどいちばん肝かん心じんなものが抜けているわ」

「ほほう。というと？」

「決まってるわ。気合よ」

「……いや、そりゃ必要なんだろうけど」

「『気合さえあればなんでもできる』と、某あごの尖とがったプロレスラーも言っていたわ。わたくしはプロレスの愛あい好こう家かなので、その言葉を圧倒的に信用しているの」

「君がプロレスの愛好家だなんて初耳だよ？　思いつきで設定を付け加えていくのはやめようよそろそろ。君それでいつも苦労してるじゃん」

「嘘うそだと思うのなら、今ここでトップロープからの雪崩なだれ式ウラカン・ラナをお見舞いしてあげてもいいのだけど？」

「……君ってほんと、地味に趣味が広いというか、変なところで知識が深かったりするよね。感心するよその点については」

「ふふ。もっと褒めてくれていいのよ」

「ただし、この場に存在しないトップロープをネタにした点については異議を唱えたい」

「そこはノリで流して頂ちよう戴だい」

「ええと話を戻そう。君の言う『気合』は確かに必要なんだろうけど、それは人生のあらゆるタイミングにおいて必要だから脇わきに置いておくとして。もっと具体的に必要なものがたくさんあるわけだよ。さっきお客さんの誰かが言ったみたいに、たとえばお金とかさ」

「その点は問題ないわね」

「……だね、自分で言っててそう思った。君の家ってすっごいお金持ちだもんね」

「まあその通りよ」

「みなさん今の聞きましたかー？　ここにものすっごいお金持ちがいますよー？　ちなみに今日のこのステージって、彼女が実家のお金を使ってやってるんですよー。知ってましたかー？」

「ええその通りよ。どうぞ那な須す原はら重工を、宇宙船からドアノブのネジに至るまでほとんどありとあらゆる工業製品を世に送り出しているお化け企業の那須原重工を、みなさんよろしくお願いするわね」

「くそう。何の躊ちゆう躇ちよも恥じらいもなく、自分とこの会社の宣伝を……！」

「実際にお金を出しているんだもの。むしろ堂々と権利を主張するのがあるべきスポンサーの姿というものよ」

「相変わらず要所要所で正論だね……まあとにかくさ、お金的に問題がないのは理解したとして。他にも足りないものがあるでしょ？」

「何が足りないというのかしら」

「そりゃあ決まってるよ。お客さんも指摘してくれたでしょ？　愛だよ愛。そりゃね、もちろん僕は君のこと嫌いじゃないけどね。でも僕らってまだ出会ってから半年足らずでしょ？──ええそうなんですよお客さんたち、僕らまだ知り合ってからそのくらいしか経たってないんですよ──そんな短い時間で愛がどうのと語るなんて、これはもうちゃんちゃらおかしいと思うわけですよ」

「でもわたくし、あなたのことを愛しているわよ」

「うぐっ!?
 　何そのストレート極まる愛情表現……！」

「だって事実なんだから仕方ないわ」

「いやいやそう言うけどさ。さっきも言ったけど、僕らってまだ出会ってから半年も経ってないんだよ？　君の言う愛ってのは、せいぜい恋心とかそういうものじゃないの？」

「わたくしの気持ちがわかるのはわたくしだけであり、そのわたくしが愛だと言っているのだから間違いはないわ。そもそも愛に時間など関係ないでしょう？　付き合いが長くても芽生えない時は芽生えないものだし、ぴったり合う時は出会ったその日から合ってしまうものなのよ」

　おおおお
 う──

　客席から感かん嘆たんが沸き、次いで拍手が巻き起こる。

　僕は「いやいやいやいや」と手を振って、

「待って待って。そりゃ理屈ではそうかもだけどさ」

「ドアノブと鍵の関係と同じだと考えて頂ちよう戴だい。たとえどんなに見み栄ばえが立派な鍵だったとしても、ドアノブが受け入れられる鍵の形は世界にひとつだけなのよ」

　おおおおお
 う──

　再び客席からどよめきと拍手、さらには口笛までもが飛んでくる。ちくしょう、ここの客はノリがいいなやたらと！　いや助かるんだけどさステージに立ってる身としては！

「いや待って。ちょっと落ち着いて」

　どうどう、と客席をなだめつつ、

「君の言ってることはわかるよ？　そりゃもうよーくわかる。マンガとか映画だったらすっごいナイスな発言だとも思うよ？　でもやっぱりね、もっと現実を見ようよというか。愛ってやつは一方通行でも上う手まくいかないもんでしょ？」

「そうでもないわ。一方通行で押して押して押しまくる、そうすることで芽生える愛というのも存在するのよ。いいえむしろ、出会った瞬間から両思いになって結婚まで至るカップルがどれほど存在するというのかしら。それこそマンガか映画でしか出てこない話だとわたくしは思うわ」

「むう、確かにそれは言えてる……！」

「どうかしら。そろそろわたくしの主張を認める気になったのではなくて？」

「いーや馬鹿を言っちゃいけないね。この程度のことで僕が折れると思ったら大間違いだよ。僕は徹てつ底ていして君の押しに対して抵抗していくッ」

「だったら見せて頂ちよう戴だいあなたの抵抗とやらを。どうせ無駄な努力に終わるでしょうけど」

「おうさ、見せてやろうじゃんか。えーっと、えーっと……」

「ほうらご覧なさい。さっそく返答に詰まっているじゃないの」

「いーやそんなことはないぞ。たとえばそう、さっき君はドアノブと鍵をたとえに出したよね？　ドアノブが受け入れられる鍵の形は世界にひとつだけだ、とか何とか」

「ええ。言ったわね」

「だけどその論理展開にはでっかい穴が存在するッ」

「聞かせてもらいましょう。その穴とやらを」

「そう、君は見落としているよ！　鍵の形はひとつだけかもしれないけど、合い鍵はいくらでも作れるってことを！　男と女の関係もこれと同じ！　自分という名の鍵が相手に合わなければ、相手に合うように調整していけばいい！　ほらほらどうですかこの論理展開！　これで論破は完了したね！」

「ねえあっきー」

「なんだい？」

「そういう揚あげ足あし取とりは、よくないことだと思うわ」

「うわ冷静な反論！　しかも哀あわれむような目で言われた！」

「あと、そういうやり方は大人げないと思うわ」

「ちくしょう、大人げないやり方で今日の舞台を用意した人に言われた！　ねえちょっとお客さんたち、どう思います今の!?
 　自分のことは棚に上げて言いたい放題に言ってますけどこの人!?
 」

　客席にヘルプを求める僕。

　ところが返ってきたのは派手なブーイングばかり。

「むう、すっかり僕が悪役な流れに……！」

「当然でしょう。健けな気げにも愛を告白する美少女と、むさ苦しい男。どちらを支持するかは自おのずと明らかだわ」

「そのむさ苦しい男に愛を告白してるのはいったいどこの誰ですかねえ……！」

「ついでに論破のお返しをしてあげるわ。あなたの先ほどの論法でいくと、仮にわたくしというドアにあなたの鍵が合わなかったとしても、あなたが自分を変えてわたくしに合わせていくこともできるはずよね？　そうして愛を高め合っていくことこそ、真の意味でパートナーとなるために必要なプロセスなのではないかしら」

「ぬうっ？」

「むしろそういう努力をのっけから放ほう棄きする姿勢こそ、自らの可能性を狭め、パートナーと呼ぶべき相手と出会うチャンスを失わせ、さらには現代の晩婚化、少子化にも繋つながっていくと思うのだけど」

「むぐぐぐっ……？」

「では客席のみなさんの意見も聞いてみましょう。こちらのあっきーの考えを支持する人、拍手をお願いするわ」

　……。

　…………
 。

　………………
 。

　しーん。

　月の裏側みたいな静けさが会場を包む。

「じゃあ次は、わたくしの考えを支持してくれる人、拍手をお願いするわ」

　ぱちぱちぱちぱち！

　ひゅーひゅーひゅー！

　わーわーわーどんどんぱふぱふ！

　圧倒的な熱気でもって応える観客のみなさん。

「むうう、この圧倒的なアウェー感……！」

「どうかしらあっきー。もはや形勢は火を見るより明らかだと思うけれど」

「……ふふふ、いーやそれはどうかな？」

「あら。ずいぶんと不ふ敵てきな面つら構がまえをしているわね。あたかも最後の切り札を残しているかのような」

「その通りさ。僕にはまだ、君のプロポーズを受け入れない決定的かつ圧倒的な理由があるんだよ……！」

「興味深いわね。聞かせてもらえるかしら」

「いいとも聞かせてあげよう。僕の切り札であり、お客さんが示してくれた第三の矢──そう、それはタイミング！　お金も愛も大事だけど、天の利、地の利、人の利、これらすべてが揃そろって初めて結婚という大イベントは発動することになるのさ！　さあどうかな!?
 　ただでさえもろもろ面倒なことばかりの結婚だけど、果たして僕らにとって今という時がよいタイミングだと言えるのか!?
 　今日いきなり言い出した結婚話が、こんな雑なタイミングで成立すると本気で思ってるのかい!?
 」

　えん罪を主張する犯罪者に証拠を突きつける検事みたいに、びしっと指をさす僕。

　一方の那な須す原はらさんは淡々と口を開いて、

「結婚式場の予約ならもう済ませてあるわよ」

「ちょ、行動早っ!?
 」

「ちなみに場所は、いまお祭りが行われているこの神社よ」

「って場所近っ!?
 」

「そしてわたくしたちの奉ほう納のう神楽かぐら公演が終わり次第、すかさず結婚式を挙げる手はずになっているわ」

「展開早っ!?
 」

　しれっとした顔でとんでもないことを言う那須原さん。

　客席からは笑いと拍手と囃はやし立たてる声。

「いやいやいやいや！　ちょっと待ってよ君！　聞いてないよそんな話！」

「当然ね。いま初めて話すのだから」

「なぜドヤ顔で言う!?
 　ていうか冗談だよね!?
 　さすがにそのへんは冗談だと受け取っていいよね!?
 」

「わたくしが冗談を言うような女に見えるかしら」

「こうやってお笑いの舞台をやってる時点でその発言はおかしい気がするけど、確かに君は本気でそういうことやりそうだよ！」

「まあ両親には了解を取っていないから、駆け落ちにはなるでしょうね」

「駆け落ちになる時点でぜんぜんタイミングのこと考えてないと思うんですけど!?
 」

「だいじょうぶよ。わたくしとあなたのお笑い力があれば、この先いくらでも業界で食べていけるわ」

「ぬうっ、しかもちゃっかりと話をそっちの方向に持っていくとは！　その話術の達者さについては認めざるを得ない！　でもって確かに君とコンビを組む限りはお笑いの業界でやっていくのも不可能ではないような気がしなくもないような、やっぱり気のせいなような……ううむ……これは意外に悩ましい……っ！　うおお僕はどうすればいいんだ！」

　頭を抱えてパニックになる僕。

　客席からは『いいぞ兄ちゃん！』『やれやれやっちまえ！』といった積極的なヤジが飛び、それを聞いた僕は『そんなこと言われると本気で考えちゃうじゃないですか!?
 』みたいな返答を悲鳴混じりに返すのだった。

　思わぬ展開に会場は大盛り上がり。

　僕はお客さんのノリに踊らされながらも、「ちょっとやめてくださいよ！　ほんとやめてくださいってば！」などと抵抗の意思を表し続ける。

「待って頂ちよう戴だい」

　と、その時だった。

　那な須す原はらさんが冷静な声で暴走にストップをかけたのは。

「みんな落ち着いて。こんな形で彼に決断を迫るのはよくないことだわ。こんな日常からかけ離れた場で、しかもある種の錯さく乱らん状態、混乱状態にある若者に対して正確な判断を下すように求めるのは、酷というものよ」

「……那須原さん？」

「ごめんなさいねあっきー」

　神しん妙みような様子で相方は謝罪する。

「こんな流れであなたを追い込むのはフェアではなかったわね。決してそんなつもりはなかったのだけど、結果として責任はわたくしにあると言わざるを得ないわ」

「あーいや。うん。気にしないで。僕も気にしてないから」

「だけどこれだけは理解してほしいの。わたくし、あなたの才能に関しては本当に惚ほれ込こんでいるのよ。もしもあなたとコンビを組んで業界を席せつ巻けんできるなら、こんな幸せなことは他にないと断言できるわ」

「そ、そうかな。だけどごめん那須原さん、僕は──」

「いいのよ皆まで言わなくても。もちろん理解しているわ、あなたにはあなたの目指す道があるでしょうし、わたくしにもいろんなしがらみがある。それらをすべて捨ててお笑いの道に挑むのは現実的な話じゃない。だけどねあっきー、わたくしは思うのよ。せっかくこれだけの才能を持ったふたりなんだから、時々はこういう機会を作って、お笑いの舞台に上がれたらいいな、って。そうして今日みたいにお客さんに喜んでもらえるなら、とても素敵なことではないかしら」

「那な須す原はらさん……」

　戸と惑まどう僕に、那須原さんが微笑ほほえみかける。

　那須原さんが手を差し出す。

　僕は少しだけ迷ってから──その手を握り返した。強く、強く。





　ぱちぱちぱち

　ぱちぱちぱち





　客席のどこからともなく拍手が湧き、次第に音のうねりとなり、波のように会場を包んでいく。それは決して激しいものではなく、暖かで穏やかで、なのにたっぷりと熱のこもった、そんな拍手だった。

　もはや言葉は必要あるまい。

　固い握手を交わし合った僕らは、真に篤あつい絆きずなで結ばれた者同士となり、目と目だけで通じ合う存在として成立した。僕らにとってはすでに、言語などは不自由きわまるツールでしかない。お互いの一挙手一投足、指の動きひとつや眉毛一本の動きからでもすべてを通じ合うことができるのだから。

　そう。

　僕らの関係こそが世界で唯一、真のパートナーシップと呼ぶに足るもの──

「ところでギャラの話だけれど。九：一あたりで手を打たないかしら」

「ってオイ！　ここで!?
 　ここでギャラの話なの!?
 　せっかくいい感じでまとまりかけてる場面なのに!?
 」

「その程度の条件は呑のんで頂ちよう戴だい。夫婦のよしみで」

「しかも結婚の話がいつの間にか既き定てい路線になってるし！」

「あと、結婚した後もジャイアニズムの信しん奉ぽう者しやでいさせてもらえるかしら」

「だったらギャラの配分なんて関係ないじゃん！　もうええわ！」





　とてとんてんてん♪

　てんててとんとん♪





　那須原さんの胸元にツッコミを入れるのと同時、オープニングと同じお囃はや子しがタイミングよく鳴り響く。

　客席から割れんばかりの拍手が巻き起こり、ライブを終えた僕らはすたこらさっさと舞台袖へと引っ込んでいく──。






　　　　＊







「よかったわ」

　というのが開口一番のセリフだった。

　舞台裏の臨時控え室。ライブの熱気もまだ冷めやらぬ直後のことである。

「予想以上の出来、想定以上のウケのよさだったわね。これだけの成果を上げれば、まずはお目汚しのレッテルを貼られることもないでしょう」

「……だねえ。いやほんとそうだったねえ」

　僕は脱力した身体をソファーに沈めつつ、

「いやいやそれにしても何というか。緊張としゃべりまくりで喉がカラカラだよ。いつ声が枯れるか気が気でなかったよ」

「舞台の上で声を枯らすなんて、芸人としては恥ずかしいことこの上ないものね。デビュー公演での伝説に傷がつかなくて幸いだったわ」

　芸人じゃないけどね僕──というおなじみのツッコミも、さすがにこの場で口にする気力はない。

　用意されてた濡ぬれタオルで顔全体を覆いつつ、僕は『デビュー公演』の中身を振り返る。

「最初はどうなることかと思ったんだよね」

「どうなることか、とは？」

「そりゃだって、いきなりだったわけだし、何度も何度も言うけどド素人しろうとなわけだし、リハーサルもあってないようなもんだし。普通に考えたら大コケ間違いなしの展開でしょ？　いやはやよく成立したと心底思うよ」

「そうかしら。わたくしは成功を確信していたけれども」

　那な須す原はらさんはソファーに座らず、腕を組んで立ったまま、

「わたくしはあっきーのことを、いざという時は開き直れるタイプだと踏んでいたわ。そしてまたそういう時にこそ真価を発揮するタイプだということもね。むしろきっちり準備をして臨めば、かえって良さを削そいでしまう結果にもなり得たでしょう。だからああいうノリで、強引に舞台へ引きずり出すのがベストだと考えていたのよ」

「……仮にそうだったとしても、こういうのはちょっと心臓に悪すぎるよ」

「だけど現実に結果が出たでしょう？　手ぶらのフリートークだったはずが、お客さんと相互にコミュニケーションを取りつつも、次第に漫才的な展開になっていって、最後にはまずまずオチっぽいものもついた──もちろんお客のウケも取りつつね。正直なところ、これ以上は望むべくもない結果だったと思うのだけど」

「まあねー。そうなんだよねー。僕から見てもけっこういい感触だったもんなあ」

「あなたのおかげよあっきー。乗り気じゃなかったにもかかわらず、いざ本番になればノリノリでトークを回していくその推進力は、まったくもって賞賛に値するわ。これはあなたの実力なのだから、もっと胸を張っていいのよ」

「そうですかねえ。そうだといいんだけど」

「もちろんわたくしの基礎的な能力の高さあってこその、あっきーの大活躍であったことを忘れてはいけないわ」

「はいはいわかってますよ。那な須す原はらさんのボケは僕的にとても突っ込みやすいものだったしね、ずいぶんと助けられましたよええ」

「なのでギャラの配分は８：２あたりで手を打つのが妥当ではないかしら」

「ってまだそのネタ引っ張るんかい！」

「ごうつくばりねあっきーは。では７：３までは譲りましょう。これ以上はびた一文まかるつもりはなくてよ」

「もうええわ！」

　鋭く突っ込む僕だった。

　いやいやていうかさ。心臓ばくばくの初公演がようやく終わったんだからさ、ここらでちょっと休ませてよ。君がそんなボケを連発すると、もう条件反射で突っ込んじゃうんだからさ……。

　さて。

　とはいえ一息いれるのもこのくらいにしておこう。

　でっかい一仕事を終えたばかりだけど、もっとでっかい仕事が控えている
 。

「ところでさ那須原さん」

「なにかしら」

「さっきの結婚云うん々ぬんの話だけど。あれって本気で言ってるんだよね
 ？」

「…………
 」

　那須原さんが黙った。

　僕も釣られて黙り込む。

　お互いの視線が絡み合う。

　那須原さんはいつもの無表情。僕はひたすら彼女の目を真まっ直すぐに見つめ返す。

　それからたっぷり十秒ほど経たって。

　くるりと踵きびすを返し、那な須す原はらさんが僕に背中を見せた。

「……那須原さん？」

「この体勢で話をしましょう。ちなみに後ろを向いたまま語るのは礼を失する、という苦情については、これを一切受け付けるつもりはないわ」

「うん、まあ。それは構わないよ」

「ところで先ほどの質問だけれど」

　もみあげあたりの髪をくるくる指で回しながら、

「率そつ直ちよくに言って、本気でなくもなくもなくもなくもなくもないこともなくないわ」

「……それのどこが『率直』なわけ？」

「二度は言わないわ」

「いやいや。二度と言わず三度ぐらいは言ってほしいです。ちゃんと聞き取れなかったし、けっきょくどっちだかわからないし」

「本気か冗談か、それはずいぶんと哲学的な問いかけだと思うのよ。本気にして冗談であり、冗談にして本気でもある。冗談かもしれないけれど逆もまた真なり。これはもはや禅ぜん問もん答どうと同一視すべき問題であり、世界中の哲学者が血眼になって研究するにふさわしいテェゼだと、あっきーも納得してくれると信じて疑わないわ」

「いやそんな難しい話じゃなくて。イエスかノーかのシンプルな二択だと思うけど」

「あっきーの話は難しいわね」

「いや逆でしょ？　君の方が話を難しくしてるじゃん」

　僕の反論に那須原さんは「むう」と唸うなった。

　背中はいまだこちらに向けたまま。

「計は密をもって尊ぶべし、との言葉もあるとわたくしは思うわけです」

「はあ」

「なのでここは答えを秘密にしておく方が、いかにも秘め事っぽい感じがして、なおかつ興味をより多く引けるような気がして、わたくしはとてもグッドだと思うのよ」

「はあ。そうでしょか」

「ちなみに英語で言うとＧｏｏｄね」

「ちょっと拾いにくいですそのボケは。発音はきれいだったけど」

「そういうわけで、今回の件は水に流す、という方向で手を打たないかしら」

「うん。君がそれでいいなら」

「…………
 」

　那な須す原はらさんが再び黙った。

　僕も釣られて黙り込む。

　じっと相方の背中を見る。震えてこそいないけど、肩が、腕が、身体全体が、ひどく強ばっているのが見て取れる。

「ねえあっきー」

「うん」

「わたくしはいま、あなたに背中を向けているけれど。なぜだかわかるかしら」

「うん。たぶんわかると思う」

「だったらもう、このあたりで手を打たないかしら。ギャラは５：５で──いいえ、なんならぜんぶあなたが持っていっていいから」

「ギャラは別にどっちでもいいけど。君がこの話題をもう続けたくないっていうなら、それで構わないよ僕は」

「……どうしてそんな風にわたくしをいじめるの」

「そういうつもりはないんだけどなあ……僕はただ、君にとっても僕にとっても、できるだけ後悔がないようにしたい、って思ってるだけなんだよ。いまの君はたぶん、本当に心の底から、全力の一生懸命なんだろうから」

「……ううううう
 ～」

　うなった。

　那須原さんが。形のいい撫なで肩がたをもじもじさせて。ものすごくレアな仕草だ。

「ねえあっきー」

「うん」

「わたくし、この事態をどうやって収拾すればいいのかわからないわ」

「適当に流すことはできるよもちろん。でも君はそういうのを望んでないよね？　ちなみに僕も望んでないよ」

「こう見えてもわたくし、けっこう焦っていたのよ。その理由は言うまでもなくぎんぎんに──あなたを追いかけて転校してきた可愛かわいらしい彼女にあるわ。ぎんぎんがあんな形であっきーにアプローチして、そして今もなお積極的にアプローチを続けているとなれば、わたくしとしては居ても立っても居られなくなるのが人情というものなのよ」

「うん。わかる」

「ありささんと生徒会長と姫ひめの小路こうじ妹は、最初からあっきーに対する好意を隠さなかったから、かえって気にはならなかったのよ。だけどぎんぎんがあんな行動に出るとなれば話は変わってくる、というのは、これはもう誰の目にも明らかなのではないかしら」

「うん。なんとなくわかる」

「それにしても思うのだけど、あっきーとぎんぎんの先日の一件の時。ぎんぎんはおそらく、今のわたくしと同じくらいのいたたまれない気分を味わって、そして耐えきってみせたのよね。その点は彼女を尊敬せざるを得ないわ」

「だね。僕も尊敬してるよあいつのことは」

「そもそもあっきーがいけないのよ」

「というと？」

「だってわたくし、事の始めから態度は明確にしていたはずなのよ。なのにあっきーはどういうつもりなのか、それをあっさり流してしまって。それでわたくしはどういう態度を取るべきなのか決めかねて、中途半端な対応に終しゆう始ししてしまったのよ。もしもあっきーが、もっと普通な感覚の持ち主で、わたくしの言葉を額面どおりにそのまま受け取るだけのキャラであったなら。きっとこんなにこじれることはなかったのだわ」

「まあねえ、いまになって考えるとその通りかも。でもさ、君ってすっごいわかりにくいんだもん。ていうかいきなりなんだもん。展開が早すぎるんだもん。だからさ、残念ながら僕の能力じゃあ、君という人間をちゃんと理解するのに時間が必要だったというか」

「それについてはわたくしにも弁べん明めいの余地があるはずだわ。まず第一に──」

「待って待って」

　だいぶ横道に逸それてきたので軌道修正。

「言いたいことはいろいろあるだろうけど、まずは脇わきに置いておいてさ。がんばって先に進んでみることにしない？　たぶんここで引き返しちゃったら、ほんとのほんとにこじれちゃうと思う。もう二度と前を向けなくなる気がする。……でしょ？」

「……ううううう
 ～」

　またうなった。

　相変わらずこっちは向かずに。文字どおりの後ろ向きで。

　はやる気分を僕は宥なだめる。今回は銀ぎん兵べ衛えの時とはちがうんだと言い聞かせる。那な須す原はらさんは銀兵衛とは異なるパーソナリティの持ち主だし、僕との関わり方もまるで異なる。そもそも僕だって学習する生き物なんだ。あの時みたいにせっかちに事を進めたくはない。

　え？

　現時点でも十分にせっかちだって？

　そんな苦情は受け付けられないね。このタイミングを逃したら先に進めなくなるのはこっちも同じなんだ。僕だってこういう場は緊張するし、慣れていないし、確実にこうしたらいいなんていう展望を持ってるわけじゃあないんだ。

　だけど信じてやっている。きっと僕と彼女にとって、今よりも健全で、より良い関係を築くための礎になるはずだと信じて──ね。

　そうしてどれほどの沈黙が流れたか。

　遠くに近くに祭まつり囃ばや子しが聞こえ、好評だったお神楽かぐらフリートークのアンコールを求める声も未いまだに響く控え室。

　那な須す原はらさんは背中を向けたまま、目だけをこちらに向けて。

　ひどくおどおどした様子で、普段の彼女に似ない恐る恐るの態で言った。

「わたくしね」

「うん」

「あなたのことが好きなのよ」

「うん」

「これは別に冗談だとか、何かの暗喩だとかではなくて。ひとりの女として、ひとりの男を好きになった、という意味よ？　生徒会の同僚だとか、いっしょに暮らしてる仲間だとか、そういうことは関係なしに、あなたに恋愛感情を抱いている、とわたくしは言っているの」

「うん。ちゃんとわかってる」
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「…………
 」

「…………
 」

「…………
 」

「…………
 」

「ええと。以上です」

　と言って那な須す原はらさんはぺこりと頭を下げ、ふたたび前を向いた。

　うん。

　なんだろうねこの展開。

　繰り返しになるけど僕を責めないでほしい。こっちもどうしたらいいかわからないし、そもそも那須原さんと僕の関係が一ひと筋すじ縄なわでいくはずもないんだからさ。

「ねえあっきー」

「うん。なにかな那須原さん」

「もう少し、いろいろ言葉を掛けられてもいいと思うのわたくし」

「だね。それはまったくもってそう思う。だけど僕としては、銀ぎん兵べ衛えの時もかなり踏み込み過ぎちゃったっていう反省があるし。その反省を生かそうとすると、ちょっとばかり二の足を踏むわけですよ、はい」

「というと、たとえば？」

「そうだねえ……たとえばさ、君の告白に対する僕の答えを口にするべきかそうでないか、という点についてだけど──」

「口にしなくて結構よ」

「だよね。その点は僕も前回で学んだ」

「ええ聞きたくもないわ。意思表示をして、ようやくそれが伝わったからといって、そのままハッピーエンドに繋つながるとは露つゆほども思っていないのわたくしは。０点だとわかってる解答用紙をわざわざ見たがる人間なんていないでしょう？　それと同じよ」

　と言って那須原さんは肩で息をつく。

　なおも背中を向けたまま、耳たぶのあたりを赤くしたまま、

「だけどよかったわ」

「というと？」

「ようやく伝わったから」

　どうやら雰囲気からして那須原さんは笑ったみたいである。確かめる術はない。彼女は今もなお僕に背中を向け続けている。

「おかげで胸のつかえが下りたわ。ずいぶんと遠回りしたけれど、緊張で手に汗を握った甲か斐いがあったというものよ。そして、ええ、ぎんぎんの気持ちがよくわかったわ。胸のつかえがひとつ下りただけで、こんなにも見える景色が違ってくるのね……彼女が浮かれてはしゃいで似つかない行動に出るのも納得よ」

「……てことは、君も銀ぎん兵べ衛えみたいになっちゃう感じ？」

「いいえ。それはわたくしのキャラではないもの」

　言って、那な須す原はらさんはゴージャスな感じに髪をかき上げる。

　背中はなおもこちらに向けたまま。

「景色が違って見えるようになったところで、気の持ちようがどう変わったところで、わたくしはわたくしのまま、あなたもあなたのままでしょう？　わたくしはたったいま変わったけれども、やっぱり何も変わらない。それでいいのよ」

「変わったけれど何も変わらない。禅ぜん問もん答どうだね」

「解かい釈しやくは自由よ。ただ、わたくしは前に進むことをやめたわけじゃない。むしろずっとこの先へ進むための一歩を踏み出したのだと、そう考えてもらいたいわ」

「そっか。わかった」

　だったら僕は示さなきゃいけないね。

　尊敬の気持ちと感謝の気持ちを。彼女がどう思うかは関係なく、たとえ彼女にとってそれが的まと外はずれなものであったとしても。もちろん口に出したりはしないよ？　言葉にしないこと、それこそが僕なりの、彼女に対する敬意の表れだから。

「ところで那須原さん」

「なにかしら」

「いい加減こっち向いてしゃべらない？　せっかく大事なこと話してるのに面と向かってないと、なんかすっごい居い心地ごこちが──」

「嫌よ」

「……ずいぶんばっさり断るね」

「当然よ。いまあなたに顔を見られたら、わたくし死んでしまうもの」

「大げさだなあ」

「いまあなたに顔を見られるくらいなら、あなたを抹まつ殺さつしてわたくしも死ぬわ」

「極端だなあ」

「だけどギャラの配分を10
 ：０にするということであれば話は別よ」

「意外と軽いなあ……ていうかまだ引っ張るかそのネタ。でもってほんとに出てるのギャラ？　だったらちゃんと分け前ちょうだいね？　僕だってそれに見合うだけの仕事はしたはずだしさ」

「ふ。それはあっきーの今後の働き次第ね」

「いや今後とかじゃなくて。さっきの働きのギャラをくれ、って言ってるんだけど？」

「一息ついたらアンコール公演に出向くわよ」

　抗議をスルーする那な須す原はらさん。

　ていうかこのひと今、なんかとんでもないことを言わなかった？

「二度目のフリートークショーにおいて、あっきーの実力がまぐれではない本物だと証明できたなら、わたくしよろこんでギャラの分け前をあげるわ。９：１ぐらいで」

「なんでそんなに出し渋るんだ君は──ってのは置いておいてさ。え？　アンコールってマジで？　やるの？」

「やるわよ。マジで」

　控え室の外に視線を向けて、

「だって、先ほどの公演が終わってからずいぶん経たつけど、まだアンコールを求める声が時おり聞こえてくるでしょう？　お客さんもぜんぜん帰ろうとしないし、わたくしたちが出張らない限り収まりそうにもないわ」

「いやいや。でも僕、さっきの公演で力尽きたよ？」

「芸人は口さえ動けばやっていけるわ」

「それはそうだけど僕は芸人じゃないから。そして自分で言うのもなんだけど、さっきの成功は奇跡みたいなもんだよ？　手ぶらの素人しろうとがそこそこ場をこなした上でちゃんとウケを取るなんて、もう二度とできないと思うよ？」

「実戦はもう経験したから大丈夫よ。むしろ経験を積んだ分、さっきよりも良質なトークを披ひ露ろうすることができるにちがいないわ」

「なんという楽らつ観かん的てき観かん測そく……ていうかさ、君のことだからすっかり忘れてるかもしれないけど。僕らって、海の家『しらはま』分店の勤務を一時中断してここに来てるんだからね？　時間的にそんな余裕ないんだからね？　そこんとこわかってる？」

「さあ行きましょう」

　もう何度目になるか知れないスルーをして、那須原さんが控え室のドアを開いた。

「お客様は神様、あまり待たせてはわたくしたちの評判にも傷がつくわ。颯さつ爽そうと出ていってごっそり爆笑を稼いで、そうして大団円のうちにお神楽かぐら公演を締めるのが、いまも『しらはま』分店でがんばっている仲間たちへの手向けになるでしょう」

「手向けって。死んでないから。みんな生きてるから」

　ツッコミつつも僕は思う。

　いかにもらしいよなあ、と。

　こういうやり方、こういう生き様、こういう韜とう晦かいこそが、那な須す原はらアナスタシアという人なんだ。

　今も昔もひどく絡みにくくて、口が達者で、ポーカーフェイスで、何を言い出すかわからなくて──

　頭が良くて、成績が良くて、実家が大企業で、大抵のことはそつなくこなすくせに肝かん心じんなところで不器用で、怖いくらいに綺き麗れいで──

　そしてなによりも姫ひめの小路こうじ秋あき人とを、僕を好きになってくれた人。

　何年も先の未来、僕たちがどんな人生を歩んでいるかは知るよしもないけど。

　願わくばどうか。

　どんな形でもいいから幸せでいられますように。

　僕の進む道と、彼女の進む道に、いつも光がありますように。

　縁があった者同士、お互いの道が交じり合った者同士、たとえいつか袂たもとを分かち合う時が来ようとも。僕らがどんな人間になって、どんな関係になったとしても。これまでも、これからも、胸を張って前に進めますように──

「ところであっきー」

「ん。なに？」

「わたくし、あなたと漫才コンビを組みたいと思ってるのは本当だから」

「うん。それはさすがにわかってきた。成績優秀で人気者で将来を嘱しよく望ぼうされてる君が、なんでまた漫才を、とは思うけど。それも君の個性だよね」

「なので、近いうち上方漫才協会へデビューのあいさつに行くから。スケジュールを空けておいて頂ちよう戴だいね」

「……そのへんまでいくと、どこまで本気なのかわからなくなってくるんだよね。君って本気でそっちで食っていくつもりなの？　今日みたいなのとか、あとはせいぜい学園祭で披ひ露ろうするとか、そういうのじゃだめなんですか？」

「それとわたくし、あなたと結婚したいと思っているのは本当だから」

「……秋あき子こからは毎日されてるけど、それってプロポーズだよね本気の。さすがに照れるというか、告白でも交際の申し込みでもなくいきなりそれかよというか、何でもないことみたいにさらっと言っちゃうあたりが君らしい飛ひ躍やくというか」

「夜な夜なあなたのことを考えながらオナニーしているのも本当よ」

「いやちょっと待ってなにそれ!?
 　そんなのバラしていいの!?
 　むしろ絶対に知られちゃいけないことなんじゃないの!?
 　なのになんでそんな素の顔で言えるのか理解できないよ！　あとそういう単語を開けっぴろげに使うのは僕反対です！」

「ちなみに生放送の話はうそよ」

「この流れでさらっとそれを告白するとか！」

「実を言うと観客はぜんぶサクラだったわ」

「それじゃあアンコール公演やる意味なくね!?
 」






　　　　＊







　……まあそんなこんなで。

　僕らはぎゃーぎゃー言い合いつつ、二度目のステージへと向かうのだった。

　いやしかし、彼女のことだから九割方は本気だよなあいま言ったことも。こちらが油断した隙すきを突いては飛び道具を仕掛けてくるからやりづらくて仕方ない。はてさて、彼女と僕は、これから先どんな付き合いをしていくことになるのやら。

　願わくばどうか。

　那な須す原はらさんがもう少しあつかいやすい人になってくれますように。





九月一日









　ずいぶん長く感じられた、ひどくいろんなことがあった夏休みが終わり、僕たちにようやく秋が訪れた。

　食欲の秋。

　運動の秋。

　そして何より文化の秋である。





「しかしまあ、いろんなことがあった夏休みだったねえ」

　二学期の始業式を終えた聖リリアナ学園、生徒会室。

　会長の二に階かい堂どう嵐あらしが、僕とまったく同じ感想を述べた。

「泊まり込みでバイトして、仕事しまくって、たまには海なんかで遊んだりして。おまけにぎんぎんだけじゃなくて副会長までもが姫ひめの小路こうじ秋あき人とに告白しやがってよ。いやーほんと、激動の夏だった。実に濃のう密みつだった」

　うんうん頷うなずきながら、ちょっと今さら気味な総括をする会長さん。

　生徒会室には僕、秋あき子こ、那な須す原はらさん、銀ぎん兵べ衛えが勢せい揃ぞろいしており、生徒会の全メンバーが久しぶりに制服姿でこの場に顔を並べた格好だ。

「濃のう密みつだったのは同意しますけど」

　そんな中、ふて腐れた様子で反応したのは秋子である。

「わたしにとってはまったくもって歓迎できない濃密さでした。お仕事は充実していましたし、しらはまのオーナーご夫妻にも喜んでもらえましたし、お兄ちゃんと夏祭りデートをすることもできましたけど。個人的にとてもとても不本意な出来事があったために、大いに水を差される結果となってしまいました。その出来事とは他でもありません、どこかの誰かさんたちが、わたしのお兄ちゃんに告白するという暴ぼう挙きよに出たことにあります！」

　と言って、『きっ！』と鋭い視線を投げる。

　視線の先はむろん、那須原さんと銀兵衛だ。

「安全パイだと思われていた銀兵衛さんだけでなく、那須原さんまでもが告白するとは、まったくもって予想外の出来事でした。銀兵衛さんの場合は、成り行きがそうさせた事故、という側面もあってやむを得ないところはありましたが、まさか那須原さんが……しかも彼女の場合は完全に計画的な犯行であり、弁解の余地がありません。ああもう、どうしてみなさん分かってくれないんでしょうか？　お兄ちゃんがわたしのものであることは、この世に生を受けた瞬間から、いいえ宇宙開かい闢びやくのその時から、とっくに決まっていた事実であるというのに。なぜあえて横取りなんてしようとするのか理解に苦しみます」

「…………
 」

「…………
 」

　非難されている那須原さんと銀兵衛だけど、どちらも聞こえてないふり。那須原さんは携帯をいじり、銀兵衛は帳ちよう簿ぼらしきノートと首っ引きで、秋子を相手にする気がまったくないようだ。

　冷たいと言うことなかれ。なんとなればこのやりとり、夏祭りの前後から何度となく繰り返されているのである。最近ではほぼ毎日であり、もはや鬱うつ陶とうしいのを通り越して、みんなからは午後の時報ぐらいにしかあつかわれていないのであった。

「まあそう言うなよ秋子」

　というわけで妹の相手をしてあげるのはこの僕、姫ひめの小路こうじ秋あき人としかおらず、

「なにも世の中ってのは、お前だけの都合だけで回ってるわけじゃないんだからさ。気に入らない出来事があったからといって、すねたり怒ったりしちゃあいけないよ」

「甘い！　お兄ちゃんは甘すぎます！」

　たちまち『きっ！』とこちらを睨にらみ付つけてくる妹。

「そんな風にやさしくすることをことわざで『盗人ぬすつとに追い銭』というんです。それはすでにやさしさと呼ぶべきものではなく、それどころか暴ぼう挙きよとさえ呼んでいいものであり、わたしとお兄ちゃんの不変の愛に対する裏切り行為です。いいえ、むしろ浮気であり、不倫であるとさえ言って差し支えありません」

「相変わらずのトンデモ理論だなあ」

「トンデモだなんてトンデモない。れっきとした論理的帰結です」

　えっへんと胸を張り、

「唯一評価できる点があるとすれば、お兄ちゃんが告白を受け入れて交際に発展する、という事態にはならなかったことです。これについては、すでにわたしという妻がいる以上当然のことではありますが、とはいえ当然のことを当たり前にこなすのはとても大事です。そこはさすがわたしのお兄ちゃんです。秋あき子こは安心しました」

「はあ。そうですか」

「もちろんわたしとお兄ちゃんの関係が鉄てつ板ぱんであり、法律や憲法なみに遵じゆん守しゆされるべきものである以上、心配することは何もないんですけどねっ。しかも夏休みにおいては、わたしとお兄ちゃんとの間に兄妹ふたりだけの秘密もできたことですし。お互いの絆きずながいかに固いものかを確認し合ったばかりですし。そう考えると総じて夏休みは素晴らしいものであったと断言できます。ふふふどうですかみなさん？　素敵でしょう？　うらやましいでしょう？　もっとわたしのことをうらやましがっていいんですよ？　えへへーん」

　ご満まん悦えつである。

　適当に相手してやればこんな感じで自己完結してくれる妹は、その意味においてはホント手の掛からないやつなのだ。全員から全力でスルーされてるあたりはちょっと不ふ憫びんだけど、それもまあ彼女の持ち味ということで。

「ところでだ」

　頃合いを見計らって会長さんが切り出した。

「夏休みの思い出が名な残ごり惜おしいところではあるが、あたしら生徒会のメンツがいつまでもふわふわしてちゃあ示しがつかねえ。新学期も始まったことだし、ぼちぼち気持ちを切り替えていきたいところだ──なあ姫ひめの小路こうじ秋あき人と？」

「ですね。でっかいイベントも控えてることですしね」

　空気を読んで僕も神しん妙みような顔をしてみせる。

　でっかいイベントとは他でもない。十月一日に催もよおされる学園祭のことだ。

『リリアナ祭』というそのまんまな名前で呼ばれる我が校の学園祭は、名の知れた名門校にふさわしく大々的に催される。近郊から広く来客を集め、生徒たちが知恵と体力を絞って披ひ露ろうする出し物や出店の数々は、学園の名物として大いに名声がある。その規模も内容もそんじょそこらの大学が及ぶところではなく、新学期が始まると生徒たちはみな祭典に思いをはせて浮き足立ち、来たる日に向けてそれぞれエネルギーを蓄たくわえ始めるのだ。

　──以上、すべて伝聞で知った話。

　今年度から転入してきた僕はまだリリアナ祭を経験してないのであしからず。入学してまだ半年の一年生たちと同じく、この件に関してはまったくのルーキーだ。

　でもこれだけはハッキリわかる。

　学園祭が近づくにつれて確実に校内の空気が変わってきている、ってことが。

「お前さんはまだ実感が湧かねえかもだけど」

　と会長さん。

「ウチの学園祭ってのは、それはそれは盛り上がるんだぜ？　期待しててくれや」

「ええそうらしいですね、いろんなところから話は聞きますよ。といってもなんせ実際に体験してないもんですから、おっしゃるとおり実感は湧かないんですけど」

「そうだねェ、どのくらいリリアナ祭が盛り上がるかっつーとだな」

　あごを撫なでつつ、

「まず最初に、リリアナ祭の一週間前になると学園の授業はぜんぶ中止になる。中止になって、ほとんど生徒総出で学園祭の準備に追い込みをかける」

「……それ、けっこう大おお事ごとじゃないですか？　かなりカリキュラムに遅れが出るはずですよね？」

「つーかむしろ、勉強が遅れてる連中はその一週間を使って遅れを取り戻すのさ。生徒のレベルが揃そろいやすくなる、って意味ではよくできたシステムだよ」

「なるほど。そういう見方もありますか」

「盛り上がるのは生徒だけじゃねえ。来客の数も質も半端ねえんだぜ？　入場者は毎年数万人を超えるから入場制限かけなきゃ追っつかねえし、各界のＶＩＰがお忍びでやってくるのも風ふう物ぶつ詩しだわな」

「アイドルとか有名アーティストなんかがロハでライブをやったりする、って話も聞いてます。模擬店なんかも相当に工夫を凝らしたのがたくさん出店されるとか」

「おうよ。飲んで食って歌って踊っての大騒ぎさ。あんまり楽しいもんだから、学園祭に参加したいがために留年するやつまで出る始し末まつだ」

　と言って大笑する会長さんだった。

　なるほど、今こうして話を聞いていても、その日の盛り上がりは容易に想像できる。夏祭り＆しらはま分店の営業は学園祭の予行演習だ、みたいな話を誰かがしてた気がするけど、実際に経験した人からすればまったくもってそういうことなんだろう。

「いやーそれにしても楽しみだぜ」

　今にも鼻歌を歌い出しそうな上機嫌さで会長さん。

「所ところ狭せましと押し寄せる客の波、肉汁をたっぷり吸った煙を上げる屋台、あちこちでゲリラみたいに展開する催もよおし物もの、空のてっぺんまで突き抜ける開放的な空気──どれもこれも想像するだけでわくわくが止まらねえ。いやーほんと楽しみだ」

「ですねえ。楽しみですねえ」

「今年はどこで青姦すっかなあ」

「そういうセリフが出てくると、純粋な楽しみが急に不純でふしだらなものに成り下がってしまうんですが？」

「今回は４Ｐがいいなあ」

「そこまでいくと人としてどうかと思いますよ？　ていうか去年は三人でやった実績があるんですか。だとすればすでに人としてどうかしてます」

「いっそのこと、どこかのステージの上でヤっちまうかねえ。生徒会長・二に階かい堂どう嵐あらしの夜のテクニックを開かい陳ちん、って感じでさ。……おっと、学園祭が開かれるのは日が出ているうちだから、ちゃんと昼のテクニックに訂正しとかねえとクレームが来ちまうな。近ごろの世の中はそういうレギュレーションにうるせえしよ」

「レギュレーション以前に警察の手入れが入りますよ絶対。次に会長さんと会うのは、たぶん留りゆう置ち所じよか裁判所になるでしょうね」

「いやーほんっとに楽しみだぜ。早く来月にならねえかなあ」

　僕の忠告を聞き流し、遠足前日の小学生みたいな顔をする会長さんだった。

　まあこれだけ会長さんが浮かれてるんだ。きっと当日は本当にお祭り騒ぎになるんだろう──なんて冷静を装ってはみるものの、かくいう僕もその日が来るのを首を長くして待ってるクチなのである。おそらくは学園が一年のうちでいちばん盛り上がる日になるんだろう、ってことは肌で感じるし、楽しみにしない理由が何もない。是非とも当日は大祭典たるリリアナ祭を大いに楽しみ、存分に羽を伸ばしたいことだなあ。

　……。

　…………
 。

　………………
 。

　とまあ、ここまでくるとそろそろお気づきの方もいるかと思う。

　リリアナ学園の生徒会といえば、その圧倒的な支持率と支配力によって、学園の頂点に立つ管理組織。当然ながら学園祭ともなれば、リーダーシップを存分に発揮し、実務能力をフル回転させ、運営に貢こう献けんするのが自然な流れだ。

　にもかかわらず、僕を含めたメンバーたちがどうにも悠ゆう長ちようというか、極論すると文化祭を他人事みたいに見ているというか、そんな風に思えるんじゃないだろうか。

　夏休みボケ？

　いやいやそうではない。事実として半ば他人事なのである。なぜなら──

「あ、あのう。失礼しますぅ」

　とその時である。

　控えめな声とともに、生徒会室のドアを恐る恐る開けた人物があった。

「お忙しいところすいません。ちょっとだけお時間よろしいでしょうかすいません」

「おうよ。入りねえ」

　会長さんが招き入れたのはひとりの女子生徒だ。

　もっさもさの三つ編みにでっかい黒くろ縁ぶち眼鏡めがね。気弱そうな半笑いを顔いっぱいに貼り付けていて、美人だけどファッションと性格で損をするタイプだよなといつも思う。

　彼女の名前は十じゆう乗じよう寺じ君きみ佳か。

　生徒会長と同じく学園の三年生であり──そしてリリアナ祭の全権責任者、文化祭実行委員長である。

「今日は何の用事だい？」

「あ、はい、その。学園祭の予算についてお話が」

「予算の話なんざもう何度も繰り返してるし、結論も出てるじゃねえか。金は上限の範囲内で好きなだけ使っていいし、責任はあたしら生徒会が持つ。この学園のルールじゃ何十年も前からそうなってる。以上、他には何も言うことねえよ」

「はい、それはそうなんですけど、でもリリアナ祭を本当の意味で成功させるためには、やっぱりもうちょっと予算が必要といいますか、あちこちの企画から予算の申請が来てるわけですけど、かなりシビアに配分を切っていっても明らかに予算が足りないといいますか何というか……」

「そこまでは面倒みきれねえ。つーかそのへんを取りまとめて仕切るのがお前さんの仕事だろ？　でなきゃ何のための実行委員長なんだ？」

「ううう、それはそうなんですけど……」

「そもそもだ。夏休み前は大して相談も接触もしてこなかったくせに、今さらになってどういう了見でえ？　ケツに火がついたからといって、他人の手を借りて火消ししようなんてのはちと虫がよすぎるんじゃねえか？　なんでもっと早く話を持ってこなかった？」

「だってそれは生徒会長が、二に階かい堂どうさんが怖いから……」

「怖いィ？　お前さんは実行委員長の大役に、リリアナ祭の運営を一手に担うポジションに就任しておきながら、怖いだの恐ろしいだのを理由にして最善を尽くすのを怠おこたったってのかい？」

「はううすいませんすいません。悪いのはぜんぶワタシですほんとすいません。だけどこれにはいろいろ事情が……」

　ぺこぺこ頭を下げる十じゆう乗じよう寺じさん。

　その姿はなんだか、社長にへりくだる万年平社員を連想させて、どことなく哀あい愁しゆうを感じさせるのだった。

「今日も来たんだね彼女」

　と僕に耳打ちしたのは、隣の席で帳ちよう簿ぼ作業をしていた銀ぎん兵べ衛えである。

「夏休みが始まる前も、時おり顔を出しては会長さんにどやされていたが。おそらく今後は毎日同じような光景を見ることになるんだろう。ご苦労なことさ」

「だよねえ。確実にそうなりそうだよねあの雰囲気」

「とはいえ件の十乗寺君きみ佳かさんは、望まれて現在の立場にある人だ」

　首をすくめて銀兵衛。
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「それも名門校の全生徒による総選挙で選ばれ、我らが会長さんから承認された人材だよ？　ましてや彼女の得た地位は、学園行事の極きよく北ほくたるリリアナ祭の最高責任者。まさか無能ではあるまいし、最終的には大成功に導いてくれるものと信じて疑わないよ」

「まあね。僕だってそこは信じてるけどね」

　さて。

　ここらでちゃんと説明しとかなきゃいけない。聖リリアナ学園における学園祭のシステムについてだ。

　それは他でもない、本来であれば学園の運営において強固な権限を担っている僕らの生徒会が、こと学園祭に関しては基本ノータッチである、という点にある。

　なにゆえそうなったのか？

　それはリリアナ祭の重要度が、学園の他のイベントに抜きん出ているからに他ならない。大規模であることはもちろん、学園関係者以外からの期待度も高く、その準備も一年をほとんど丸ごと使って行われるという熱の入れようだから、ただでさえ責任分担の大きい生徒会が片手間に仕切れるものじゃないのだ。

　ゆえにいつの頃からか、文化祭実行委員が半ば独立した機関として、リリアナ祭を専門に仕切る流れができあがったわけで。

「合理的なシステムだと思うね」

　と評する銀ぎん兵べ衛えである。

「この学園の権力はただでさえ生徒会に偏りすぎているし、第二の勢力として文化祭実行委員を置くのは悪くない選択だ。生徒会の負担が減り、より精度の高い貢こう献けんをリリアナ祭で果たせるのみならず、万が一にも生徒会が腐敗し支持を失った時には保険にもなる」

「なるほど。時には警察官にもなり、裁判官にもなれるわけだ。教師とか理事会とかに頼らず、生徒たちの自じ浄じよう作さ用ようで権力の暴走を牽けん制せいできるのは利点だよね。だからこそ生徒会による学園の自治も認められてるんだな」

「学園においては生徒会の次に一目置かれているからね、文化祭実行委員は」

「今年度は安あん泰たいだけどさ、年度によっては生徒会と文化祭実行委員による権力闘争が頻繁に起きることもあるんだって」

「ふたつの組織は基本的にはライバル関係だからね。戦争にならない程度の小競り合いは、むしろお互いを成長させる糧かてになりうる……そしてそのあたりのバランスを上う手まく取りつつやっていけるあたりが、名門の名門たる所以ゆえんなんだろうさ」

「納得だよ。……ところで銀兵衛」

「なんだい？」

「こういう内容の話だから、耳打ちで伝えてくれるのはいいとして。ずいぶんと距離が近くない？　さっきから何度も肉体的な接触があるというか、ぶっちゃけちょっとくっつきすぎだと思うんだけど」

「周りに向けた単なるアピールだよ。気にしないでくれたまえ」

「秋あき子こがむっつりした顔で睨にらんでくるんだけど。那な須す原はらさんも口元をもごもごさせて何か言いたげだし」

「気にしたら負けさ」

　閑かん話わ休きゆう題だい。

　話を戻して、会長さんと委員長さんのやりとりだけど。

「……まあ話はわかった」

　会長さんがため息を漏らしながら頷うなずいた。

「要約するとこういうこったな？　生徒会の手を貸せ、と」

「はいい、そうなんですうう」

　十じゆう乗じよう寺じさんは今にもすがりつきそうな様子で、

「いろいろ考えて検討しましたけど、やっぱり生徒会からの直接の支援が必要だという結論に至りまして、もちろん実行委員会の方々も優秀ですし一生懸命がんばってくれていますけど、リリアナ祭を盛り上げるためにはもう一ひと押おし何かが足りないものですから、ここはひとつどうか。ほんとにすいませんけど」

「……十分に上う手まくやれてると思うんだがねェ？　あたしの知る限り、実行委員の支持率は高止まりだし、仕事っぷりの評判も悪くねえ。生徒たちのモチベーションも全然高いもんだし、手助けが要るとは思えねえんだが」

「それだけでは足りないんですよう。どうせなら学園史上もっとも盛り上がったリリアナ祭にしたいですから、そのためには努力を惜しんではいけないんです。ほんとご迷惑をおかけしてすいません」

　会長さんはふたたびため息。

「具体的には何をどうしろと？」

「はい。生徒会のみなさんにも何か出し物をやっていただきたいんです。すいませんけど、できればひとつふたつじゃなくて、もっとたくさん」

「本番まで時間がねえぞ？　それに生徒会側はあくまでも一生徒としてリリアナ祭を楽しむのが不ふ文ぶん律りつだ」

「すいません。そこを曲げてどうか。すいませんすいません」

　ふう、と三度のため息。

　頭の後ろを掻かき掻かき、

「……期待はすんなよ？　なんせ突とつ貫かん工事だからな、いくらあたしの優秀な部下たちでもやれることには限りがある」

　と言った。

　ここはさすが二に階かい堂どう嵐あらし、ってところかな。侠おとこ気ぎが服を着て歩いてるような人だし、頭を下げられては断れなかったんだろう。僕たち生徒会メンバーに掛かる負担はしょうがないよね。鼎かなえの軽重が問われるイベントだし、たとえ不ふ文ぶん律りつを破ることになっても一肌脱ぐのが生徒会ってもんだ。

「すいませんすいません、ありがとうございますありがとうございます」

　涙を流さんばかりに喜ぶ十じゆう乗じよう寺じさん。

　さてこれで一件落着か、と思われたのだけど、

「それとすいません生徒会長。実はもうひとつお願いが」

「……おいおいまだあるってか？　勘弁してくれや」

「うううすいません。でもこれもとても大事なことなので」

「わかったよ言ってみな。聞くだけは聞こう」

「はいすいません。実はですね」

　もじもじと上目遣いに、まるで先生に過失を報告する生徒みたいな声色で、

「どなたかですね、生徒会のメンバーの方からひとり、手をお借りしたいんです、はい」

「手を借りるってえと？」

「生徒会の方に、文化祭実行委員のお手伝いをしてもらいたいなあ……なんて」

「つまりあたしの可愛かわいい部下からひとり選んで、文化祭実行委員に出向させろと？」

「あくまでもお手伝いです。あくまでも」

　うんざりした様子を隠さない会長さん。

　両手と首をぶんぶん振ってフォローする十乗寺さん。

「永えい続ぞく的てきに移籍するというわけじゃありませんし、あくまでも生徒会と実行委員会の連絡役になっていただく、という感じでして、ハイ」

「あたしらが手を貸す以上、連絡を密に取り合った方がいいのは理解する。手を貸すからにはきっちり成功させなきゃならんのもわかる。けどなあ……」

「ふたつの組織はお互いに不ふ干かん渉しよう、というのがマナーなのはわかってますけど、でもここはあえて。学園のために。どうか平に。すいませんすいません」

「やれやれ……」

　うんざり感を声に出す会長さん。

「話はわかったが即答はできねえ。とりあえずは持ち帰り検討する、ってことで、今日のところはお引き取り願おうかね？　あたしらはもちろんお前さんも、他にやらなきゃいかん仕事がいろいろあるだろう？」

「は、はいっ、かしこまりましたっ。ほんとご迷惑をおかけしてすいませんすいません」

　何度も頭を下げながら、委員長さんはやってきた時と同じく平へい身しん低てい頭とうで、生徒会室をあとにした。

　いやはや、と会長さんが頭をわしゃわしゃ掻かく。

　他のメンバーたちも顔を見合わせて、

「今になっていろいろ言い出すのね」

「状況が変わったんだろうさ。よくあることだから別段おどろきはないね」

「夏休みの間の進行が思わしくなかったんでしょうか」

　那な須す原はらさん、銀ぎん兵べ衛え、秋あき子こ、それぞれのコメントである。

　程度の差こそあれ、気持ちはみんな会長さんと同じみたいだ。まあこんな急に依頼を、それも歓迎できない依頼を持ってこられたら、ちょっといい顔はできないよね。

「持ち帰り検討するとは言ったが」

　頭を掻くのをやめて、会長さんが結論を述べる。

「上う手まく回ってねえなら手を貸すしかねえだろう。生徒会としても人手を取られるのは業腹だが、背に腹は代えられねえ。委員会の要求を呑のむとしよう。問題は誰を人柱に差し出すか、なんだが──姫ひめの小路こうじ秋あき人と」

「はい」

「行ってくれるかい？」

「気は進みませんけどね」

　苦笑いでうなずく僕。

　一応これでも姫小路家の家計を支える身であり、高校生と作家の二足のわらじを履いている身でもある。ただでさえ睡眠時間を削って学業と作家業に勤いそしんでいるわけで、これ以上の負担を抱え込むのはいただけないけど、

「やらせていただきますよ。僕の肩書きは生徒会書記代理副補佐で、要するに雑用係の便利屋ですから。ここで出番がないとむしろ拍ひよう子し抜ぬけってもんです」

「まあなー。そういうことなんだよなー」

「他の正規メンバーを取られるよりはマシでしょうし、他に選択肢もなさそうですし。むしろ喜んで引き受けます」

「おうよ。すまんがよろしく頼む。……他のみんなも異存はねえな？」

　会長さんの形式的な確認に、秋子だけは「お兄ちゃんと一緒にいる時間がまた短くなってしまうんですか？」と言って不満そうだったけど、これもまた形式的な意思表示、ということになりそうだ。妹はチャンピオン級のブラコンだけど、こういう流れで空気を読まないタイプじゃない。

「具体的にどう出向するかについては、あちらさんとの兼ね合いで上う手まくやってくれや姫ひめの小路こうじ秋あき人と。詳細は任せる」

「了解です」

「さあて忙しくなりそうだねェ。生徒会の出し物も突とつ貫かん工事で考えなきゃならんし、しばらくはバタバタする羽目になるだろうな」

　と言って会長さんは席を立ち、

「さっそくだが、あたしゃ方々に出向いてあれこれ調整せにゃならん。あとのことはよろしく頼む。生徒会の業務に並行して出し物のアイデアを考えるのを忘れずにな。……ああ、それと姫小路秋人」

　と、会長さんがドアのところで僕を手招きした。

　何事かと思いながら馳はせ参さんじると、会長さんは一笑して、

「いやあ悪いねェ貧乏くじ引かせてよ。こうなる展開が予測できてりゃあ、もう少し対処のしようもあったんだが」

「お気になさらず。僕だってどうせなら学園祭が成功する手助けはしたいですし。力になれるなら幸いってもんですよ」

「そう言ってくれるとこっちも気が楽ってもんだ。この借りはいずれきっちり返させてもらうからよ、期待してておくんな」

「いえいえどうぞお気になさらず。借りなんて返さなくていいですから」

「一晩ベッドで付き合えば足りるかい？」

「はーいお断りしまーす」

「ごうつくばりだねェ。わかったよ、だったら二晩で手を打とうじゃねえか」

「だからお断りしますってば。ていうか僕、ぜったいそういう流れになると確信してたから、何度も重ねて気にしないように言ってたのに」

「よーしわかった三晩でどうだ！　しかも回数無制限のヌキ放題！　これなら文句ねえだろ!?
 　な!?
 」

「人の話を聞いてください」

「かっかっか！　冗談冗談！」

　全力で白い目をした僕の肩をばんばん叩たたいて、会長さんが大笑する。

　そうして呆あきれる僕の横を通り過ぎ、会長さんは足早に生徒会室をあとにした。

「……相変わらずのセクハラ大王ですねえ」

　自分の席に戻った僕に、秋あき子こがうんざりした様子で、

「あの会長からいやらしい成分を取り除いたら、きっとあとには空気ぐらいしか残らないにちがいありません。しかも他の人ならいざ知らず、わたしのお兄ちゃんに対して、わたしの目の前で犯行に及ぶなんて、常識外にもほどがあります。お兄ちゃんは未み来らい永えい劫ごうわたしのものだというのに、所有権のなんたるかを理解してないんですあの人は」

「うん。そうだな」

「？　どうしましたお兄ちゃん。なんだか困惑したような顔をしてますけど」

「ん、いや。そうかな？　別にそんなことないけど」

「いえいえ秋子の目はごまかされません。戸と惑まどいを覚えて考え事をしている顔を、お兄ちゃんは明らかにしています」

「いやいや。そんなことないって。気のせいだって」

「妹の可愛かわいさに今さらながら気づかされて、今夜こそは夜よ這ばいをしようと決意している顔ですよねそれは？　ふふふ、秋子の目はごまかされませんよ？」

「お前の目は節ふし穴あなだ」
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　……と、そんなやりとりを妹と交わしたわけだけど。内心で感心させられたのも事実なのである。秋あき子このやつ、色ボケして目が曇ってるように見えて、見るべきところはちゃんと見てたりするんだよな──そう、たしかに僕は困惑していたのだ。

　なぜなら会長さん、去り際にこう耳打ちしてきたから。

『気をつけな』

　ってさ。

　いつになく真面目な顔で。僕にだけ聞こえる声で。





九月二日









　翌日。

　出向スタッフに任じられた僕に、さっそく出番がやってきた。

「まずは慣れましょう」

　放課後に僕を呼び出した十じゆう乗じよう寺じさんの指令はシンプルなものだった。

「やっぱりそこが最初だと思うので。文化祭実行委員がどんなところなのか、肌で感じてもらえればと。お手数おかけしてすいませんが」

「了解です。いやでも緊張しますね。覚悟はしてたつもりですけど」

「緊張？　どうしてです？」

　どうしてもこうしてもない。

　僕の予備知識によると、生徒会と文化祭実行委員の関係は、陸軍と海軍のそれに近いものなんだ。お互い学園のために貢こう献けんする立場ではあるけど、縄張り意識もあり、ライバル意識もあり、対抗意識もあり、官舎の食堂で顔を合わせた日には必ず殴り合いのケンカになる、みたいな。

　事実、これまでふたつの組織は不ふ干かん渉しようが原則であり、相手が普段どんな活動をしているのかを知らず、何を考えてどう動いているのかを知らなかった。知らないというか、あえて知ろうとしない、知りたくもない、知って何になるんだ的な、そんな空気が自然に醸じよう成せいされていた気がする。

　そんな部署に僕は単身乗り込むわけで。

　命まで取られるとは思わないけど、自然と腹筋に力が入っちゃうのは、これはもう仕方ないんじゃないでしょうか？

「考えすぎですよう」

　と言って、十じゆう乗じよう寺じさんはくすくす笑った。いつも気弱そうでおどおどしてる彼女がこんな風に笑うと、元々の素材の良さが活いきて非常に可愛かわいらしい。

「べつに戦争をしてるわけじゃないですし、そもそもこちらからお願いして秋あき人とさんに出向してもらってるんですから。それにワタシたち実行委員だって学園の一生徒なわけで、普段から生徒会のみなさんのおかげで学生生活を送れてるんです。生徒会に感謝こそすれ、害意を持ったりはしません」

「ですね。そうですよね」

　と言いつつも懐かい疑ぎ的てきな僕だったけど。結論から言って不安は杞き憂ゆうに終わった。

　文化祭実行委員の詰め所であいさつをした僕は、割れんばかりの拍手で迎えられ、ひとりひとりから握手を求められ、まるで人民解放軍の英雄でも降臨したかのような歓迎をされた。中には涙を流さんばかりに僕を拝む連中まで現れる始し末まつで、さすがに大げさすぎるというか、ぜったいそれはノリでやってるだろうと突っ込みたくなったけど、緊張が一気にほぐれたのは事実である。

「救世主なんですよ本当に」

　十乗寺さんは真面目な顔で言ったものだ。

「リリアナ祭全体の進行が滞ってて、すぐに解決できる方法もなくて、みんなで頭を抱えていたところだったので。秋人さんが助けに来てくれたのを、みんなほんとうに歓迎してるんです。ああよかった。これでワタシも肩の荷が下りました」

　いやいや。

　そんな期待されても。

　生徒会の中でもほんとのエース級がヘルプに来たならともかく、僕ですから。学園の事情に明るいわけでもない、本業の仕事もあるからヘルプ作業に全力投球もしづらい、ちょっと力不足な救援ですから。

　ともあれこの日のミーティングが始まり、委員たちの間で活発な意見交換がなされるのを、僕はテーブルの隅っこでじっくり眺ながめることにした。

　予算まわりの調整、企画の取捨選択、現在判明している問題点、全体の進しん捗ちよく状況、などなど。様々な議題が提案されては消化されていく。

「いかがでしたか？」

　二時間にわたるミーティングの後、十じゆう乗じよう寺じさんが上目遣いに伺うかがってきた。

「うーん確かに」

　しばし考えてから返答する。

「本番を来月に控えてるにしては、ちょっと滞ってる感じはしますね。ガソリンたっぷり入れてアクセル全開でいかないと間に合わない気はします。過去最高のリリアナ祭を目指すならなおさらですね」

「そうなんですよう」

　十乗寺さんは涙目で、

「委員のみなさんはがんばってくれてますけど、まだ足りてないところはたくさんあります。ハードルが高いからこその難易度だとは思いますけど、時間と実力の不足はいかんともしがたいところでして……すいませんすいません」

「じゃあですね、とにかく問題点をぜんぶ洗い出して、それから解決策を探していくことにしましょう。僕が知らない事情なんかも可能な限り教えてください。何か糸口が見つかるかもだし、生徒会で協力できることもあるかもしれません」

　それからさらに二時間。

　学園の一隅で、僕と十乗寺さんはあれこれ話をした。リリアナ祭関連のことはもちろん、生徒会のこととか、学生寮のこととか、学業のこととか、夏休みのこととか、好きな小説のこととか、おいしい紅茶を出すお店の話とか。

「……はふう。とても有意義な時間でした」

　完全に日も暮れ、クラブ活動で居残る生徒もほとんどが下校する時間になって。

　十乗寺さんは大きく伸びをし、満足げな吐息をついた。

「今日はいろいろお話できましたね秋あき人とさん。委員会の状況もだいぶお伝えすることができたと思いますし、個人的には非常に満足な初日だったと思います」

「かなり話題が脱線しちゃいましたけどね」

「それもまたよし、です。お仕事のことばかり根を詰めて話していても、気疲れしちゃってけっきょく効率が悪くなったりしますから」

　にこにこ。

　にこにこ。

　本当に心から満足げに微笑ほほえんでいる。心なしか表情まで明るくなったような。

「今日はここまでにしましょう。また明日もよろしくお願いしますね、秋あき人とさん」






　　　　＊







「──遅いっ！　遅すぎますよお兄ちゃん！」

　夜も更けたころ学生寮に戻ると、さっそく秋あき子こが絡んできた。

「こんな時間まで戻ってこないなんて一体どういう了見ですか。可愛かわいい妹を放置しての門限破りは、たいへんな重罪ですよっ？」

「……門限なんてあったっけ？　この学生寮に」

「あったとかないとかそういう問題じゃないんです。姫ひめの小路こうじ家けの『可愛い妹法』第三条の二項によれば、お兄ちゃんがわたしを三時間以上無断で放置した場合、一日にキス五回の罰ばつ則そくが科せられます。こんなのは姫小路を名乗る人間にとって初歩中の初歩であり、常識であり不ふ文ぶん律りつじゃないですか」

「嘘うそ設定をまことしやかに語らないように」

　学生寮の食堂兼会議室には、秋子だけでなく住人全員がそろっている。みんなで僕の帰りを待っててくれたのかな？　だとすればありがたいやら申し訳ないやら。

「まあ、今日のところは罰則なしで堪かん忍にんしてあげます」

　怒いかり心しん頭とうな秋子だったけどすぐに機嫌を直したようで、

「さっそく晩ご飯にしましょう。お兄ちゃんがすぐに帰ってくるものと信じて、みんなでこうして待ってたんですから」

「……えっ？　というと？」

「ですから晩ご飯ですよこれから。ちなみに今日はわたしがメインで調理を担当したんです。がっつり体力がつくように、スタミナ重視の料理ばかりを並べました。まずはとんかつでしょう？　それからウナギの蒲かば焼やきに、牛肉のニンニク炒いため、ニンニクの丸揚げ、ニンニクサラダ、ニンニクのチップスにニンニクの炊き込みごはん──」

「スタミナ重視というかニンニク重視というか、それだけのメニューをぜんぶ平らげたら明日は人前に出られなくなるよ──っていうか」

　申し訳ないけど伝えないわけにもいかない。

　僕は頭を下げつつ、

「ごめん。実は外で食べてきたんだ」

「……？」

　秋あき子こは笑顔のまま首をかしげ、

「食べてきた、といいますと？」

「十じゆう乗じよう寺じさん、ほら文化祭実行委員長の。あの人に誘われて。断りきれなくて。夕食を」

「…………
 ？　？」

「いやほんとごめん。メールで連絡しとけばよかったんだけど、なんだかタイミングが取れなくてさ」

「……………………
 」

「しかも勧められるままにけっこうたくさん食べちゃったもんだから。軽いものならともかく、がっつり系のスタミナ料理となるとちょっと。ごめんなほんとに」

「…………………………
 」

　妹、笑顔のまま無言。

　そのままふらつく身体を自分の席に戻して。

　そしてぺしゃりとテーブルに突っ伏した。

「おーい。秋子さん？」

「知りません」

　突っ伏したまま、

「知りませんわたしもう知りません。お兄ちゃんなんて嫌いです」

「うん。ほんとごめん」

「せっかく作ったのに。心を込めて気合を入れて栄養バランスも考えてお料理して、たとえ日付が変わるまで待ったとしてもお兄ちゃんに食べてもらおうと思って、それだけを生いき甲が斐いにしてたのに。いっしょに食べたかったから、どれだけお腹なかが空すいてもお水を飲むだけでがまんしてたのに」

「僕が悪かったよ。このお詫わびはいずれ──」

「せっかくスタミナ料理を並べてお兄ちゃんのやる気を促して、ばりばりのぎんぎんにして、今日こそは夜よ這ばいをしてもらって熱い一晩を過ごそうと思ってたのに！　わたしの切実かつ綿密な計画を台無しにした責任を、お兄ちゃんはどう取ってくれるんですかっ!?
 」

「……その下心さえなけりゃいずれお詫びもしようと思うけど。今の発言でぜんぶ台無しになった感があるよね」

「ちなみにぎんぎんというのは銀ぎん兵べ衛えさんのことではないです」

「その軽口は余裕の表れだと解かい釈しやくする」

　嘘うそ泣なきならぬ嘘突っ伏しだなこれは。

　フェイクの行動で同情を買おうとする、そのさもしさと浅ましさ……お兄ちゃんは情けないぞ妹よ。

「まあそのへんにしときな二人とも」

　頃合いをみて会長さんが間に入る。

「起こっちまったもんはしょうがねえし、うじうじ愚痴を並べるのも前向きじゃねえ。ここはひとつ将来への教訓ってことにして、今日の一件は水に流すことにしようや。お前さんもそれでいいかい姫ひめの小路こうじ秋あき人と？」

「そうしてくれるのなら喜んで。すいませんホント」

「しょうがねえさ。こっちも確認を怠おこたって、勝手に待ってたわけだしな。お互い様ってやつだ、気にすんねェ」

「こうなったらやけ食いです！」

　突っ伏していた秋あき子こが跳ね起きて、

「ただでさえ多めに作ってたところに、お兄ちゃんの分の食事も余ってしまったことですから！　今晩は大片付け大会としゃれ込みましょう！　さあみなさん食べて食べて！　食べて日頃の憂うさを晴らすんです！」

　論法はともかく誰からも異論は出なかった。
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　用意されていた献立が素早くテーブルに並び、お腹なかを空すかせていたこともあるんだろう、大量の料理が見る間に胃袋に収められていく。

　みんな食事に集中していることもあって言葉数は少ない。

　それでいて僕は、事態を招いた責任の一端を担う、ということで食卓に同席していて、お腹なかはいっぱいだから手持ちぶさたにお茶をすすってるだけで──正直なところ居い心地ごこちはあんまりよくないです。ハイ。

「あの、ところでみなさん」

　見かねたのか、ありさが取りなすように、

「学園祭では何をするのですか？　ありさはみなさんと違って高校生ではないので、リリアナ祭でどんなことが行われるのか、想像するしかないです。なので、教えてもらえると、とても嬉うれしいです」

「そうだねェ……」

　会長さんがピーマンのニンニク詰めを頬ほお張ばりつつ、

「ついでだしその話もしちまうか。あたしらが急きゆう遽きよやることになった、学園祭での出し物について」

「実行委員長さんにお願いされて引き受けたお話なんですよね？　会長ねえさま」

「おうよ。面倒な話には違いねえが、こればっかりはやらないわけにもいかねえ」

「でも、ありさとしては、逆にそれでよかったんじゃないかと思っています。というのも、やっぱり一緒に暮らしてるみなさんの活躍を、ちゃんと見てみたいと思うからです。リリアナ祭の当日は、ありさもぜったいに時間を作って見に行こうと思うので、もしもみなさんがあまりリリアナ祭に参加してないとなると、少し寂しい感じがするのです」

「ま、生徒会メンバーそれぞれが所属してるクラスでの出し物もあるんでな。元から何も参加しないってわけじゃねえんだが」

　ありさの頭を撫なでながら、

「言っちゃ何だが今期の生徒会は人気があるからよ。あたしらがこぞって参加する、それも先頭に立って盛り上げる企画があるとなれば、こいつはもうリリアナ祭の大成功は約束されたようなもんだ。問題は、時間のない中でどれだけの成果を上げられるか、にかかってるわけだが──」

「わたくしは問題ないわね」

　ニンニクハンバーグにナイフを入れつつ那な須す原はらさん。

「なにしろわたくしには『アナとあっきー』という切り札があるわ。既にして渦うずのような笑いを巻き起こした実績のあるお笑いコンビの公演は、他のどんな企画にも勝る目玉として機能することでしょう」

「ま、認めざるを得ねえわな」

　あごの先をぽりぽり掻かきつつ、

「現場を直接見たわけじゃねえが、けっこう上う手まくいったみてえだもんな、お前さんと姫ひめの小路こうじ秋あき人とのサプライズ公演は」

「ふ。当然ね」

「公演の映像はお前さんから嫌になるほど見せられたが、確かに上々の出来映えだったことは認めなきゃな。ろくな打ち合わせもなしにあれだけ掛け合いができるたあ、まったくもって見上げたもんだぜ」

「ふ。もっと褒めてくれていいのよ」

「まあお前さんの息が掛かった公演ってことで、だいぶサクラも入ってたんじゃないかってあたしは疑ってるんだがね？　いくらなんでもちと上手く行きすぎだったもんな、あの流れは」

「はて。何のことかしら」

「ともあれいいさ、お前さんたちのコンビが即戦力なのは事実だ。実績もあるし手堅い出し物と言って間違いねえ。生徒会プロデュースのイベントとして、確定ランプが灯ともったと言っていいだろう」

「ふ、任せて頂ちよう戴だい。わたくしとあっきーのコンビは間違いなくリリアナ祭を席せつ巻けんし、全国区へ乗り出すための橋きよう頭とう堡ほを築き上げることでしょう。言うまでもなく夫婦めおと漫まん才ざいという大きなウリも全面的に生かしていくつもりよ」

「ちょっと待ちたまえ」

　そこで銀ぎん兵べ衛えが、白い目で口を挟んできた。

「前から思っていたのだけど、那な須す原はらくんはちょくちょく気になる発言を織り交ぜてくるね。秋人との漫才はともかくとして、夫婦という形容はいささか問題があると考える次第さ。もちろん事実無む根こんな形容であり、将来的にも実現性のない戯ざれ事ごとには違いないが、秋人の恋人候補であり親友でもある僕としては黙って聞き逃すわけにもいかないよ」

「あら。わたくしとしてはぎんぎんの発言こそ聞き逃せないわね。わたくしとあっきーは、今でこそまだ『将来性豊かな新人コンビ』でしかないけれど、いずれは『将来を約束されたふたり』になることが保証されているわ。夫婦漫才を名乗るのは当然であり自然であり、誰の許しを得る必要もないことなのよ。たとえ愛するぎんぎんが相手であっても、そこにクレームをつけるのは感心しないわね」

「ずいぶん強気じゃないか那須原くん。ほんの先日までは秋人に対する好意をひた隠しにして、猫に睨にらまれたネズミみたいな臆おく病びようさで本心を塗り隠していたくせに。いざきっかけを得た途端に手のひらを返すのはどうかと思うね」

「その言葉、そっくりそのまま返しましょう」

「そもそもだね、これも前から言おうと思っていたことだけど。僕が必死の決意で告白した尻しり馬うまに乗って、君まで告白するのはどういう了見だい？　やめろという権利は僕にはないけど、もう少し遠慮があってしかるべきじゃないか。いかにもあれは卑ひ怯きような行為だったと言わざるを得ないな」

「卑怯だなんてとんでもないわ。機を見るに敏びんであると言って頂ちよう戴だい」

「いやいや。そんな評価はできないね、とてもじゃないけど」

「むしろねぎんぎん。わたくしからすればあなたを糾きゆう弾だんしたいぐらいなのよ」

「僕を？　一体なぜ？」

「だってあなた、これまで六年にもわたってだんまりを決め込んできたのでしょう？　なのに今になって唐突に動き出すなんて、虎こ視し眈たん々たんと機会を狙っていたわたくしの気持ちにもなってほしいわ。おかげでまったくもって計算が狂ってしまったもの」

「虎視眈々と狙っていた？　とてもじゃないけど信じられないね……むしろ那な須す原はらくんも同じ穴の狢むじなだと僕は踏んでいたのだけど？　僕がアクションを起こさなければ君だって何も言い出せなかったのではないかな？」
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「それを言い出したらぎんぎんだって、元はといえばあっきーから迫られてやむなく告白したのではなくて？　だとすればわたくしに責任を押しつけるのは筋違い──」

「こらこら待て待て」

　呆あきれ顔がおで止めに入る会長さん。

「その話はまたあとにしてくんな。今はそういう流れじゃねえんだからよ……というわけでぎんぎん」

「なんだい？」

「お前さんから始まった揉もめ事ごとだ、お前さんが流れを元に戻すのが筋だろう。生徒会が学園祭でやるべき出し物について意見を頼む」

「……僕だけが責任を負うべきである、という論調には同意しかねるな」

　ぷくーっ、とほっぺたを膨ふくらませる銀ぎん兵べ衛えだったけど、口げんかに意味を見み出いだせないのは彼女も同じだったらしい。

　数秒ほど腕を組んで考えてから、

「そうだね……たとえば生徒会の主催で料理教室とビジネス講座を併へい設せつする、というのはどうだい？」

「料理とビジネス？　そいつはまたずいぶん趣おもむきの異なったものを組み合わせたねェ」

「僕の得意分野を合体させただけだからね。安直であるとの批判は甘んじて受けるさ」

　肩をすくめつつ、

「とはいえ得意分野を生かすのは何ら恥じることではないし、そもそもが急な話だから企画を練り込むだけの時間がない。となれば、那な須す原はらくんが漫才を提案したのと同じく、実績と安心を見込める出し物が望ましいのは論理的に明らかだ。というわけで僕は身も蓋もない提案をした次第なのさ」

「んだな。筋は通ってる」

「料理とビジネス、本来ならあまり縁のなさそうな分野ではあるけれど、工夫次第でいろんな化学変化を起こすことは可能だ。それこそ文字どおりの料理次第であって、盛りつけひとつでどうとでも印象を変えられる……まあ期待していてくれたまえ。いろんな人の協力が必要になるが、アイデアがないわけでもない。学園祭を盛り上げるのに一役買うことができると思うよ」

「ほうほう、なかなか自信ありげじゃねえか。オーケーわかった、そういうことなら期待させてもらおう。リリアナ祭のためにひとつ奮起してくれや」

　会長さんは満足げに頷うなずいてから視線を転じ、

「そんじゃ次、姫ひめの小路こうじ秋あき子こ。お前さんには何かアイデアがあるかい？」

「うふふ。ようやくわたしの出番ですね」

　いかにも満を持した様子で立ち上がる妹。

「那な須す原はらさんも銀ぎん兵べ衛えさんも安定路線に向かいすぎていて、いまひとつ面おも白しろ味みに欠けると言わざるを得ません。時間がないのは理解しますがもっと攻めないと。攻めてこその前進であり、現状維持を求めていてはかえって退化の道をたどるのみ……生徒会の名を高らしめ、歴史に名の残るリリアナ祭にするためには、もっと開明的で進歩的な戦略を採用する必要があるんですよっ」

「おうおう大したビッグマウスだぜ。だが一理あるな」

「そうでしょう、そうでしょう」

「あたしら生徒会としても、引き受けたからにはドカンと一発でっかい花火を上げてやらんとメンツが立たねえしな。手堅いやり方も大事だが、空前絶後のどでかい企画を大成功させるのも重要な戦略目標なわけだ」

「まったくもってその通りです。さすがは生徒会長」

「お前さんの才能には前々から期待していたが、ついに覚醒したみたいだねェ。この調子だと、次期生徒会長にはお前さんを指名することになるかもな？　姫ひめの小路こうじ秋あき子こ」

「いやですよう、照れますよう。まあでも大船に乗った気でいてください。生徒会長の悲願は、まさにわたしのアイデアによって達成されることになるでしょうから」

「かっかっか。それでこそあたしが見込んだ生徒会書記ってもんだぜ！」

　会長さんは上機嫌で大笑し、

「で？　お前さんのアイデアってのは具体的にどんなものなのよ？」

「はい。わたしがリリアナ祭において企画する出し物、それは『お兄ちゃんとわたしによる愛の巣の展示』です！　世界一の夫婦であるわたしとお兄ちゃんが宇宙一のラブラブ生活を送る部屋を、最高に理想的な形で学園の一隅に再現し、来客のみなさんに披ひ露ろうしようというステキ企画！　もちろん企画の目玉としては、わたしとお兄ちゃんの夜の営みを実際に再現するというサプライズがありまして、お客さんの前であんなことやこんなことを披露するつもりでいるんですよ！　どうですかこのミラクルなアイデアは!?
 　これでわたしの次期生徒会長の座は約束されたも同然ですよね!?
 」

「そろそろ病院行けよお前」

「真顔で冷たく突き放された!?
 」

　ジト目をする会長さんに愕がく然ぜんとする秋子だった。

　ま、安定の展開だよね。あまりにも平常運転すぎて、見てるこっちは逆に安心するよ。

「さしあたり姫小路妹には追試を課すとして」

　会長さんが仕切り直して、

「次は兄貴の方だな。よろしく頼むぜ」

「え。僕ですか？」

「僕ですかじゃねえよ。自分だけ関係ねえ的なツラしてたってそうは問屋が卸おろさねえぜ。お前さんだってれっきとした生徒会の一員なんだからな、こういう大事な時にはビシッと冴さえてるアイデアを出してもらわなきゃよ」

「いやまあ、仰おつしやることはごもっともなんですが」

「文化祭実行委員の方に出向してるし、お目こぼしがあってもいいんじゃないか、とか言いたいのかい？」

「ええまあ。はい」

「そいつは頂けねえなあ」

　会長さんは手のひらをおでこに当てて、

「那な須す原はらとぎんぎんはもちろん、姫ひめの小路こうじ秋あき子こでさえとんちんかんながら企画を出してるってのに。お前さんひとりが手ぶらってのはよろしくねえ。ああまったくもって頂けねえ。どんな事情があれ、チームワークってやつは最優先にされてしかるべきだとあたしゃ思うんだがなあ。ましてやひとつ屋根の下で暮らす仲間同士なんだぜ？」

「ごもっともな話ですけど……ていうか、それを言ったら会長さんだって出してないじゃないですか企画」

「あたしはいいんだよ。だってお前さんたちの企画を吟味して、許可出して、実際に運営までこぎ着けさせるのはあたしだろ？　働きすぎなほどに働いてるって」

「それはそうですが」

　劣勢である。

　僕が文化祭実行委員に出向してるといっても、まだたったの一日だけ。しかも具体的にどういう仕事をしてる、というわけでもない。これは僕もちゃんと企画を立案・実行しないと収まらない流れなのか？

　いやでも待ってほしい。

　口にこそ出さないけど、僕には仕事がある原稿がある。前回の締め切りはどうにか乗り越えたけど、それも極めてぎりぎりの綱渡りで、夏休みに合宿先まで原稿を取り立てに来た神じん野のさんのやつれっぷりは、それはもう目を覆いたくなるレベルのもので。『今度こそお願いしますよ先生!?
 　絶対ですよ絶対!?
 』と涙ながらに念を押されてしまったからには、さすがに次も締め切りを引っ張るわけにはいかないわけで。

　つまり何が言いたいかといえば、僕もけっこう限界ぎりぎりまでタスクを詰め込んでるのでこれ以上は勘弁してくださいという泣き言なんだけど、

「そこでわたしが颯さつ爽そう登場ですよ！」

　妹が突とつ如じよとして復活した。

　会長さんから冷たくあしらわれたショックから抜け出し、瞳をきらきら輝かせて、

「思い悩むお兄ちゃんをピンチから救い出せるのはやっぱりこのわたし、世界最強妹である姫ひめの小路こうじ秋あき子こしかいないわけです。さあみなさん、ヒーローの登場を盛大な拍手でお迎えしてもいいんですよ!?
 　さあさあどうぞ！　カモン！」

「…………
 」（←会長さん）

「…………
 」（←那な須す原はらさん）

「…………
 」（←銀ぎん兵べ衛え）

「…………
 」（←僕）

「…………
 」（←ありさですら）

「軒並み総スカン!?
 」

　ショックを受ける秋子。

「ちょっとみなさん最近わたしに対する扱いがひどくないですか!?
 　というか他の人はともかくお兄ちゃんまでスルーするのはどうなんです!?
 　わたしお兄ちゃんをフォローするために手を差し伸べてるのに！」

「いやあ……ねえ？　それはわかるんだけどさ」

　なんか近ごろ、妹のキャラがいよいよメーター振り切ってしまったように思えてならないというか。さすがの僕も一瞬だけ、ほんの一瞬だけついていけない時があったりするような、なかったりするような。

「まあ何というか、ね。もっと大人になれよ？　秋子」

「慈じ悲ひと哀あわれみに満ちた笑顔でわたしを見ないでください！　傷つきますから！」

「だってお前さ、最近ますますブラコン化が進んで、わりと誰もついていけない風になってるんだもん。再会した最初のころはまだしも残ってた慎みとかお淑しとやかさとかはどこに消えたんだ、って突っ込みたくもなるよ」

「いいんです！　ブラコンは個性ですから！」

「お前のそれは毒性になりつつあるね」

「そんなひどい！　いいじゃないですか別に、毒だって使い方次第では薬になるんですから！　悪い面ばかりじゃなくて良い面もちゃんと評価しましょうよ！　一いち途ずで真まっ直すぐで一本道な妹をもっと可愛かわいがりましょうよ！」

「いやー。可愛がってやりたいところだけど、お前はすぐ調子に乗るから。可愛がりが甘やかしになっちゃうんだよな～」

「いいじゃないですか甘やかしいいじゃないですか！　わたしは一日に五時間以上はお兄ちゃんに構ってもらわないと枯れてしまう繊せん細さいな花なんです！　だからもっと構って甘やかして！　プリーズ・ケア・ミー！」

　じたばた駄だ々だをこねる妹だった。

　ま、周りの目も冷たいのでじゃれ合いはここまで。

「んで？　秋あき子このアイデアってのは何なんだ？　僕をピンチから救ってくれるとか言ってたけど」

「よくぞ訊きいてくれました。そうなんです、わたし素敵なアイデアがあるんです」

「素敵なアイデアねえ……」

「あっ。その顔は信じてませんねお兄ちゃん？」

「まあなあ。お前にはいろんな実績があるからなあ。主にマイナスの実績が」

「今回ばかりは大丈夫です。これまでみたいにウケ狙いじゃありませんし、お兄ちゃん以外のみなさんもきっと納得してくれます。意外性があって、なおかつお兄ちゃんがいなければ実現しないアイデアで、なおかつ効果も十分に見込めますから」

「ふうん。それが本当なら確かに有り難いし、ぜひとも拝はい聴ちようしたいけど」

　ていうかこれまではウケ狙いで斜め上なこと言ってたの？　だとしたら意外と侮あなどれないなこいつ……などという疑問はこの際おいとくとして。

「で？　もったいぶらずにそろそろ教えてくれよ」

「かしこまりましたっ。ええとですね、わたしのアイデアはですね──」

　両手のひらを合わせ、にっこにっこ微笑ほほえみながら。

　妹は思いもよらぬことを言い出したのだ。

「お兄ちゃん。サイン会をやりましょう」

「サイン会？　って誰の？」

「新しん藤どう光こう一いち郎ろうのです」

「……………………
 」

　僕、ポカン顔である。

　おいおい待て待て。何を言い出すんだねチミ。

「実はですねみなさん。最近いちばん勢いのある若手作家の新藤光一郎先生、あの人とお知り合いなんですお兄ちゃんは」

　こっちの気も知らず、にっこにっこ続ける妹。

「それもただならぬ知り合いなので、お兄ちゃんがお願いすればきっとサイン会をやってくれると思います。なにせ飛ぶ鳥を落とす勢いの作家さんですし、しかもわたしの記憶にある限りあの先生は一度もサイン会をしたことはありませんし。学園祭の目玉企画として、これほど最適なアイデアはありませんよっ」

　いやいや。

　そりゃあね、確かに僕は小説を生業なりわいにしてるし、ペンネームは新しん藤どう光こう一いち郎ろうですから？　自分で自分にお願いをするのはひどく簡単ですよ？　なんせ脳内でツーカーなわけですからね、時間にしたらコンマ一秒もかかりませんわ。それこそマッハの速度で意思の疎通が可能ですわ。

　いやでもね？

　どっかのミュージシャンとかアイドルならともかく、ぺーぺーの作家が学園祭にのこのこ出ていっても集客力があやしいというか、それ以前に新藤光一郎なんてマイナー作家を誰が知っていると……ていうか僕、それ以前に素す性じようを隠してるんですけど？　そんな僕にサイン会をやれって、それもホームグラウンドたるリリアナ学園でやれっていうのは、無謀を通り越して死刑宣告に近いというか……つーか秋あき子ここら！　お前なんちゅうこと言い出すんだ！　このことはふたりだけの秘密だったろ!?


「新藤光一郎か。いいねェ」

　とか思ってたら。

　会長さんが感かん嘆たんの声をあげた。

「あたしゃ読んだことはねえが、現代の文学界に旋せん風ぷうを巻き起こしてる人材だ、って話は耳にしてるよ。何でも禁断の兄妹愛を題材にした、かなり過激で挑ちよう発はつ的てきなシリーズで人気を博はくしてるっていうじゃねえか……かっかっか、どっかで聞いた話っつーか、なるほど姫ひめの小路こうじ秋子が推おすのも理解できらあな」

　……うそーん。

　まさかの好感触？　ていうか会長さん知ってるのか？　新藤光一郎のこと。

「面白そうな話ね。たしかに最近ちょくちょく名前を聞く作家だし、わたくしの記憶が確かならその人は覆ふく面めん作家で、メディアへの露出が極端に低いそうだから。生徒会主催のイベントとして十分に目玉となりうるわ」

「僕も賛成だね。流行の文学作家を招しよう聘へいするのは、リリアナ学園の格式にも沿っているし。実際に僕も新藤光一郎の短編は少しばかり目を通したことがあるのだけど、才能豊かな若手であったと認識しているよ。秋あき人とがそんな作家といつの間に仲良くなったのかは気になるところだが、使えるものはこの際なんでも利用すべきだね」

「実はありさも、その作家さんの名前を聞いたことがあります。というのは、海外に留学していた時のお友達が、新しん藤どう光こう一いち郎ろうのファンだったからです。もしその先生からサインをもらってお友達に贈ることができたら、彼女もとてもよろこぶと思います。なので、ありさは秋あき子こねえさまのアイデアに大賛成です」

　……って、他のみんなからも肯定的意見が続々と!?


　しかもけっこうみんな新藤光一郎のこと知ってるし……ッ！　ていうか僕って、僕の知らないところでそんなに有名だったの!?


「ふふ。どうやら決まりですね」

　秋子が小鼻を膨ふくらませて、

「お兄ちゃんにお願いして新藤光一郎先生に来てもらいましょう。リリアナ祭はいろんなお忍びゲストが参加することで有名ですけど、新藤光一郎の名前は他のどんなゲストにも負けないはず……これで学園祭が盛り上がること確定ですし、生徒会のメンツは保たれたも同然！　いやあ～いい仕事しましたわたし！」

「いやいや。お前さん今の提案を自分の手柄みたいにしてるけど、お前さん自身は追試だからな？　ちゃんとお前さん自身の提案も考えてこいよ？」

「えええそんなあ～」

　会長さんから釘くぎを刺されて天を仰ぐ秋子。

　それを見たみんながくすくす笑って、場がなんだか和やかな雰囲気に包まれてしまったのだけど──そしてなんだかサイン会の件が既き定てい路線になってしまったっぽいんだけど。もちろん僕はまったく和やかにはなれない。とはいえ他にアイデアがあるかといえば、秋子の提案以上にみんなを沸かせられるものはなさそうで。

「というわけでお兄ちゃん。よろしくお願いしますねっ」

　妹が笑顔で僕に言ってくる。

　あまつさえ僕にだけ見えるようにウインクまでしてきて、『いいことしたった感』全開だったりして、さすがの僕もまったくイラッとしなかったかと言えば嘘うそになるけど、彼女はまったくの善意でやってる上に、有効なアイデアであることは否定できないわけで。





　いやはや。

　どうやら今年の文化祭、いろんな意味で波乱の展開になりそうである……。





九月五日









　怒ど濤とうの展開が続く日々だけど、残念ながら押し寄せる波はまだ打ち止めじゃない。

　その日の夜、わずかな時間を縫って原稿を進めている時。僕の携帯が着信を鳴らした。

『やっほほーい！　元気しとったかアキト～？』

　スピーカー越しに聞こえる声は、甲高くてテンション高くて声量も高くて、とにかく高い尽くしのよく通るもので。正直なところ聞いてるだけでもウンザリしてくるんだけど、そっと通話ボタンを切るのは憚はばかられる相手でもあった。

「ええおかげさまで元気ですよ。そっちはどうですかおばさん」

『聞こえよがしにオバサン言うなやっ。ウチはアンタと四歳しか離れてへんのやから普通に名前で呼ばんかい普通に！　あと敬語もやめえ気持ち悪い！』

「歳は近くても順列は守りますよ僕は。血は繋つながってなくてもおばさんはおばさんですし、たとえおばさんの方から無ぶ礼れい講こうを奨しよう励れいされてもお年寄りは敬います。それが本来あるべき礼節ってもんです」

『だはー。可愛かわいくないわー、相変わらず可愛くないわー。昔のアキトはもっと可愛かったのにウチほんま残念やわー。そんなひねくれた性格しとったら女の子にモテへんやろ？　せいぜい物好きなありさがおるぐらいで』

「いえいえ。幸いにしてこのところモテっぱなしですよ。この間もふたり立て続けに女の子から告白されたばかりです。ちなみにどちらもとびきりの美少女でして」

『こらこら、見栄張るにしたってもうちょいマシな嘘うそつきーな！　アンタ確かに見た目は悪うないけど、なんせ性格が陰いん険けんやからなー。それでモテようなんてのはいかにも都合のよすぎる話ってモンやで！　だはははは
 ！』

　いやー。ほんとなんだけどなー。

　まあ訂正する気もないけどさ。話が長引くのもいやだし。

　……というわけでぼちぼち説明しておこう。

　僕にとって久方ぶりに声を聞いたこの女性。名前を鷹たかノの宮みや御み幸ゆきという。

　名前の通り鷹ノ宮の人間であり、玲れい一いち朗ろうさんの年の離れた妹であり、ありさから見て叔母にあたる。ありさと僕は兄妹分であり、だったら僕からみた御幸さんも叔母にあたるだろう、ってことで『おばさん』呼ばわりしてる──というのは建前の話。実際には単にイヤミを込めておばさん呼ばわりしているわけで、彼女が僕を陰険呼ばわりするのも理由がないことじゃなかったりする。

　でもまあしょうがないよね？

　だって僕、ずいぶん彼女にはいじられたもん。今となってはそれが彼女なりの気遣いであり親切であった、というのはわかるんだけど、長年にわたって傷つけられた僕の繊せん細さいハートは理屈じゃ癒えないわけです。もとより御み幸ゆきさんって人は、鷹たかノの宮みや家けにあっては異端な人で、ファンキーで突とつ拍ぴよう子しもなくて、銃身の曲がった鉄砲の弾みたいにどこに飛んでいくのかわからないタイプで、やたらあつかいづらいしさ。

「というわけでそろそろ電話切りますね？　久々にお話しできて楽しかったです。いずれまたどこかでお会いしましょうさようなら」

『こらこら。冗談は顔だけにせんかい』

「僕は真顔で言ってますよ。だっておばさん面倒くさいんだもん」

『失礼なことぬかしおってからに。ウチがどんだけアンタのために尽くしてあげたか、忘れたとは言わさへんで？』

「忘れました。というか、あなたからろくなことをされた記憶がないんですが」

『んなことあらへんわ。たとえばそうやなあ……とある夏の日、アンタに少しでも涼んでもらおうと思て、ウチは四方八方を駆け回って尽じん力りよくしたもんや。なんせ京都の夏は暑いもんで、東京から来たアンタにはキツかろ思うて……』

「僕の服の中にカエルを入れた件ですか？　最悪でしたねあれは」

『でも涼しかったやろ？』

「ええそうですね。凍り付きましたねマジで」

『あれだけでっかいヒキガエルを探してくるのは大変やったもんなー。なんでって、そらでっかいカエルの方が冷たくて気持ちええやろ？　いやー、あん時はほんまおあつらえ向きのカエルが見つからなんで、ほんでいっそのことオオサンショウウオにしたろ思て、実際に桂かつら川がわの上流まで探しに出かけて捕まえたんやけど。帰る途中でおまわりさんに見つかってもうてなー。懐かしいわあの逃走劇は』

　……おわかり頂けるだろうか？

　鷹ノ宮御幸は一事が万事、こんな感じなのである。僕にとっては叔母でもなく姉でもなく、ガキ大将の兄貴みたいな相手であって、大いに辟へき易えきさせられたものだ──いや過去形にするのは適切じゃないな、いま現在もなお辟易させられ続けているわけだ。

『だって、アンタほんまに暗かったんやもん』

　けたけた笑いながら御幸さんは弁べん明めいする。

『鷹ノ宮に引き取られてからずーっと、アンタが鷹ノ宮を出て独立するその時まで、なんや悲劇のヒーローみたいに辛しん気きくさいツラしとったやん？　それでウチも少しはアンタを明るくしたろ思て、あーだこーだと世話を焼いとってん。これほんまやで？』

「世話は世話でも心底よけいなお世話でしたけどね」

　と憎まれ口を叩たたいてはみるけど。認めるべきは認めなきゃいけないだろう。

　彼女のカラッとした脳天気さ、鷹たかノの宮みや一族にあって明らかに異端なキャラクターは、確かに一種の清せい涼りよう剤ざいにはなっていたのである。ありさと比べれば百分の一ぐらいだけど、それでも鷹ノ宮の人たちの中で何の含むところもなく接してくれたのは、ありさと御み幸ゆきさんぐらいしかいないわけで、このふたりの存在がなければ僕の六年間は暗あん澹たんたるものになっていたにちがいない。

　それに僕は鷹ノ宮家において優等生を演じていて、一族の人たちをすっかりだまくらかしていたのだけど。ありさと御幸さんのふたりはちゃんと気づいていたからね。そこはやっぱ、うん。評価しなくちゃいけないよね。

　苦手だけどね。

　できるだけ全力で近づきたくないけどね。

　可能なら今すぐ通話を切ってしまいたいけどね。

「ところでおばさん」

『お姉さまと呼びーや。もしくはご主人さま』

　無視して、

「用件はなんです？　僕いまわりと本気で忙しいんで、なるべくささっと話を終わらせたいんですけど」

『なんや、いけずやなあ。せっかく麗うるわしのお姉さまと電話しとるんや、もうちょっと会話のキャッチボールを楽しもうや～』

「せめてもう少しヒマな時にしてください」

『しゃあないな。ほな、うちのことYour majestyと呼んでくれたら言うこときいたることにしよ。どや？　高貴さが服を着て歩いとるようなうちのことや、そのくらいは簡単なことやろ？　ん？』

「さようならおばさん永久に。では」

『せやから冗談やって～。そない不機嫌な声だしいな』

　けたけた笑って、

『用事っちゅーのは他でもないわ。鷹ノ宮家と有あり栖す川がわ家けが非公式で会談した結果な、うちがアキト担当の全権大使を任されたんでよろしゅう頼む、的な』

「はあ。そうなんですか」

　気のない返事をしてから数秒。

　事の重大さに気づいた。

「え。ちょっといま何て言いました？」

『鷹たかノの宮みや家けと有あり栖す川がわ家けが話し合いしてな、前よりはちょっとばかり関係が雪解けして、これからは仲良くしよーやー的な話になって、そんでうちはアキトと仲がええやろ？　ほんでアキトとのパイプ役として任命されたっちゅう、そんな感じ』

「……なんとまあ。それはそれは」

　やっぱりだ。

　電話があった時点で予感はあったんだよ……鷹ノ宮御み幸ゆきが関わりだすと大抵ろくなことにならないんだけど、そのジンクスは今回も健在らしい。

『こらこら。そない嫌そうな顔しいなや』

「嫌な顔なんてしてませんよ。だいたい電話で話してるんだから、どんな顔してるかなんて分からないでしょ」

『実際に見んでもわかるっちゅーねん。うちはアンタの猫かぶりを見抜いてた数少ない人間やで？　経験と実績が違うってもんやわ』

　得意げに笑ってから、

『まあ気持ちはわかるけどな？　アンタにしてみりゃ、鷹ノ宮と有栖川が仲なか違たがいして姫ひめの小路こうじに対する影響力を牽けん制せいし合っとる方が都合はええやろし。都合がええっちゅーか、アンタが満まん喫きつしとるいまの自由はそれ前提に成り立っとるもんやしな。両家が手を組むとなったら、そら都合は悪いやろなあ』

「……そうですね。都合悪いですね正直言って」

『だはは、ほんま正直やな。せやけど安心しいや。たぶんアンタが考えてるほど面倒な事態にはならへん』

「というと？」

『まず第一に』

　ぐびぐびぐび、という気持ちのよさそうな音がする。

　さてはこの人また呑のんでるな？　ほんと昔から酒好きなんだからもう。

『ぼちぼちみんな気づいたんやな。アンタ相手に真っ向から強攻策を採とってもラチが明かんって。ま、当然やわな。アンタがそんなちゃちなタマやったら、六年もかければとっくに手て懐なずけられとるっちゅーねん』

「ですかね？　僕にはよくわかりませんが」

『第二には、うちみたいな放ほう蕩とう娘に仕事が回ってきた、っちゅーことの意味やな。本来ならああいうプライドの高い人らって、一族のはみ出し者たるうちにそんな役割振らへんわ。これは明らかな妥だ協きようであり、手詰まりで切せつ羽ぱ詰つまっとる表れであって、こういう状況にある連中がそうそう無む茶ちやはできへん。むしろ揉もみ手てのひとつもしてアンタの機嫌を取りたいところやろ』

「ふむ、ふむ」

『それに両家にしてみりゃ、アンタが野放しになっとる今の状態の方がよっぽどメンツに関わるわけで、落としどころ的なもんを探りに出るのは妥当なところや──という流れでウチの出番が回ってきたんやろーな。ありさの方はアンタに肩入れしすぎてて使い物にならへんし』

「といっても僕、歩み寄る気も、妥協する気も、手打ちする気もないですけどね」

『まあなあ。アンタが下手に出る理由もないもんなあ』

　けたけたけた。

　下げ駄たが石いし畳だたみを鳴らすみたいな笑い声をあげて、

『なんせ鷹たかノの宮みやと有あり栖す川がわ、ふたつの家の命運を握っとるのはアンタやもんな。両家の預金から証券から土地の権利書まで
 、主だった財産はことごとく握って
 、なおかつ両家がやらかした不正の証拠なんかも残らず押さえとるやろ
 ？』

「ええまあ。ぼちぼち。それなりに」

『しかもアンタ、意外に政治力もあるしな。民みん暗あん書しよ房ぼうやったっけ？　あそこの社長が肩入れしとるのはもちろん、他にもリベラル派の民間団体やらＮＰＯやらともわんさかコネがあるし、生きのいい弁護士やらマスコミやらとも繋つながりがあるとなったら、そら下手に手出しはできんわ。おまけにアンタが味方につけとるのは、そろいもそろってアンチ保守で既得権益嫌いの連中ばかりやし、裏工作でどうにかしようとしても一ひと筋すじ縄なわではいかん。いやホンマ上う手まいことやりおったなあ。ウチも見習いたいくらいやわその手際』

　お褒めにあずかり光栄です。

　御み幸ゆきおばさんが語ったのはおおむね事実である。なんせ僕は、鷹ノ宮とも有栖川とも関わりが深いし、深いどころか内部の人間だし、六年もかければ小こ細ざい工くは十分に可能だったんだよね。コネに至ってはそのほとんどが向こうから接触してくれたパターンだから、作るのに大した苦労もなかったし。

『アンタはどう思っとるか知らんけど』

　ぐびぐび。

　ふたたび何かを飲み干す音（ビールか？）をさせてから、

『ウチはもちろんのこと、鷹ノ宮も有栖川も別にアンタの敵とちゃうで？　むしろ純粋に心配しとるわあの人らなりに。少なくとも両家の当主──ウチの親父おやじさんとお袋さん、それに清きよ嗣つぐさんと笙しよう子こさんに関してはそうや。一族の他の連中はどうか知らんけど』

「敵だなんて思ってませんよ。ただちょっと、僕が進む道の途中に立ちふさがることが多いからどいてもらってる、ってだけの話で」

『アンタのご両親とウチの両親、それに有あり栖す川がわの当主ご夫妻が親友同士やった頃は、まだしも上う手まく回ってたみたいなんやけどな』

　と。

　まるで見てきたことのように語る御み幸ゆきおばさんだけど、実際に見たことがあるのかもしれない。僕や秋あき子こが生まれる前後までは、姫ひめの小路こうじ、鷹たかノの宮みや、有栖川の三家はまだ良好な関係を保てていたはずだから。

『せやけど、緩かん衝しよう材役になってくれてたアンタのご両親が消息を絶ってからは、鷹ノ宮も有栖川も妙な見栄の張り合いがあって、もしくは古くからの家同士の対立やらがあって、なんや複雑な状態になってもーた。アンタを鷹ノ宮で引き取って、妹さん──秋子さんやったか？──を有栖川で引き取るとか、ねじれ構造にも程があるで。なんせウチの両親と有栖川の当主ご夫妻が、アンタのご両親のことを好きすぎるのが問題や。どっちに訊きいてもムキになって否定するやろうけど』

「ありがたいことですよ。亡き父と母をそれだけ大事に思ってくれてるんですから」

『せやけどあれこれ干かん渉しようしてくるのは、それも強きよう権けんをもって横から口を出してくるのは面倒くさい思てるやろ？』

「はい。マジやめろよ鬱うつ陶とうしい、と思います」

『正直やなあ！』

　けたけたけた。

　上機嫌に笑う御幸さん。こういう性格をしてるからはみ出し者あつかいだし、逆に僕が多少なりとも心を許せる鷹ノ宮の人間、ということにもなるんだけど。僕の立場は平たく言って『裏切り者』とか『恩知らず』とかになると思うし、関係者のほとんどがそう受け取ってるはずで──でもこの人はちがうんだよな。

「で」

　つまり遠慮の必要な相手ではない。

　回りくどい話の流れはむしろ逆効果。

　どんどん直球で攻めていっても問題ないはずだ。

「要するに懐かい柔じゆう策さくってことですかね？　御幸おばさんが僕にあてがわれた今回の人事の意味は、そう解かい釈しやくしますけど」

『それも当然あるやろな。とはいえそれ一いつ辺ぺん倒とうでもないと思うで？　さっきも言うたけど、一にも二にもまずは落としどころ探しやろ』

「ふむむ」

『とはいえウチとしては、別に成果が上がらんくても知ったこっちゃないけどな。少しぐらいは努力してもええけど、それかてあくまでも実家への義理立てや。基本的にはアンタと絡むのが楽しそうやから引き受けとるだけやもん』

「迷惑だなあ」

『そう言いなや。世が世なら、ありさやのうてウチがアンタの婚約者としてあてがわれとったかもしれへんのやで？　もうちょい優しくあつかってもバチは当たらんはずや』

「すいません勘弁してください。御み幸ゆきおばさんは僕ではあつかいきれませんから」

『いやいや、案外そういう組み合わせが上う手まくいくかもしれんがな。案あんずるより産うむが易やすし、ふたを開けてみたらハッピーエンドが待っとるかもしれん』

　いや正直難しいと思いますよ？

　ていうかたぶん、そのふたはパンドラの箱じゃないかなと。もしくは浦島太郎が竜宮城から持ち帰った箱的な。開けたら大ハズレ確実の。

『というわけで』

　ただでさえ最大級にうんざりしてる僕だったけど。

　そんな僕をさらに辟へき易えきさせる発言が飛び出した。

『今度の文化祭──リリアナ祭やったっけ？　それにはウチもお邪魔する予定やから。当日は案内とかよろしく頼むで』

「…………
 」

　一瞬固まってしまった。

　御幸おばさんが襲来する？　マジで？

「……あっはっは。またまたご冗談を」

『冗談も何もあるかいな。可愛かわいい弟分が活躍する姿ぐらいはちゃんと見ておかんと罰が当たるっちゅーねん。アンタの後見人たる鷹たかノの宮みや玲れい一いち朗ろうと鷹ノ宮鏡きよう子この、そのまた代行人たるウチとして、さすがにその程度の仕事はやらなあかんし』

「いやいや。そんな真面目にやらなくても大丈夫ですって。御幸ねえさんがいなくてもちゃんと世の中回ってますってば。いやほんとに」

『というか、仮にアンタが無関係でも観に行くで普通に。ありさの様子も見ておかなあかんしな、叔母としては当然やわな』

　ぐうの音も出ない。

　まったくの正論だ。

　仮に正論じゃなくても、この人は自分がやりたいことを押し通すだろう。それだけの意思と行動力と傍ぼう若じやく無ぶ人じんさを、鷹たかノの宮みや御み幸ゆきは十分に兼ね備えている。

『ほんじゃまあ、そういうわけで』

　ぐびぐびぐびぐび。

　爽快にビールらしきものを飲み干す音と共に、御幸おばさんは言う。

『リリアナの学園祭はめちゃめちゃド派手やっちゅー話やし、今から当日が楽しみでしゃあないわ。盛り上がりまくるウチの期待を裏切らんよう、気張って準備に勤いそしんでくれたまえや？　ちゅーわけでアディオス！』

　その言葉を最後に電話は切れた。

　テンションの高い声が消えると、僕の部屋にはなんとも言いがたい白々しい空気だけが残される。

「……マジかあ」

　畳たたみの上に大の字になり、僕は嘆たん息そく。

　このところずいぶんといろんな事案が発生して、ただでさえ頭の痛いところだったけど。さらに計算しづらい要素──御幸おばさんまでもが乱入する展開になってしまった。

「参った。保もつかな僕の身体……」

　口に出して愚痴ってはみるものの、それで負担が軽減されるわけじゃない。この先きっと何十本もの栄養ドリンクが消費されることになるんだろうな、という予感のもと、もはや原稿どころのテンションじゃなくなった僕は今日のノルマを放ほう棄きし、さっさと不ふ貞て寝ねしようと心に決めたのだった。
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　この頃になるとリリアナ祭の準備も佳境に入ってくる。

　文化系のクラブや同好会にとっては全国大会に匹ひつ敵てきする年間行事だし、運動系の連中もほぼすべての組織（公認・非公認を問わず）が何かしらの出店なり展示なりを申請しているため、学園内の空気は活気を帯びたもの──というよりも、むしろ殺気立ったものになってきつつあった。

　たとえばいま僕がいる生徒会室。

　ここの窓から見下ろす景色のそこかしこからも、浮き足立っている放課後の様子を垣かい間ま見みることができる。

　まずは学園の敷地とお隣の高層ビルを仕切っている、楠くすのきの木立に視線を向けてみよう。そこに集まっている生徒たちはみな、バーで使うシェイカーを何個も手に持って、お手玉よろしく宙に放り投げてはキャッチするのを繰り返している。たぶんカクテルショーでもやるつもりなんだろうけど、数日前と比べても格段に上達してるね。本番までにはきっとそれなりの技術を身につけ、見事な演技を披ひ露ろうしてくれるんだろう──と言いたいところだけど。僕の知る限りじゃカクテルショーなんかをやる予定の個人も団体も存在しないんだよね。果たして彼らは何をリリアナ祭でお披ひ露ろ目めするつもりなのやら。

　次に、礼れい拝はい堂どうの庭にあるベンチのあたりに注目。ミッション系ということでそれなりにクリスチャンも多い我が校だけど、そこでは厳かな空気にあまりふさわしくない訓練が繰り広げられている。タイツ姿の男子生徒たちが数名、地面にマットを敷いて、受け身の練習をしたり投げ技の練習をしたり。はたまたすぐ隣にいる生徒は、小瓶から何かを口に含んでは霧にして噴き出す練習をしている。……さすがに疑いないね、あれはプロレス同好会だろう。彼らの公演は毎年かなりの好評を得ているらしいし、期待したいところだ。なあに、学園祭の当日は救護班やら救急車なんかも待機するから、少しぐらいは無理しても大丈夫さ。たぶんだけど。

　今度は第二グラウンドの右の隅を見てみようか。こちらでは何人かの生徒が七輪を持ち出して、鍋を火にかけたり串物を炙あぶったりしている。さらにはお茶だかジュースだかの缶を皆で持ち寄って何やら談笑しているようで、ひどく楽しそうだ。どうやら何らかの飲食物を模擬店で出すためのデモンストレーション、あるいは味見などをしている──と見るのが妥当だろうけど。でもあれ、どさくさに紛れて宴会をやってるだけの可能性もあるよなあ。なんせこの時期はどの部署も修羅場ってて、他人が何をやってるかまで気を回せなくなるからね。たとえ査察が入ったところでお咎とがめなしの無罪放免、となるのが関の山だろうし、僕もスルーすることにする。リリアナ祭は基本お祭りだからね、堅いことは抜きにして無ぶ礼れい講こう、というのが基本方針なんだ。

　……等々。

　本番が近づいてくるにつれ、一日ごとに騒がしさが増してきているんだけど。

　その点はここ生徒会室も例外じゃあない。

「だーかーらあ。なーんで今さらそういうこと言うんだって」

　生徒会室に響くうんざりした声。

　生徒会長・二に階かい堂どう嵐あらしの口から出たものだ。

「食い物系の模擬店がわんさか出る以上、保健所を丸め込んどくのは基本中の基本だろうが。ここへきて調整が上う手まくいってないとか言われても困るっつーの」

「は、はい、すいませんすいません」

　一方、ぺこぺこ頭を下げてるのは文化祭実行委員長・十じゆう乗じよう寺じ君きみ佳かさん。

　もはや見慣れた光景、と言っていいだろう。彼女は今日もヘマをやらかして会長さんにどやされているのだった。

「ましてやあたしら生徒会に尻ぬぐいしてくれなんてえのは、お門かど違ちがいの筋違い、まったくもって勘弁してくれってなもんよ。悪いが門前払いだ帰ってくんな」

「ええ、はい、まったくもって仰おつしやるとおりなんですけど、でもこのままいくと、リリアナ祭のメインのひとつである、多種多様な食べ物露店の出店が危うくなるといいますか、場合によっては軒並み出店不可能という事態になりかねないといいますか……といいますのも、今年は生もの系の出店を目もく論ろんでいる人たちがけっこういまして、しかもその方々は生徒のみなさんの中でも特に張り切っている人たちが多くてですね、つまりその方々の士気を削そいでしまうのは、リリアナ祭全体の成功を左右する結果になりかねず……」

「だめだ。手は貸せねえ」

「そ、そんな殺生な！」

「こっちも一杯一杯なんだよ、誰かさんが大量に振ってくれた仕事のおかげでな。ただでさえ学園が一年でいちばん浮き足立ってる時で、生徒会がやることは多くて、だからこそ文化祭実行委員に独立した権限が与えられてんだ。もとよりお前さんたちの手助けをする謂れも余裕もないところを、無理して手も足も貸してやってんだぜ？　これ以上は無理だ。誰が何と言おうと無理だ」

「そうおっしゃらず！　どうかご検討を！」

　できる上司と使えない部下の構図そのまんまだなあ──

　と思わざるを得ない。ちなみに今回の食品衛生の件についても、十じゆう乗じよう寺じさんのサポートに回っている僕が気づいて、口利きして、ようやくこうして会長さんとの会談までこぎ着けてたりする。功績を誇るつもりはまったくないけど、僕がいなかったらどうするつもりだったんだろこの人……。

「お願いします生徒会長！」

　十乗寺さんの頼み込みはまだ続いている。

「ワタシの力では今さらどうすることもできないです！　生徒会のお力で、ここはどうかひとつ……！」

「だめだ。つーか嫌だ。これ以上の労力は割けん」

「そこをどうか曲げて！　ご慈じ悲ひを！」

「だめだ。もう帰れ。お前さんたちだけで何とかしてみせろ。時間はまだある」

「でもそれだと、たとえ上う手まくいったとしても他の仕事が回らないです！」

「その事情はこっちも一緒──」

「お願いしますお願いしますお願いします！　どうかこの通りです！」

「頭下げても無駄だし泣いても無駄だ。生徒会はこれ以上の手を貸さねえ」

　頑として首を振る会長さん。

　そのやりとりを黙って見守っている秋あき子こ、那な須す原はらさん、銀ぎん兵べ衛えといった面々も、こればかりはやむなしといった様子。まあね、僕が出向している件以外でも、生徒会の文化祭実行委員に対する貸し付けはいくつもあって、すでに焦げ付いてる状態だからね。さすがに取りなそうとする人は出てこないか。

「ううううう
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　今にもくしゃくしゃになりそうな表情で左右を見回し、救いを求める十乗寺さんだけど。僕にできるのは顔を背けて見て見ぬ振りをすることだけだ。

「はうううう[image: ]
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 っ」

　飼い主とはぐれた上に雨にまで降られてしまったチワワみたいに瞳を潤ませて、十乗寺さん絶対絶命。かといって都合よく救世主が現れるでもなく、生徒会室に重い空気がよどみ、もはやこれまでとみた会長さんが口を開きかけた、その時。

「──かくなる上はッ！」

　凛りんとした声が響いた。

　会長さんのものじゃない。もちろん僕でもないし、秋子のものでも那須原さんのものでも銀兵衛のものでもなく、突然登場した第三者のものでもない。

「皆々様、このたびはご迷惑をおかけ致しました」

　会長机の前にひざをつき、しゃんと背筋を伸ばした正座を披ひ露ろうした、十じゆう乗じよう寺じ君きみ佳かさんの声である。

「そして引き続きの、最後のご迷惑をおかけすることをお許しください。十乗寺君佳、責任はきっちり取らせて頂きます。──それと二に階かい堂どう会長」

「お、おう？」

「あなたの腕を見込んで介かい錯しやくを頼みます。どうぞひと思いに」

「……はあ？」

　という会長さんの疑問は、その場にいる全員の心の声の代弁だった。

　十乗寺さんがスカートをたくし上げて白い太ももを露出させると、そこに現れたのはレザーのバンドでくくりつけられた一本の小刀で。一同がポカンとする中、さらに彼女はブラウスのボタンをぜんぶ外し、地味な白い下着が丸見えになるのも気にせずきれいなお腹なかをさらして──

　って、ちょっとちょっと？

　なにやってんのこの人？
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　一連の流れがあまりにスムーズだったから咎とがめるタイミングもなかったけど、男の僕がいる中でそんな大胆に肌を見せびらかすのはどうかと思いますよ、というか小刀ってなに？　なんでこの人そんなの持ち歩いてるの？　思いっきり校則違反じゃないの、いやそれ以前に銃刀法違反じゃないの──あ、でも会長さんも日本刀を持ち歩いてるのか。いやでもアレは一度も抜かれたことがないから真剣かどうか不明だし──

　って、いやいやいや。

　そうじゃないだろ？

　カイシャクってなによ？　解かい釈しやくか？　会釈なのか？　それとも会社苦？　いやでもこの状況、この流れでカイシャクといえばひとつしかなくて、

「辞世は無用。首級も野ざらしで構いません。では御免」

　考えるより先に身体が動いたと思う。

　机から身を乗り出し、あちこちを色んなところにぶつける痛みも気にせずダイブ。

　ためらいもなく小刀を振り上げ、振り下ろそうとする十じゆう乗じよう寺じさんに手を伸ばすけど、届かない。僕だけじゃなくて、秋あき子こも那な須す原はらさんも銀ぎん兵べ衛えもとっさに動いていたのはさすがだけど、腹をかっさばこうとする手際があまりに鮮やかすぎて誰も間に合わず、





　きぃんッ！





　鼓こ膜まくをつんざく金属音。

「……勘弁してくれや、ったくよお」

　音の正体は刃が刃を跳ね飛ばした音である。

　跳ね飛ばしたのは会長さんの日本刀。跳ね飛ばされたのは十乗寺さんの小刀。

「こんなモン斬っちまったからには刀がタダじゃ済まねえだろが。研ぎだけで済むなら御の字だが、最悪二度と使い物にならなくなっちまうなあ。どうすっかなこれ……」

「…………
 」

　刀身の刃こぼれを見て、心底しょげ返る会長さん。

　その声を聞いて僕が思ったのは『じゃあやっぱり銃刀法違反だったんじゃん』ということであり、つまりこの時の僕は呆あつ気けにとられていたんだと思う。どうせピントがずれてるなら『毎朝木刀を振ってたのは伊だ達てじゃないんですね』とかの方が少しは気が利いてるのにね……って、そういうことでもない？

「……お腰のものを傷つけるに至ったこと、お詫わびのしようもありません」

　しばしの沈黙の後。

　沈痛きわまる様子で十乗寺さんは頭を下げた。

　床に端座し、お腹なかをくつろげたまま、

「しかしながらワタシも武家の生まれ。責任も取らぬままおめおめと生きながらえては家名の名折れです。どうかここはひとつ、ワタシめに免じて良きようにお取りはからいくださいますれば、これに如く幸いはなく──」

「責任は生きて取れ。ましてやあたしの生徒会室で腹切ろうとするんじゃねえ、高い絨じゆう毯たんが使い物にならなくなるだろうが」

　辟へき易えきを絵に描いたような顔で、

「わーったよ。こちとら忙しくて一杯一杯には違いねえが、人の命に代えられるほど忙しいわけじゃねえ。あたしの責任で手を貸そう。コネもカネも総動員して保健所はどうにか丸め込んでやる。それでいいな？」

「ほ、ほんとうですかっ!?
 」

「ただし貸しひとつ、いやふたつだぜ？」

「それはもう、ひとつでもふたつでも百個でも！　ワタシいくらでも借りさせてもらうですハイ！」

「んなに借りたら速攻で破綻するだろがよ……ってコラやめろ。くっつくな鬱うつ陶とうしい」

　顔を舐なめんばかりに抱きつく十じゆう乗じよう寺じさんと、嫌そうに顔を背ける会長さん。そのふたりの姿は、ひかえめにみても飼い犬と飼い主にしか見えなくて──

　そうして僕は遅まきながら気づいたんだ。

　人間だれしも苦手な人間はいて。

　かの二に階かい堂どう嵐あらしですら例外じゃないということを。






　　　　＊







「──ああ認めるぜ。あたしゃ確かにあいつが苦手だ」

　その日、学校が終わって学生寮。

　食堂兼会議室にて、会長さんはため息まじりに告白した。

「もうけっこう長い付き合いなんだけどな、あいつだけはやりづらくて仕方ねえ。サラリーマン気質かたぎで、頭を下げるのも恥をかくのも厭いとわねえ。そのくせ何をやらかすか分からないびっくり箱みたいなところもあって、次にどう出るか計算がつかねえ」

　夕食後の団らんの一時。

　メンバー全員が勢せい揃ぞろいする中、会長さんのボヤきはなおも続く。

「あの野郎、さっきはホントに腹ァ切るつもりだったぜ？　目が完全にマジだったからな……あーもーホントうぜえ。ネズミみたいにおどおどしてやがるくせに、あの躊躇ためらいのなさは一体なんだっつーの。刃にん傷じよう沙ざ汰たなんざ起こした日にはリリアナ祭そのものが消し飛ぶだろうが」

「思うに、学校に刃物を持ち込んでる時点でアウトだと思いますけどね」

　僕の突っ込みに、しかし会長さんは首を振って、

「その点はいいんだよ。面倒ごとになっても揉もみ消けせるように手は打ってあるからさ。なんせあたしも毎日持ち込んでることだしよ」

「……それの一体どこがいいことなんです？」

「いーの。あたし的にはＯＫなの」

　ぱたぱた手を振って、

「刃物なんてのは使わなきゃ無害だし、刃物でミスらないための技術として剣術があるんだからよ。だからあたしはいーの。素人しろうとじゃねえんだから」

「ですかねえ。そうですかねえ」

「だから持ち込むのはいい。でも抜くのはいけねえ。ましてそいつで生身を膾なますにしようなんてのはもってのほかだ。一応あたしゃこれでも剣の道に生きてる人間なんでな、そういう道に外れる行為はホント腹が立つんだが……」

　忌々しげに頭を掻かく会長さん。

　言いたいことはわかる。捨て身にせよルール違反にせよなりふり構わないにせよ、けっきょくのところ一本取ったのは十じゆう乗じよう寺じさんだ。会長さんはまんまと筋書きどおりに動かされ、望まない仕事を押しつけられる羽目になっている。

「十乗寺さんという方は」

　この中で唯一、渦中の人物と面識のないありさが手を挙げて、

「具体的には一体どういう方なのでしょうか？　なんだか話を聞いていると、とてもすごい人に聞こえるのですが」

「すごい、っていうイメージはぜんぜんないんだけどね」

　口が重そうな様子の会長さんに代わって僕が応える。

「むしろ普通な感じだよものすごく。見た目なんかは地味だし目立たないし、言っちゃ悪いけどその他大勢的ポジションだよ。いわゆるオーラ的なものはまったくないと言っていいね」

「でも、だけど本当はすごい人、という感じなんでしょうか？」

「うーん、なんというかなあ。すっごい説明しづらいんだけど……」

「実績はすごいんですよ」

　言葉に詰まった僕の代わりに秋あき子こが応える。

「一年生の時から生え抜きの文化祭実行委員で、歴代の委員長をよくサポートしていたそうです。二年生の時にはもう最多得票で委員長に推薦されてたそうなんですけど、その時は辞退して、今年度になって晴れて昇格したとか。なにより彼女が実行委員になってからのリリアナ祭は、以前にも増して集客数とアンケートの結果がいいんですよね。実際、わたしも去年はじめてリリアナ祭を経験したわけですけど、ほんとすごい盛り上がりでびっくりしましたもん」

「今回は保健所の件でミスがあったけれど」

　さらに横から那な須す原はらさんも、

「関連各所との調整は全体としてよくできていたんじゃないかしら。なにせ大規模なお祭りでお客さんが大量に押し寄せるし、毎回必ずどんちゃん騒ぎになるものだから、近隣の方々からの苦情は少なくなかったのだけど。近年はトラブルらしいトラブルが起きていないと聞いているわ。これは明らかに文化祭実行委員の功績と言えるでしょうし、その長たる十じゆう乗じよう寺じ君きみ佳かさんの功績は多大なものと言っていいでしょうね」

「ただし彼女自身の功績か、と言われると疑問符がつくわけさ」

　最後に銀ぎん兵べ衛えが結論を述べる。

「実行委員長が働いていない、というわけではないよ？　むしろ彼女はよく働いている。おそらくリリアナ祭に関してもっとも骨折りしてるのは彼女だろうしね、そのことは彼女と親しいわけでもない僕から見てもわかるさ。しかし今回の件をみてもわかる通り、かの実行委員長にはポカが多い。多いが、誰かがフォローをさせられて、あるいは進んでフォローをして、けっきょくはよい方向に物事が進んでいく──というパターンが散見される。確かに成果をもって功績とするのであれば、あるいは課程を無視して結果だけを問うのであれば、十乗寺君佳はすごい人だよ。だがしかし……」

　口ごもる銀兵衛だった。

　彼女の明めい晰せきさをもってしても十乗寺さんの人物は計りかねるらしい。

　そうなんだよなー。時おり明るみに出るミス以外は、リリアナ祭の進行はかなり順調なんだよね。それは十乗寺さんを支える他の委員たちが優秀だからなんだけど、その委員たちが御み輿こしにかついでるのは他ならぬ十乗寺さんなわけで、彼女がいるからこその文化祭実行委員であることも事実なわけで。

　ここしばらく十乗寺さんの副官ポジションをしていてわかったけど。あの人ってしゃべり上手でもないし、いつも頭ばかり下げてるし、見た目は地味だし、基本的にびびりで、そのくせ追い詰められると突とつ拍ぴよう子しもない行動に出る人で。

　正直なところ、使えるか使えないかで言ったら確実に後者だ。

　でも成果を上げられる人かそうでないかで言えば、確実に前者なのである。ここが彼女の奇妙なところなんだよなー。

「リーダーとしてすごい人というのは」

　眉間を指でもみほぐしている僕の代わりに、ありさが遠慮がちに手を挙げて、

「いろんなタイプがいるんだと思います。自分から立候補する人もいますし、誰か他の人からお願いされて仕方なくという人もいますし、たまたま他に誰もいなかったからという人もいます。それに自分から仲間を引っ張っていく人もいますし、仲間に助けてもらって進んでいく人もいますし、ほんとうにいろんな人がいると思うんです。そして会長ねえさまみたいに誰からみてもリーダーっぽい人は、実はそんなにたくさんいないんじゃないかと、ありさは思いました。人間にたくさんの個性があるように、リーダーにもたくさんの個性があるんだとわかります。とても勉強になります」

　ま、そういうことだよね。

　継続して実績をあげてる以上、何か持ってる人であることは間違いない。聖リリアナ学園において生徒会に次ぐ組織の長を務つとめてるのは伊だ達てじゃないんだ。

　さしずめ十じゆう乗じよう寺じさんのリーダー資質を分類するなら、『ダメだこいつ何とかしないとタイプ』とでもなるんじゃないかな？　もしくはウナギとかドジョウみたいに掴つかみどころがないタイプとか。

　なんにせよ華々しくて風格のある系じゃないけど、うちの生徒会長ですら手を焼く人なんだ。ぱっと見の印象で舐なめてかかると痛い目をみるだろう。『気をつけろ』と耳打ちされた記憶が蘇よみがえってくる──ええもうまったくその通りでしたよ会長さん。幸いにしてまだあんまり実害ないけど、いずれ矢面に立たされるのは僕だろうからね。なんせ文化祭実行委員に出向してる立場だしさ。

「まあその話はいいとしてだ」

　会長さんが話題を変える。

「リリアナ祭本番までざっと二週間、あたしらにとっても他人事じゃあねえ。お前さんたち各自の企画について、進行状況を訊きいておこうかね」

「わたくしとあっきーは順調よ」

　ふふりと笑って那な須す原はらさん。

「漫才コンビ『アナとあっきー』はまったくもって順風満帆だわ。あっきーとの打ち合わせの時間があまり取れないのは難点だけれど、台本はわたくしの頭の中でしっかり練り込まれつつあるわ。アドリブのフリートーク公演を成功させた実績からしても、もはや成功は約束されていると言っていいでしょう」

「ま、確かにそうかもな。だけど油断してると足下をすくわれるかもだぜ？　フリートークときっちり台本のある漫才はまったくの別もんだからな」

「ふ。仏ぶつ陀だに教えを説くとはこのことね。その程度の不確定要素は計算済みだし、その上で断言しましょう。伝説となるべきわたくしたちコンビのセカンドステップとして、まったくもってふさわしい公演になるであろうことを。悪いけれど『ジュエル・オブ・リリアナ』の座はわたくしとあっきーがいただくわ」

　説明しよう。

　ジュエル・オブ・リリアナとは、リリアナ祭においてもっとも多大な貢こう献けんをした者に贈られる称号で、これを手にした生徒は大いなる名誉と恩恵を受けられるのだ！

　……ちなみに全生徒による投票で選ばれるので、生徒からの人気が高値安定の那な須す原はらさんはかなり有利なポジションにあると言える。さらにちなみに言うと去年の受賞者は、当時二年生だった二に階かい堂どう嵐あらしという人だそうです。

「なかなかに自信があるようだけど」

　ドヤ顔をする那須原さんに、銀ぎん兵べ衛えがさらなるドヤ顔で応じる。

「僕が企画している料理とビジネスを融合させた公演も、かなりの完成度になる予定だよ。企画の内容も極めて斬新なものだし、おそらくは学園史に残る素晴らしい催もよおし物ものになるだろうことは想像に難くない」

「あらずいぶんと自信ありげね。まあいかに自信があろうとも、わたくしとあっきーの正統派漫才の前では霞かすんでしまうでしょうけど」

「ふっ、それはどうかな那須原くん。奇くしくも先ほど会長さんが指摘したように、油断をすれば足下をすくわれるのは世の常だ。実績があるからといって慢心していてはどこかしら甘さが出るし、その甘さが致命傷になるのがオチだろう。ジュエル・オブ・リリアナは僕と秋あき人とが手にすることになるはずさ」

　おー。

　銀兵衛のやつ相当な自信だなあ。

　実際彼女の料理の腕前は一級品だし、経済についての知識は披ひ露ろうする機会にこそ恵まれないものの、株式投資やインデックスだけでも食っていけるだけの実力はすでに備えているはずで（実際に僕は、彼女がネット上の仮想取引ソフトで大層な数字を残しているのを見たことがある）、その両者が適正に融合すれば高い確率で魅力的なコンテンツが生まれるのは間違いない──ってちょっと待て。

「ねえ銀兵衛」

「なんだい秋人」

「僕も人数に入ってるの？　君の企画の」

「当然だろう？」

　なにを今さら、という顔で銀ぎん兵べ衛え。

「僕の発案による企画であり、僕がメインに取り仕切る企画でもあるけれど、ひとりで切り盛りするにはいかにも事が大きすぎる。サポートのメンバーが加わるのは極めて自然な流れじゃないか」

「その流れは分かるけどなんで僕？」

「むしろ君以外に誰がいるんだい？　僕と君は長年の付き合いであり、僕をもっともよく知るのは君であり、僕がもっとも頼りたいのも君に他ならない。むしろ僕が他の誰かにアシスタントを頼んだら、きっと君はどこかもやっとした気持ちになるんじゃないかと想像するんだが」

「そりゃまあ……そうかもだけど」

「心配ない。君の仕事はアシスタント程度のものに留とどめておくつもりだから。それに事前の打ち合わせは最小限にするし、実際に手を借りるのはリリアナ祭の当日に限定されるはずだ。その程度なら僕と君のよしみだ、手を貸してくれてもいいだろう？」

「うーん……確かにそのくらいならどうにか……」

「よし決まりだねっ」

　満面の笑みでうなずく銀兵衛だった。

「ぎんぎんもあっきーの時間を拘こう束そくするというの？」

　一方で那な須す原はらさんは不満げである。

「わたくしそれはどうかと思うわ。ただでさえあっきーは文化祭実行委員に出向している身だから、当日は様々な仕事があって忙しいでしょうに」

「どうかと思うのはこちらのセリフさ。那須原くんには秋あき人とと学園祭で一緒にいられる口実があるというのに、僕にはそれがない。これは著しく公平さを欠く事態だ。であればその不公平を解消するために、少しばかり忙しくても秋人は僕のために労を取ってくれるはずだよ。ねえ秋人？」

「え。うん。まあ」

　と返事をしてしまったけど、ここはもう仕方ないところだよね。断ったらぜったいに揉もめそうだし。

「そんじゃ次、姫ひめの小路こうじ秋あき子こ」

　頃合いを見て会長さんが話題を振る。

「お前さんの企画はどうなってんだ？　前回は宿題ってことにしてお茶を濁にごしたが」

「よくぞ訊きいてくれました」

　えっへんと胸を張る秋あき子こだけど。

　次のセリフを聞いて全員がずっこけた。

「わたしはお兄ちゃんが主催する新しん藤どう光こう一いち郎ろうのサイン会、そのアシスタントを務つとめさせて頂きます！　それをもって今回わたしはリリアナ祭に貢こう献けんしようかと！」

「……おいおい。そいつはどうかと思うがねェ？」

　会長さんが呆あきれて、

「そいつはお前さんの企画じゃねえだろが。姫ひめの小路こうじ秋あき人とがコネを持ってるっていう新藤光一郎を、他ならぬ姫小路秋人が連れてきてサイン会させるんだろ？　お前さん関係ねえよ。尻しり馬うまに乗っかってるだけだよ」

「でも発案者はわたしですから！　それに今回お兄ちゃんは忙しいですから、アシスタントは絶対に必要です！　それもお兄ちゃんのアシスタントにもっともふさわしいのは、実の妹であるこのわたしなんです！　この意味は大きいですよっ!?
 　わたしとお兄ちゃんの共同の企画だと言って差し支えないくらいに！」

「どうかねェ……それだけじゃかなり差し支えあると思うがねェ」

「ふふ。そうして疑いの目を持っていられるのも今のうちです。なぜならわたしには最強の切り札があるからです」

「切り札？　なんでえそいつは」

「それはですね！」

　立ち上がり、拳を握りながら、

「なぜならわたしとお兄ちゃんは、世界でふたりだけの、他の人が立ち入ることのできない秘密を共有しているからです！」

「秘密ぅ……？」

「ええそうです！　この秘密があればこそ、お兄ちゃんのアシスタントはわたしにしか務まらないわけですよ！　ね、そうですよねお兄ちゃん!?
 」

　むっふーむっふーと鼻息荒い妹。

　確かに事実ではある。新藤光一郎の正体を知っている彼女であれば、サイン会のアシスタントを務めるには適任でもあるだろう。

　……でもな秋子。

　秘密が存在することをバラしてたらそもそも秘密にならないじゃんか！　秘密は隠してるからこそ秘密なのであって、そんな風にアピールしてたら元も子もないってのに！

「前から思ってたが」

　とか思ってたら案あんの定じよう、会長さんが白い目をして、

「お前さんちょいちょいアピールしてきやがるよなあ、その秘密とやらを。最初にそいつを口にしたのは夏休みの合宿の時だったか？」

「ふふ。どうでしたかねえ。わたし覚えがありませんねえ」

「……なあ姫ひめの小路こうじ秋あき人と」

　話が僕に向けられる。

「なんなんだその秘密ってのは。ちょいちょい持ち出してこられるから鬱うつ陶とうしくて仕方ないんだがよ」

「いやー。それはですね」

　ほらみろ。

　どこかの不用意な妹のせいですっかり疑惑が広がってるじゃんか。会長さん以外のみんなも『説明を求む』みたいな顔してるし。一方の秋あき子こはお気楽な笑顔でばっちりウインクして『内緒ですよ！』ってゼスチャーしてくるし。

「あーっ……と。ええとですね」

　やむをえない。

　ここは流れに乗る形で対応しよう。
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「いや、実はそうなんですよ会長さん。秋あき子この言うとおりなんです。今回の案件はちょっとばかり特殊でして、確かに秋子の手助けが必要なんです」

「……ほんとにかあ？」

「ええ。なんせ新しん藤どう光こう一いち郎ろうがですね、非常に繊せん細さいであつかいにくい人物だといいますか、ほらあの人ってマスコミへの露出とか極端に少ないでしょ？　そういうこともあって何かと面倒なんです。事を円滑に進めるためにはいろいろ手て練れん手て管くだが必要なんです。となると、今回の企画は僕と秋子の共同のものであると言っても差し支えないような、あるような、ないような的な」

「ふむ。そういうことなら仕方ねえか」

　納得はしてないっぽいけど、一応は頷うなずいてくれる会長さん。

　一方の秋子はといえば、『グッジョブですお兄ちゃん！』的な感じでぐいっと親指を突き出してるけど……あとでお仕置きだからなお前？　無邪気に優ゆう越えつ感かんに浸っていられるのも今のうちだぞ？

「どの企画もとても楽しみですね！」

　そんな折、場をまとめるようにありさが手を叩たたいて、

「アナスタシアねえさまの企画も、銀ぎん兵べ衛えねえさまの企画も、秋子ねえさまの企画も、それぞれとても興味があります。なにより秋あき人とにいさまがどの企画にも関わっている、というのがいいと思います。きっとこれは学園の歴史に残る学園祭になると、ありさは思います。当日になるのが本当に楽しみです」

　まあ、ね。

　もとよりそのためにあちこちで骨折りしてるわけだけど、そしてそこに至るまでの労力を想像して頭痛がするけど。なんだか個人的にもテンション上がってきたのは事実だったりする。だってリリアナ祭本番まで二週間しかないってのに、土ど壇たん場ばになってこれだけ東とう奔ほん西せい走そうしてるんだからさ。明るく楽しく、盛り上がれるイベントにしたいってのが人情だし、きっとそうなるはずだと思うわけだよ。

　ね？　そうですよね会長さん？

「……いや」

　会長さんが首を振る。

　少し間を置き、黙考してから、

「確かに明るく楽しいリリアナ祭にはなるだろう。例年どおり、いや例年以上に、ど派手で騒がしくてニュースなお祭りになるだろうさ。なによりあたしがそうなるように持っていく。お祭り女としてそこは譲れねえ。だが──」

「だが？　なんです？」

「リリアナ祭にはそれだけじゃ済まされねえ側面もある。どういうことかわかるか姫ひめの小路こうじ秋あき人と？」

「といいますと？」

「こいつは代理戦争なんだ。生徒会と文化祭実行委員との」

「はあ。戦争ですか」

　真面目な声音でいきなり言い出すもんだから、僕きょとん顔である。

　僕だけじゃない。僕以外のみんなも例外なく同様だ。

「……ま、言っても実感湧かねえよな」

　会長さんは苦笑いしながら、

「ただこれだけは言っとくぜ。できれば言わずに済ませたいところだったが、状況的にそうも言ってられねえっぽいんでな──いいかお前さんたち。文化祭実行委員長の十じゆう乗じよう寺じ君きみ佳か、あいつには気をつけろ」

「それ前にも言ってましたけど」

　僕が真っ先に反応して、

「そんなに要注意人物なんですかあの人って？　ここしばらくあの人に接してますけど、あんまり気をつけなきゃいけないタイプには見えないんですが」

「あたしはお前さんよりもあいつとの付き合いが長い。そのあたしが責任をもって断言するぜ。答えはイエスだ」

「ええとそれは、具体的にどこがどう？」

「そこが悩ましいところなんだよな～」

　天を仰ぐ会長さん。

「あいつのトロい外面がフェイクで、中身は実は腹黒い──ってわけじゃねえ。むしろそんなわかりやすいヤツなら楽なんだが、残念ながらそうじゃねえ。なんつーかな、あいつはナチュラルなんだよ。武道でいえば究極の自然体みたいなもんかな。殺気のカケラもないところから背中を刺してくる、みてえなさ。かといってあいつ自身は別に悪人でもなんでもねえ、むしろどっちかと言えば単純にいいやつだ、ってところがまた難なん物ぶつでな」

「すいません。何を言ってるのかぜんぜんわからないです」

「だろうな。あたしも何を言おうとしてるのかよくわからねえからな」

　と言って頭を掻かく会長さん。

「なんつーかな、説明しづらいんだわこの感じは。そもそもあいつ自身は何も悪巧みしてねえんだろうし……それで戦争だとか言われても実感が湧くわけねえわな」

「ええまあ。正直なところぜんぜん」

「だがな、これだけは何度でも言っておく。十じゆう乗じよう寺じ君きみ佳かには気をつけろ。一見すれば単なる腰の低い、周りに助けられて手柄を立てるタイプのキャラでしかねえ。だが本質はちがう。言ってみりゃあ不定形のスライムみたいなもんだ。見る者、触れる者、語る者次第でいくらでも形が変わる。味方につける──こともできなくはねえ。だが敵に回った時にいちばん被害がでかいのもこのパターンだ。だから気をつけろ。悪いことは言わん」

「……とりあえず会長さんの主張はわかったとして。そしてあの人には気をつけることにしたとして。具体的に何をどうすればいいんです？」

「わからん。そこは任せる」

「いや、そう言われましてもですね……」

　困惑する。

　僕だけじゃない。僕より付き合いの長いはずの秋あき子こや那な須す原はらさんも、生徒会長の発言に顔を見合わせている。実際こんな会長さんはめずらしい。めずらしいというか空前絶後だろう──二に階かい堂どう嵐あらしといえば果断速攻が持ち味であり、揺るがぬ方針を示して僕らを引っ張っていくのが常なのに。

「まあでも」

　妙な空気になってしまった場を取り繕うべく、僕はつとめて明るい声で、

「十乗寺さんがものすごい要注意人物だったとして、なおかつリリアナ祭を舞台に代理戦争？　でしたっけ？　があったとして。それで別に何がどうこう、ってこともないんじゃないですか？　みんなでがんばってリリアナ祭を成功させて、一年で最大のイベントが終わってみんなで万歳して、それでハッピーエンドってことになるんじゃないです？」

「いや。そいつはどうかな」

　僕のフォローにも、しかし会長さんは首を振る。

「あたしが思うに、今回の件はわりと天てん王のう山ざんになると思うんだわ。ぶっちゃけた話、リリアナ祭が終わった後、あたしらがこれまで通りのあたしらでいられる保証はねえぜ」

「はあ。というと？　つまりどういうことで？」

「決まってんだろ」

　食後のお茶をすする余裕を示しつつ、しかし大まじめな様子で。

　会長さんはごくあっさりとこう言った。

「あたしらの生徒会が消えてなくなるかもしれねえ、ってことさ」






　　　　＊







『わたしとしては大歓迎なんですよう～』

　電話口の神じん野のさんは上機嫌そうだった。

　その日の深夜。僕は担当編集である神野薫かおる子こさんに電話して、サイン会の件について相談しているのだけど、

『これまでは秋あき人とくんの方針で、マスコミへの露出は可能な限り避けてきましたからね。顔出しＮＧはもちろん、取材もダメだしあとがきも書かないし、新人賞を受賞した時のコメントさえも拒否だったし、ましてサイン会なんてとてもとても……って感じだったのに。ですからいきなりサイン会をしたいと言われてびっくりはしましたけど、わたしも編集長も大歓迎なんです。スケジュールは厳しいですけど、なんとか調整します』

「すいません。ありがとうございますホント」

『いえいえ、いいんですよう』

　恐きよう縮しゆくする僕に、しかし神野さんは機嫌よさそうに笑って、

『徹てつ底ていして情報の制限をするプロデュースの手法は、当初からの秋人くんの戦略でしたし。最初は半はん信しん半はん疑ぎだったけど、結果として新しん藤どう光こう一いち郎ろうはミステリアスな演出で大当たりしつつありますし。それに秋人くんの指示どおりにプロモーションしたらほんとに上う手まくいってるんで、わたし驚いてるんですよ。おかげさまで社長にも褒められるしボーナスもアップするし、至いたれり尽つくせりです。相変わらず締め切りが遅れまくってるのだけは何とかしてほしいですけど』

「その点はすいませんホント。なんとか善ぜん処しよしますハイ」

『サイン会の運営ですとか告知なんかは、うちの編集部で最大限にやらせてもらいます』

　太たい鼓こ判ばんを押してくれる神野さん。

『人もお金も出せますし、段取りなんかも任せてください。大手の書店とかじゃなくて高校の学園祭で初サイン会、っていうのも小こ味あじが利いてていいですね。そうそう、ついでなんで講演会なんかもやっちゃいませんか？　いえいえそんな堅苦しいものじゃなくて、せいぜいトークショーぐらいのものです。きっと評判になりますし、お客さんもたくさん呼べると思うんですが』

「いえすいません、それはちょっと……むしろサイン会の人数も絞りたいと思ってるくらいでして……」

『ふむふむなるほど。参加できる人数を少なくすることでプレミアム感を演出していくんですね。そのあたり秋人くんの戦略はブレませんね～』

　感心してくれる神野さんだけど。

　いや、そういうつもりじゃないんだよね。単純に時間がないだけなんだけどね。なんせ学園祭において、僕は臨時の文化祭実行委員であり、那な須す原はらさんと銀ぎん兵べ衛えのサポートもしなきゃならない身であり、かなり分刻みのスケジュールになりそうだからさ。

『で、サイン会当日の段取りですが』

　神じん野のさんが話を戻して、

『こちらから学園の方に話を通した方がいいでしょうか？　わたしリリアナの卒業生ですから、たとえば冴さえ木き先生なんかにいろいろお願いすることもできますし』

「あ、そのへんは大丈夫です。生徒会でなんとかできますし、まだどの時間帯のどの場所でやるかも決まってない状態ですから。そういうのがクリアできてから、細かいところの話は詰めていきましょう」

『わかりました。じゃあわたしの出番がきたらまた改めて。あ、でもできるだけ早め早めにお願いしますね？　今でも本番まで時間がないところですから』

「まったくその通りで……善ぜん処しよします、ハイ」

『ところでですね』

　さらに神野さんが話を変える。

　これまでの明るいものとは一転、不安げな声になって、

『実際問題、秋あき人とくんはサイン会をどうやってやるつもりなんです？　一応これまでは覆ふく面めん作家ということで売ってきたわけなんですが』

　そうなのである。

　顔出しＮＧ、謎の高校生作家、という小技を使ってこれまで売ってきた僕なわけで。サイン会ともなれば、それも僕の母校でやるとなれば当然、すべてが明るみになってしまうだろう。これが目下、最大の悩みどころなのだけど、

『覆面でもつけてやりますか？　それだったら顔バレはしませんけど』

「いやあ……どうですかねえ？　期待して来てくれるお客さんが興ざめしませんかね？」

『じゃあ影武者でも立てます？』

「うーん、やっぱ嘘うそをついちゃうのはどうかと。ファンの人たちに対してはできるだけ誠実でいたいですし。よしんば上う手まくいったとしても、今度はいつまで影武者を通すか、って問題も出てきますよね」

『あ、いいこと思いつきました。秋人くんは箱の中か何かに隠れて、腕だけ出してサインをするんです。これだったら秋人くん本人がサインできる上に、誰かを騙だますこともありません。もちろん正体もバレません。どうです？　これでいきませんか？』

「それってもはやコントですよ。お笑い芸人のサイン会だったらアリですけど」

『秋あき人とくんはいま、お笑い芸人の修業もしてるって聞きましたけど？』

「デマですよそれ。ていうか誰から聞いたんですかその話」

　突っ込みつつため息をつく僕。

　こんなやりとりをしてると、なんだか那な須す原はらさんを相手にしてるみたいな……そして神じん野のさんにデマを流したのは那須原さんじゃないかという疑惑が急浮上。夏休みは海の家『しらはま』で同じ釜の飯を食べた仲だし、その程度に仲良くなってても不思議はないんだよな、このふたり……。

　さておき。

　行きづまってしまった現状を一体どうするべきか。

「お兄ちゃん。なにを迷うことがありますか」

　とその時。

　隣で話を聞いていた秋あき子こが口を挟んできた。

「覆ふく面めん、影武者、箱男、どれもこれもとんでもない話です。せっかくお兄ちゃんが華々しく文ぶん壇だんにデビューする日だというのに、それもお兄ちゃんの顔見知りだらけのリリアナ学園でのお披ひ露ろ目めだというのに、正体を隠してどうするんですか。当然、素顔でサイン会を敢行するべきです。それ以外に選択肢はありません」

「……いや、ていうかさ」

　僕はジト目で、

「なんでお前は僕の部屋で、普通の顔して、さも自然な感じで、僕の話を聞いてるの？」

「そんなの当たり前じゃないですか！」

　秋子は目をむいて、

「わたしはお兄ちゃんの実の妹ですよ!?
 　わたしは姫ひめの小路こうじ家けの一員として、お兄ちゃんのすべてを知っておく義務と責任があります！　その義務と責任に従うのに何の疑問がありますか！」

「いや疑問だらけだよ。ここは僕の部屋で、お前の部屋は別にあって、基本的に僕らは別々の部屋で生活するようになってただろ？　たまに遊びにくる程度はともかくとしても、こんなプライベートなシーンでは席を外したりするのがマナーなんじゃないの？」

「兄と妹の間にプライバシーなんて存在しません。従ってマナーなんてものもまた、存在し得ないのです。以上、証明完了です」

「０点だよその証明。ていうかさ、元はと言えばお前が事の発端なんだからね？　お前がサイン会やるなんて言い出すからこんな風に揉もめてるんだからね？」

「わたしがぜんぶ悪い、みたいな言われ方は心外ですよっ。むしろ元はと言えばお兄ちゃんが新しん藤どう光こう一いち郎ろうであることを下手に隠そうとするから、こういうことになったんじゃないですか。結果、神じん野のさんを始めとする出版関係のいろんな方々に、たくさん迷惑をかけてしまっているでしょう？」

　それを言われると弱い。

　確かに今は上う手まくいってるからいいものの、僕が徹てつ底ていして情報を秘ひ匿とくしたままデビューする件については、関係各所でかなりドンパチがあったんだよなあ。だからこそ僕は神野さんに頭が上がらないわけだけど……

「わたしはマネージャーなんです」

　秋あき子こがさらに畳たたみかけてくる。

「わがままで締め切りも守らないお兄ちゃんには、神野さん以外にもサポートする人間が必要です。そしてわたしはお兄ちゃんの妹で、いちばん近くにいてよく理解していて、なおかつ新藤光一郎の読者で、しかもすっごく可愛かわいいです。わたしほどの適任は他にいないと断言できます」

「自分で自分を可愛いって言うあたりは余計だけどな」

「というわけで納得してもらえましたか？　わたしがお兄ちゃんのマネージャーになることを」

「うーん……」

「ちなみに業界用語で言い直すとジャーマネです」

「そこで言い直す意味がわからん」

「ねっ？　そうですよね神野さんっ？」

『ええそうですよ秋子さん』

　電話越しに秋子が話しかけると、神野さんが太たい鼓こ判ばんを押して、

『秋あき人とくんにはこれまでさんざん締め切りで泣かされてきましたし、今回の件は渡りに船なんです。これからは秋子さんとの二人三脚で、秋人くんに真っ当な社会人の道を歩ませたいと思います』

「むふふ、さすがは神野さんです。お兄ちゃんを心配する者同士としてわたしたち、きっとこれから上手くやっていけますよねっ」

　ぬう、なんてこった。

　神野さんは那な須す原はらさんだけじゃなくて秋子とも仲良くなっていたのか。

　これは何やらまずい展開だね。包ほう囲い網もう的なものをとても強く感じるよ？　いわゆる前門の虎、後門の狼おおかみじゃないのこれ？

「というわけでお兄ちゃん」

　不安に駆られる僕をよそに、秋あき子こは鼻息も荒く、

「今後はお兄ちゃんの愛する妹として、また新しん藤どう光こう一いち郎ろうの愛読者として、びしばし原稿を取り立てていく所存ですから」

「はあ……そですか……」

「これからは原稿に誤字脱字があるごとにほっぺキス、締め切りを一日遅らせるごとにくちびるキス、わたしの気に入らない展開があるごとに一夜を共にしてもらいますのでお覚悟を！」

「そんなセクハラ編集の存在を誰が許すか。クビだクビ」

「ふふふ、残念ながら編集はクビにできても妹はクビにできませんので。お兄ちゃんの無体な脅迫も恐るるに足らずです。これからは一切の容よう赦しやをせず、びしばし迫っていく予定です。原稿的な意味でも肉体的な意味でも。きゃっ」

「……マジで兄妹の縁を切ってもいいんだけど試してみる？」

「そ、それだけはご勘弁を！」

　あっさり泣きを入れる秋子だった。

　いや、とはいえしかし。今後の僕を取り巻く環境が厳しさを増していくのは確定的な状況だよな……近ごろほんと、僕に対する風当たりって強くないですかね？　パンクするパンクするって泣き言をたくさん口にしてきたけど、今回ばかりはほんとに死ぬんじゃないだろうか。

　ともあれ。

　さしあたり現状の最優先問題は原稿じゃない。

『で、実際どうするんです？』

　電話口の向こうから神じん野のさんの問いかけ。

『ちゃんとサイン会をやるのであれば、顔出しは避けられそうにないですし。顔出しを避けようとすると、どうしてもファンサービスの意味は薄れてしまいますが』

「うーん……そうなんですよねえ……」

『才能はもちろんのこと、これまで演出を上手にやって売ってきた秋あき人とくんですから。何かやるのであればこう、どかーんとでっかくやる方がいいと思うわけです編集部的には。その方が作家・新藤光一郎をだんぜん売っていきやすいですし』

「ですよねえ……うーん……」

『まあもう少し時間はありますから』

　今日はここらが潮時、と判断したらしい。

　神野さんはつとめて明るい声で、

『さしあたり次回の打ち合わせに持ち越し、ということにしましょう。根を詰めて考えすぎてもいいアイデアは出てきませんからね』

「……ですね。そのとおりかも」

『わたしもアイデアを考えておきますので、次はそのあたりのすり合わせですね。じゃ、今夜のところはこのあたりで。おつかれさまでした』

　それを最後に通話は途切れた。

「……うーむ。参った」

　頭を掻かいて僕はうなる。

「なあ秋あき子こ」

「なんでしょうかお兄ちゃん」

「やっぱさ、やめにしない？　サイン会。それで別の企画を何か用意しようよ」

「あっはっは。またまたご冗談を」

　手をぱたぱた振り、さもおかしそうに妹は言う。

「今さらそれはないですよう。神じん野のさんはもちろん、生徒会のみんなもすでにその気になってますし。そもそも本番まであまり時間もないですし。それをここでひっくり返そうなんて、いやいやお兄ちゃんは冗談がお上手ですねえ」

「冗談なんかじゃないよ本気だよ。やっぱおかしいってこの展開は。ついつい雰囲気に押されてここまで来ちゃったけど、どう考えても無理があるよサイン会は。やめようやめよう、うんそうしようよ。ね？」

「むふふ。本番を間近に控えてじたばたするお兄ちゃん……こういうのも新鮮でいいかもですね。秋子的にわりと萌もえポイントの高いシチュエーションです」

「いやそういうのいいから。わりとマジで」

「でもお兄ちゃん。難しいと思いますよ今から中止するのは」

　秋子は困り笑いをしながら、

「とある大物作家のサイン会がある、っていう情報は、サプライズ企画の目玉としてもうひそかに流しています。それも生徒会の主催で、生徒会筋からの確かな情報、っていう扱いで流してますので、ここで中止しちゃうのは信用にかかわります。もちろん既にサイン会に参加するつもり満まん々まんな生徒さんもたくさんいるので、その方たちの期待も裏切っちゃうことになります」

「……ちなみにその生徒会筋の情報ってのは誰が流したんだ？」

「わたしです。てへっ」

　こつんと自分の頭を小突き、ぺろりと舌を出してみせる妹。

　そうなんだよなあ。秋あき子こは僕のサイン会を大成功させるべく、既にあれこれ動いてるらしいんだよなあ。具体的には情報操作とか、裏工作だとか。直情径行で小こ細ざい工くには向かないタイプだと思ってたのに、まさかこんなパフォーマンスも発揮できるなんて……これもひとえにブラコンのなせる業なのか。

　ありがた迷惑とはさすがに言えないね。

　動機はともかく、僕のためにこれだけ動いてくれてるんだから。

「いや、それでも僕はあくまでも反対意見を表明し続けるっ……！」

「たとえばどんな風に？」

「えーっとだね……たとえばさ、僕が新しん藤どう光こう一いち郎ろうです、って言っていざ本番当日に登場しても、みんなきょとん顔だと思うわけよ。そうなったらちょっと事だと思わない？　目玉企画のはずが白い目玉で見られるのがオチだよきっと」

「いえいえとんでもない。そうならないようにわたし、ちゃんとお膳ぜん立だてしますから。そのためのマネージャーですし、わたしのマネジメント能力は神じん野のさんから頼りになると太たい鼓こ判ばんを押されてます。『将来はぜひ我が社に！　人手が足りないんです！』みたいなことも言われました」

「まあね、あそこの出版社ってわりと自転車操業だしな……」

「あと、もし仮にお兄ちゃんにブーイングが浴びせられる展開になったとしても問題ないです。演出次第でなんとでもなります。最近はご無ぶ沙さ汰たですけど、わたしもともと生徒総会なんかの司会進行もやってましたし、そういう仕事はお手のものなんです」

「……お前って、編集者の他にも向いてる仕事がたくさんありそうだな……」

　ていうか意外に芸げい達たつ者しやだな秋子。

　いや。

　意外でもないのか。

　僕が転校してくる前までは、この妹は生徒会のエースとして、名門リリアナ学園の主席級として、名声をほしいままにしていたわけだしね。残念ながら僕といっしょに暮らし始めてからはタガが外れちゃって、単なる空前絶後のブラコンになっちゃったけど……ってそれだとまるで、僕が妹の才能をスポイルしちゃってるみたいに聞こえるな。

　閑かん話わ休きゆう題だい。

　僕の抵抗はなおもつづく。

「ええと、そもそもだね。僕って実はさ、サインってものを一度も書いたことがないんだよね。てことはだね、仮にサインを書くにしても、ミミズがのたくったみたいな字で自分の名前を書くだけになって、いかにもみっともないというか、ぶっちゃけお客さんをがっかりさせる結果になるんじゃないかと思うわけですが。そして僕はセンスがないので、サインをデザインする能力もないわけですが」

「心配無用です。サインをデザインする専門の業者さんがちゃんといますから。というかそんなこともあろうかと、すでにプロのサイン作成者に依頼してあります。両日中にはお兄ちゃんのサインが誕生しますよ」

「用意いいな！」

　秋あき子このやつ、外堀を埋める気満まん々まんでいやがる……だがこれしきのことで！

「でもさ、たとえプロのサイン屋さんの作品だったとしても、必ずしも僕の気に入るものができるとは限らないわけで」

「だいじょうぶです。サイン屋さんはいろんなタイプの人を三人選んで、ひとりにつき十種類のデザインを考えてもらうことにしてますから」

「合計で三十種類か……それだけあると、さすがに一個ぐらいはちゃんとしたのが出てきそうだよね……」

「でしょう？」

「いやいやまだ不安はあるぞ？　なんせ僕は上がり症だし、人前に出るのに慣れてないからね。本番当日になったらめちゃくちゃ緊張して、とんでもないことをやらかしちゃうかもしれない」

「たとえばどんな？」

「ええとだね、たとえばそう、緊張のあまり混乱して、その場で服を脱いで全裸になって、奇声をあげまくって、サイン会をめちゃくちゃにしちゃうかもしれないよ？　そうなったらみんな困っちゃうでしょ？」

「なるほど全裸で奇声ですか。アリですね」

「ぇぇ？」

「いいじゃないですかそういうの、いかにも芸術家らしくて。初のサイン会でそんなことやらかしたら間違いなく伝説になりますよ。いっそのことそれ採用しましょう。マスコミもたくさん呼んで全国放送で流しましょう」

「え。いやそれは困ります」

「だいじょうぶです。わたしちゃんとその方向でプロデュースする自信があります。あと、お兄ちゃんの全裸を労せずして拝めるというメリットもあります。わたしとしては一石二鳥です」

「むぬう」

　この程度の攻めでは陥落しないか。

　しょうがない。奥の手を使ってさくっと交渉をまとめるとしよう。

「よしわかった秋あき子こ。こうしようぜ」

「といいますと？」

「僕の言うことを聞いてサイン会を中止にしてくれたら、特別に抱っこをしてあげようじゃないか。でもってそうだな、ついでに膝枕なんかもしてあげようかな──どうだ？　これで心は決まっただろう？」

「だめです。サイン会はちゃんと開催します」

「えええ!?
 」

　僕の耳はおかしくなってしまったのか？

　ブラコン世界チャンピオンの妹が、兄の甘かん言げんに乗ってこない、だって……？

「う、うそじゃないぞ？　ほんとに抱っこも膝枕もしてあげるんだぞ？　冗談じゃないんだぞ？　そりゃたまにお前をからかったりはするけれど、今回ばかりは本当だ。誓約書でも契約書でもいくらでも書くよ？」

「だめです。覚悟を決めてください」

「ま、前払いだぞ？　おまけとして頭なでなでもプラスしていいぞ？」

「なんと言われようとダメなものはダメです」

「そ、そんな冷たいことを言われると、お兄ちゃんは秋子のことを嫌いになってしまうかもだぞ？」

「お兄ちゃん。買収はよくないことですよ」

　あくまでも正論を主張する秋子だった。

　なんか思いのほか手て強ごわいな……こう、ニコニコしつつも不動の態勢というか、竹みたいな芯の強さでもってこっちの反発を受け流してしまうというか。いつもなら尻尾を振らんばかりに喜んで、あっさり手のひらを返すだろうに……。

　これはもう打つ手がないか？

　いいや。こうなったら最後の手段だ。

「とにかく僕はね、サイン会なんかやりたくないんだ！　絶対の絶対の絶対にやりたくない！　サイン会をやるなら僕はボイコットする！　神に誓って僕はどうあってもサイン会をやらないぞ！」

「駄だ々だをこねないでください」

　言下に否定された。最後の手段があっさりと。

　くそう。妹のことだから、僕がぐだぐだすれば大目に見てくれると思ったのに。今回ばかりはどうにもお手上げだ。いったい何がどうなってしまってるんだ。

　混乱する僕に対してしかし、秋あき子こはあくまでも容よう赦しやがない。

「お兄ちゃん。これは個人的な感想ですけど」

「な、何？」

「覆ふく面めん作家の賞味期限って、そんなに長くないですよ？」

「……案外シビアなこと言うねキミは」

「今はものすごく上う手まくいってますけど、色物あつかいなのは避けられませんし。お兄ちゃんの場合は幸いにして実力が伴っていますけど、このままの売り方でいくとたぶんどこかで行き詰まっちゃいます」

「むぬ……」

　ぐうの音も出ない。

　正直なところ妹の言い分は正しい。

　デビュー以来、あの手この手の小こ細ざい工くを駆く使しして話題を作り、センセーショナルなやり方で売ってきた僕である。もちろん荒あら削けずりながらセンスは感じられる、と評価してくれる向きはあるけど、はなから色いろ眼鏡めがねごしに見られてしまう風潮は否定できない。王道はやはり正道たるべきであり、邪道ではあり得ないんだ。

「長い目で見ると、作家としてのお兄ちゃんが進むべき道は今の道じゃありません。売り始めの時期は突とつ飛ぴなやり方でも構わないと思いますけど、今のままじゃすぐ頭打ちになってしまいます。お兄ちゃんの才能をちゃんと伸ばすためにも、世間から真っ当な評価を受けるためにも、ここらで大きく舵かじを切る必要があるんです。となると、今回のサイン会は大きなチャンスじゃないでしょうか」

「うーむ……」

「しかも今回はリリアナ祭を成功させるためにも、生徒会のメンツを保つためにも、お兄ちゃんのサイン会は大きな意味を持ってきます。いわゆる一石三鳥というやつです。これだけメリットがそろってるのにサイン会を中止するなんてありえません」

「む……ぬう……」

「もちろん、他にもっといいアイデアがあるならそっちを採用するべきですけど……なにかあります？　正直わたし、他には何も思いつかないですけど」

「いや、それはだねえ、ううん……」

「生徒会長は、今回のリリアナ祭を代理戦争と表現してました。それだけの大勝負に適当な企画で臨んでも勝てはしません。たしか、文化祭実行委員でも独自の企画をいくつか進めてるんですよね？」

「うん。なんか色々やってるみたいね。基本的にはそれぞれの委員の自主性に委ねられてるから、細かいところは十じゆう乗じよう寺じさんも知らないみたいだけど、けっこう気合入った企画になるらしいかな」

「だったらいよいよ決まりです。実行委員に出向しているお兄ちゃんですが、本来は生徒会の所属……生徒会のために、わたしたちみんなのためにも、どうか一肌ぬいでください。これはわたしだけじゃなくて、みんなの願いです」





　……そんなわけで。

　終しゆう始し押されっぱなしの僕だったわけだけど、結局どんな返事をしたかといえば──ひとことで言えば『保留』だった。この期に及んでも結論を先延ばしにしたわけである。

「顔出しかあ……」

　明かりを消した部屋でひとり、布団に寝転びながらつぶやいてみる。

　チキンと呼ばれれば反論できないだろう。僕だって他の誰かが僕と同じ態度を取っていたらぜったいチキンあつかいするし。正論をあれだけ並べられて反論できなかったら、普通は覚悟を決めるしかないよね。

「どうしたもんかな」

　考える。

　僕はなぜ、サイン会を、顔出しを、ひいては自分の正体を明かすことを拒絶するのか。

　顔出しがそんなに嫌なのか？

　自分が作家であることを明かし、大手を振って世間を渡っていくことは、そんなに魅力に欠けることなのか？　それとも自意識過剰すぎる？　黙って作家をやってたことを知られた時の周りの反応が気になるのか？

　……否。

　そうじゃないな。

　言い訳する気はないけど、そうじゃあないんだよな。

　正直説明はしづらい。なんせ僕自身、まだ整理がついてない問題というか、問題の本質自体をそもそも理解できてないというか、要するに持て余しているので。

　それでもあえてひとことで言うなら。

『虚脱状態』という、前向きでもなければ美しくもない言葉に、すべてが集約されるんだと思う。

　僕はこれまでの六年間、妹とふたりで暮らすという、本来あるべき兄妹の姿を取り戻すためだけに時間を捧げてきた。

　もちろんその道中において、それ相応の学園生活を営んできたし、銀ぎん兵べ衛えを始めとするかけがえのない人脈も築いてこれた。楽しいことが何もなかったわけじゃないし、人生がまったくすべて暗あん澹たんたるものだったとは言わない。でもやっぱり、少なくとも僕の視点から見れば、僕の六年間はぜんぶ、失われたものを取り戻すためだけに使われたものだったと言えるんだ。

　で、その結果。幸いにして目的を達することができた。

　あれこれ手を変え品を変え、小こ細ざい工くの限りを尽くし、誰かをペテンにかけ、時にはいろんな人の信頼を裏切ってまで、望んだ未来を手に入れた。

　そしていま僕は幸福である。

　想定外のブラコンになっちゃってたけど、再会した妹といっしょに暮らし、大勢の魅力的な仲間に囲まれ、しかも僕のことを好きだと言ってくれる女の子たちにも恵まれて、飽きのこない豊かな暮らしを送っている。

　そりゃあもちろん、個性的なメンバーに囲まれすぎて毎日が青息吐息だし、いろんな仕事が山ほど回ってくるし、生活費だってカツカツだけど（僕は自分で稼いだお金にしか手をつけていない）、それでも自分が恵まれた環境にいることぐらいは理解できる。この状況で自分の境遇を呪っていたら、真実に不幸な人たちから怒られるにちがいない。

　そう僕は幸福だ。

　幸福なはず、である。

「でもなあ……なんていうんだろなこれ」

　寝返りを打ち、またしてもひとりごと。

　なんなんだろうか？

　これまで心のどこかで気づいていたけど、気づかないふりをしていたこと──目的を達成したはずなのに、見事にゴールインしたはずなのに、心にぽっかり穴が空いてしまってるこの感じは、一体どうしたことなんだろう？

　なんでもあるはずなのに、すべてを手に入れたはずなのに、大いに満足さえしているのに、無重力空間に放り出されてしまったみたいな呆ぼう然ぜんとした気持ちを味わうのは、一体どういうわけなんだろう？

『突っ走りすぎたんじゃないかねェ？』

　もしも会長さんに相談したら、きっとこんな風に解説してくれるだろうか。

『よく聞く話じゃねえか。仕事一筋でやってきたバリバリのエリートビジネスマンが、いざ定年退職してみたら何もやることがなくて呆然としちまう、みたいな話をよ。お前さんそれと同じだぜ。あまりにも一点集中で人生をやってきて、いざそれを成し遂げちまったら、その後に何も残ってなかったんだろうなあ。要するにあれだ、ちょっと突っ走りすぎたな。突っ走ったあとにどんなレースをするべきだったのか、なーんにも考えてなかったんだよ。お前さんはお前さん自身を、スパルタンなＦ１マシンに育て上げてきて、見事チャンピオンになった。だけどＦ１のマシンじゃ一般の道路は走れねえんだよな』

　そうかもしれない。

　たかだか小学生の子供がいっちょまえに誓いを立て、金も地位も名誉もある名家を相手取って妹を奪い返すには、普通のやり方ではとても無理だった。

　目的をただ一点にだけ絞り、研ぎ澄ませた一撃を狙い定めて繰り出して、それでようやく達成することができたわけで。Ｆ１級かどうかはともかく、あまり融通の利かない、つぶしの利かないマシンが育ってしまったのは致し方ない。

『やりたいことがないのね、あっきーは』

　あるいは金髪の相方であれば、こんな風に鼻を鳴らすかもしれない。

『わたくしたちぐらいの年齢であれば普通、夢や希望のひとつやふたつは──叶かなうかどうかは別として──持っていてしかるべきでしょうけど。あなたにはそれがないのだわ。妹を取り戻すという、本当にただそれだけのために生きてきたからこういうことになるのよ。偏りのある人間というのは、一点突破の能力はあっても融通性に欠けるわね。やはりあなた、わたくしといっしょにお笑い業界の頂点を目指すべきよ。存在しないというなら与えてあげるわ、あなたの目的と為すべきことを』

　……ま、これも反論できないだろうね。

　お笑い云うん々ぬんの話を別にすれば、まったくもって真っ当な説だ。

　なんせ僕には夢がない。希望がない。

　宇宙に行ってみたいだとか、世界中のあちこちを冒険してみたいだとか、お金持ちになりたいだとか、オリンピックに出たいとか、そういう欲求がない。実を言えば女性に対してだって、なんか申し訳ないけどそこまで興味はない。

　なりたかった職業、ということであれば小説家がそれに当たる。だけどその欲求もすでに叶ってしまった。というか小説家になるというのは、手段であって目的じゃなかったから、なってみたところで興奮はない。

　そう。あえて言うならぜんぶ叶ってしまってるんだ。

　我ながら嫌味な話だけど、事実なんだからしょうがない。

　近ごろ原稿が遅れがちなのは、たぶんそのあたりが絡んでいるんだと思う。やる気はあるけど義務感が先に立つ。一生懸命やってはいるけど楽しんでやってるわけじゃない。だからどこかしら甘さが出てしまう。

　つまるところ真剣さが足りなくて──そんな立場でサイン会をやり、読者のみなさんと顔を合わせるのには、二の足を踏んでしまうわけで。

『覚悟が足りないね』

　あるいは銀髪の親友であれば、肩をすくめてこう非難してくるだろう。

『君の今の立場は、いろんなものを犠牲にして、あるいはないがしろにして、その上に成り立っているはずだ。思惑はともあれ今日まで姫ひめの小路こうじ兄妹の面倒をみてくれた、鷹たかノの宮みやと有あり栖す川がわの両家。僕との友情。君のわがままに付き合ってくれてる出版社のひとたち。君のおかげでデビューの座を失った新人作家候補──君が不義理をし、損失を与えてきた対象は、まったくもって多岐にわたる。それらに対して秋あき人とは思い入れがなさすぎるんだ。もちろん踏み台にした相手に対して何らかの責任を負わなければならない、という義務はないよ？　弱肉強食は世の常であり、慈じ悲ひと情愛が世界を支配しているわけでもない。だけどね、えてしてそういう輩は、人生を力強く踏み進んでいく資質に欠けるものなのさ』

　お説ごもっとも。

　僕だってなにも、自分が完全無欠な正義であるとは思ってないわけで。自分の信念に従って行動した結果、いろんな人にいろんな迷惑をかけたのは自覚してるわけで。

　後悔してるわけじゃない。

　だけど何もかもが正しかったと確信してるわけじゃない。

　あるいはもっとわがままに、退かぬ、媚びぬ、顧みぬ、の精神で、ゴーイングマイウェイを貫くべきなんだろうか？　いまの僕の中途半端さが、かえって周りに迷惑をまき散らす結果になってるかもしれない、と考えると、身につまされる思いがして、だけどその考えこそがまさに中途半端そのものである、というジレンマがあったり。

　スネに傷を持ち、将来に対して大いなる展望があるわけでもなく、日々原稿や雑務に追われ、他に道はなかったあれが正しかったと言い聞かせる、妹との生活だけが心の支えな男。それが姫小路秋人の真実である。

　普段は意識してないし、意識しないように努めてるし、なんなら笑って否定もするけどね。だけど真実はごまかせない。ごまかしようがない。

　いやはやなんとも。

　思えば遠くに来たもんだ。

　妹を守る、妹を取り戻す、という誓いひとつを胸に生きてきた未熟者はいま、思いのほか空虚でがらんどうである。

　引き続き誓いを守っていくのは当然として──この先いったい何をどうやって、人生を過ごしていくべきなんだろう。僕は何者になり、何処へ向かえばいいんだろう。

『そんなの決まってるじゃないですか！』

　空想するまでもなく、妹の熱弁が自然と思い浮かぶ。

『お兄ちゃんの向かう先なんて決まってます！　わたしとふたりでずっとずっと仲良く暮らすという未来、それ以外にありえません！』

　そうかなあ。

　ほんとにそうなんだろうか。

『ええそうですとも！　なーんにも心配いりません！　お兄ちゃんはお兄ちゃんのままで最高に素敵です！　お兄ちゃんのしてきたことはぜんぶ正しいです！　完全無欠のパーフェクトに正しいです！　その事実に疑いを挟む余地はありません！』

　ま、お前はそう言ってくれるだろうけどね。

　でもさ、近ごろはいろいろ考えちゃうんだ。

　いざ目もく論ろ見みを成功させて、お前を取り戻して、まずまず平穏な暮らしを手にしてみると、実はもっと別の、もっと円満なやり方があったんじゃないかって。

『いえいえとんでもない。何しろあの人たちは見栄っ張りで意固地ですから、お兄ちゃんが穏便に済ませようとしたって無駄だったに決まってます。そもそもわたしたちが引き離された件を思い出してくださいよ。いくら子供が相手だったとはいえ、まったく聞く耳持たなかったでしょう？　だからお兄ちゃんのやり方は正しくて、それでいて唯一のやり方でもあったんです』

　うーんそうか。

　いやでもほんとにそうかなあ？

　正直なところ恨みの気持ちがなかったわけじゃないし、わりと力ずくな選択肢を採とっちゃった自覚はあるんだけどな。少なくとも、いずれ和解できるような道筋はつけておくべきだったんじゃないだろうか？　絶縁に近い形で家を出てきちゃったけど、恩だってたくさんあるんだし、仲良くしておけば将来に繋つながることだってあるだろうし。

『ですからそんな気に病まなくていいんですってば。だってわたし、いまとっても幸せですもん。お兄ちゃんのおかげで、ほんとのほんとに幸せですもん。わたしたち兄妹にとってはそれがすべてです。そうしてわたしと幸せな家庭を作って、子供をたくさん作って、いっそのこと一家全員で野球チームを作りましょうよ』

　厳しいなあ。

　ほんとにね。いろんな意味でね。

『わたしとお兄ちゃんにならできますよ。わたし精一杯がんばりますから。あ、生徒会長もかわいそうなので仲間に入れてあげましょう。きっと球拾いぐらいには使えるはずです。那な須す原はらさんも、銀ぎん兵べ衛えさんも、それにありさちゃんも、マネージャーとかグラウンド整備とかは手伝ってくれるんじゃないでしょうか。あ、なんだか語っていたら本当に楽しそうなアイデアに思えてきましたね。やりましょうよお兄ちゃん』

　……ま、それはそれでいいかもしれないね。

　縁あって知り合ってひとつ屋根の下で暮らした仲間たちと、末永く交遊する。時には杯を酌み交わし、たまにはケンカもして、家族ぐるみで楽しく過ごせたら。たぶん人生においてそれ以上望むものはない。

　そしてきっと僕らの人生の延長線上には、何の不自然もなくそういうルートがある。

　そのつもりになってそれっぽい道を進めば、たぶん本当にそういう未来にたどり着く。

　でもさ。

　やっぱりたまに考えてしまうんだ。

　これでいい、これで正しいと自分に言い聞かせ、それが事実であると確信しても、それでもなお問いかけてしまうんだ。

　いまの僕と妹をみて
 、死んだ父さんと母さんはどう思うのかな
 、って。

　なあ秋あき子こ。

　お前はどう思う？





　……。





　…………
 。





　………………
 。





　答えはない。

　当たり前だ。もとよりこれは僕の空想の話。答えを空想できないものを思い浮かべることができないのは道理。

　やれやれ。

　僕も焼きが回ったな。

　アクセル全開でエンジンを吹かしてきたけど、いったんガス欠になればこのザマだ。無気力、不安、茫洋さ、その他もろもろのネガティブ要素がマーブル模様に入り乱れて、いまの僕にくすぶった煙をあげさせている。単に疲れてるだけかな？　だったらいいんだけどな──。

　……てなことを考えているうちに僕は眠りに落ちた。どうやら焼きが回る前に眠気が回ったらしい。

　まあ迷ってても仕方ない。

　今はとにかくやることが多くて手一杯だし、それに人生は長いんだ。僕がひそかに悩んでいる様々な事柄だって、いずれ解決することもあるだろう。いやきっと解決する。そう考えないとやってられない。

　でもってその時になって、僕はようやく心から、なんの迷いも曇りもなく、我が人生に悔いなしと謳歌することができるだろう。

　そんな未来を目指すためにも、まずはゆるりと休息を。

　おやすみなさい。





九月十六日









　翌朝。

　僕の目覚めは近年になく良いものだった。

　お目々ぱっちり。頭しゃっきり。視界に入るすべてのものがなぜか輝いて見えるし、空気がやたらとおいしく感じる。

　実際、窓の外を見れば空模様は見事な秋晴れで、残暑は限りなくおだやか。肌が汗でべとつくこともなく、空気にほどよいひんやり感があって、快適至し極ごく。ただ呼吸して生きているだけで人生の喜びを感じられるというこのミラクル。

「うーん。やっぱ正解だったな～」

　半身を起こして大きく伸びをしながら思わずつぶやく。

　というのは他でもない。昨夜は原稿を後回しにして、かなり早めの時間に布団に入ったのである。このところいろいろ立て込んでるし、締め切りは相変わらずやばめだけど思い切ってやっちまえ、ってことでたっぷり休息を取ったんだ。

　そしたらご覧の通り。効果はてきめん。

「こんなことならもっと早くやっとくべきだったか……」

　着替えをしながら後悔しきり。朝が気持ちいい、ってだけでこんなにテンションあがるんだな。まさしく早起きは三文の得。

　よーし。

　せっかく舞い上がってる気分なんだし、ちょっと学生寮の中を歩き回ってみるか！

「おはようございまーす！」

「お、おう？　おはよう姫ひめの小路こうじ秋あき人と」

　裏庭で剣術の稽けい古こをしていた会長さんが面食らう。

「グッモーニン！　元気してる!?
 」

「……ごきげんよう。どうしたのあっきー、クスリでもやってるみたいな顔をして」

　洗面所で歯磨きしていた那な須す原はらさんが眉をひそめ、

「いよう！　今日もいい朝だよな！」

「う、うむ。確かにいい朝だが、昨日も一昨日も似たような天気だったからね、今になってことさら主張することでもないと思うのだけど？」

　厨房で包丁を振るっていた銀ぎん兵べ衛えがもっともな正論で不安がり、

「おーっすありさ！　若いのにがんばってるねえ相変わらず！」

「お、おはようございます秋人にいさま。どうしたのですか今日は？　どこかお具合でも悪いのですか？　お医者さまを呼びましょうか？」

　……ちょっと調子に乗ってたのは事実だけど。

　戻ってくる反応すべてが、わりと不評なものばかりであった。

　うーむおかしい。確かに僕は、いつもだったら時間ぎりぎりに起きてきて、朝食にも間に合うかどうか微妙なのが常であり、なおかつ寝癖だらけの髪でトーンの低いあいさつばかりしているのも事実である。

　とはいえそれは日々いろんな仕事が積み重なり、いつだって睡眠不足なのが原因であって、本来その気になればもっとはきはきした好青年として振る舞うことができるし、現に長年にわたってそうしてきたのだ。仕事疲れのせいで少しばかりだらしなくなったのは、あくまでもここ最近の話である。他の人たちはともかく、銀兵衛とありさはそのあたりちゃんと知ってるはずなんだけどなー。なんか不本意だなー。

「おはようございますだぜこん畜生！　今日も可愛かわいいな秋あき子こは！」

　しかし今日の僕はめげない。

　高いテンションに身を任せ、玄関を掃き清めていた妹に声を掛けると、

「うひゃう!?
 　朝一番からハードなサービスが!?
 　一体どうしたんですお兄ちゃん、いつになくわたしにやさしいですね！　もっとやさしくしてください！」

　さすがである。

　疑問なんてカケラも差し挟むことなく、速攻で流れに乗ってきた。

「よしよし。お前はやっぱりいい子だな」

「その通りですお兄ちゃん。わたしはとてもいい子です。なのでもっと褒めてください」

「うんうん、さすが秋あき子こは僕の妹だよ。世界一の妹だね。いや宇宙一の妹だよね」

「はい、実はそうなんですよ。秋子は空前絶後に最高の妹なんですよ。なのでお兄ちゃんは、わたしの頭を撫なでてくれてもいいと思います」

「よしよし。今日は特別に言うことを聞いてあげようかな。……ほれ、こんなんでどうだ？」

「うわわわーい！　お兄ちゃんの撫で撫で！　なんということでしょう本当にやってくれるとは夢のようであり事実として夢であって五里霧中！　天上天下唯我独尊と言っていいですよこれは！」

「何気にお前もテンション高いな……よし、じゃあスペシャルサービスでほっぺたも撫でてあげようか」

「わほーう！　お兄ちゃんにほっぺを撫でてもらえるこの幸福！　ハッピーラッキーアイアムアキコ！　この世はまさに愛の戦国時代であり、わたしとお兄ちゃんはさしずめ川中島で密会する徳とく川がわ家いえ康やすと濃のう姫ひめみたいなものですね！」

「なにを言ってるのかまったくわからんが、機嫌がいいのはよくわかる。よし、じゃあもっと機嫌をよくするために背中も撫でてあげよう」

「きゃはーん！　これはまた幸せのおかわり無料の食べ放題状態！　頭、ほっぺときてなぜ背中なのかまったくわかりませんけど、やさしく介抱されてる感がひどく心地いいですね！　完全に健康体のわたしですけど、こんなケアをされたからにはあと百年ぐらいは長生きできそうな予感がしてきますよ！」

「はっはっは。苦しゅうない、堪能するがいいぞ～」

　何なんだこの展開は。

　と我ながら思うけど、ノリ始めたら人間こんなものである。ブラコン対策としてスキンシップはだいぶ制限してきたことだし、たまにはこういうサービス的な息抜きがあってもいいだろう。

「ところでお兄ちゃん」

　流れが一段落したところで秋子が素に戻り、

「なぜ今日に限って、お兄ちゃんのテンションがそんなに高いんでしょうか？」

「うむ。ようやくその質問がきたね。普通は最初にくるんだけどね」

「まずは流れに身を任せてみようと思いまして」

「その積極性は評価する。……で、僕のテンションが高い理由だけど、他のみんなは何もわかってくれなかった。だけど秋あき子こなら理由を当ててくれると信じてる」

「わあ。無む茶ちやぶりですねえ」

「それは僕がお前の兄だからさ。兄ってやつは、妹に無茶ぶりをするよう遺伝子に組み込まれた生き物なんだ」

「無茶理屈ですねえ。まあそんなお兄ちゃんも素敵ですけど、でも当てるのは無理がありますよう。お兄ちゃんのそのテンションって、あんまり理由がなさそうなんですもん」

「うーん。だめかなこういうの」

「はい。だめです」

「じゃあ理由を当てられたら何でも言うことをきいてあげよう」

「お任せを！　必ずや当ててみせます！」

　ノリのいい妹だった。

　これだけこっちのサービスに合わせてくれると、ちょっとぐらいは贔屓してあげたくなるね。よし、ハズレたとしても何かご褒美をあげることにしようか。

「ええとですね、わたし思うんですが」

「うむ。言ってみなさい」

「お兄ちゃんは昨日の夜、早めの時間に寝てたみたいなので。たぶんそれが理由なんじゃないかなー、と。よくよく見ると顔色もいいですし、目の隈もいつもより薄い気がしますし、たぶん睡眠時間を多く取れたから体調が戻ってきてるんじゃないでしょうか」

「どひゃー!?
 」

　ずっこけてしまった。

　なんてこった。まさかの一発回答だと……？　この妹、あなどれないとは思っていたけど、あまりにもあなどれなさすぎる！

「えーっと。秋子？」

「正解でした？　ハズレでした？」

「いや正解だったんだけどさ。ものの見事に」

「わあい！　これでお兄ちゃんに何でも言うことを聞いてもらえるんですねっ！」

「いやまあ、確かに勢いで言っちゃったことではあるけどさ……ていうかその前に訊ききたいんだけど。なんでそんな一発でわかっちゃったの？」

「なぜかと言えば、それはわたしがお兄ちゃんの妹だからです」

「あんまり理由になってないぞ、それ」

「いえいえ立派な理由ですよ。わたし、お兄ちゃんのことは毎日ちゃんとしっかり見てますもん。見てるから体調の変化にも気づきます。他の人たちが気づかないことも、ちゃーんとわたしは気づけるわけです。この点がにわかで凡百のお兄ちゃん好きとはちがう、わたしが真実のお兄ちゃん好きであることの証明なんです」

「ぬう……実際にお前だけが気づいたという実績もあるし、ドヤ顔でふんぞり返られても反論できん……っ」

「うふふ。もっと秋あき子この実力を評価してくれていいんですよ？」

「いやちょっと待て。よく考えたらなんでお前は僕が昨日の夜、早めの時間に寝たってことを知ってるんだ？　部屋は別なんだしわかりようがないはずだろ？」

「安心してくださいお兄ちゃん。わたし、隠しカメラとか盗聴マイクとかは仕掛けていませんから」

「途端に不安になってきた！」

　ぜんぜん安心できんぞこら。

　まさかとは思うがこの妹、やってはいけない一線を踏み越えてしまったのか？　お兄ちゃんは情けないぞ？

「ですから仕掛けてないですってば。どれだけ信用ないんですかわたし」

「いやまあ秋子のことだから。やっててもおかしくないかな的な」

「わたしそういうことはしません。常識があって空気の読める、信頼と安心の妹ですから。わたしが踏み越える一線は、お兄ちゃんとの禁断の関係だけです」

「じゃあどうやって知ることができたんだ？　僕が早い時間に寝たかどうかなんて、のぞき見でもしてなきゃわからないだろ普通」

「簡単な話です。気配でわかります」

　いや簡単じゃないよ。

　むしろ達人の技だよ。

　昨夜の僕は部屋の明かりをつけっぱなしだったし、けっこう長いあいだ布団の中でじっとしてたはずだよ？　しかも僕の部屋と彼女の部屋ってけっこう離れてるよ？　気配なんてそうそう感じられるものじゃないよ？　やっぱただ者じゃないなこの妹……。

「いつもとパターンがちがいましたから」

　と秋子は付け加える。

「お兄ちゃんが深夜にお仕事をしている時は、もっとぴりぴりした空気が伝わってきますから。キーボードを叩たたく音とかは届いてこないんですけど、もっとこう、お兄ちゃんが頭を抱えてる雰囲気みたいなのが肌で伝わってくるというか、うーん……とにかくなんだかわかってしまうんですよね。他の人の気配なんかはぜんぜんわからないんですけど。なにせわたしの感覚はお兄ちゃん専用にチューニングされてますので」

「スキル自体はすごいと思うけど、まったく褒める気になれない上に使いどころが他に見当たらないところが悲しいぜ……というか」

　ふと気づいて、

「じゃあ秋あき子こって、昨日の夜はけっこう寝るのが遅かったってこと？　僕は確かに昨日はけっこう長く寝たけど、寝入ったのはそれでも丑三つ時を過ぎてたはずだよ？」

「ですね。そのくらいの時間にはなってたかもです」

「ですね、って……ちょっと寝るの遅くない？」

　普段から僕の就寝時間が遅いのは、原稿仕事をやってるからしょうがないとして。秋子までそんな遅く寝るのはどうなんだろう。だって彼女は僕と違って、朝早く起きていろんな家事をこなしてるわけで。

「大丈夫ですよ」

　秋子は笑って言う。

「あくまでも好きでやってることですから。せっかくお兄ちゃんとひとつ屋根の下に暮らしてるんですし、できるだけお兄ちゃんと同じ時間を過ごしたいといいますか。たとえ部屋は別々でも、少しでもお兄ちゃんを近くに感じていたいといいますか。お兄ちゃんがいっしょうけんめい働いてるのにわたしだけ寝てしまうのは、ブラコン世界チャンピオンとしての沽券に関わるといいますか」

「ついに自分で名乗り始めちゃったよこの子……いやていうかさ。その話しぶりだと毎晩かなり遅くまで起きてる的な？　ひょっとして僕が寝るまでお前も付き合って起きてるとか、そういうこと？」

「大丈夫です。わたし、半分眠りながらお兄ちゃんの気配をトレースするという技術も身につけてますので。決して睡眠時間が足りてないわけじゃないんです」

「それはそれですごい技術だから感心するけど、なんでお前はそういう特殊技術ばかり習得していくんだ……」

　呆あきれる僕。

　と同時に不安にもなり、心配にもなる。

　彼女って、こんなにブラコンでいいんだろうか？

　もちろん僕は妹のことを末永く守り育てていくつもりだけど、兄妹の仲が良すぎることのマイナス面も決して小さくはないんじゃないかと──いっしょに暮らし始めて半年になろうとしてるいま冷静に考えると、今さらながらそんな考えが頭をよぎったりしなくもないというか、その点はけっこういろんな人から何度も指摘された的な。

　いや、大丈夫だとは思うよ？

　僕と秋あき子こがお互いへの愛情を保ち続けている以上、何があっても乗り越えられるというか、六年越しで醸じよう成せいされた絆きずなは伊だ達てじゃないというか。僕らはいま間違いなく幸せで、妹を取り戻すにあたっては必ず彼女を幸せにすると誓い、そのためには何でもすると心に決めて、それに恥じないだけの態度と行動を示してきたつもりで。

　だから大丈夫。胸を張っていいんだ僕は。

　不安と心配は当然のことではあるけど問題ない、ちゃんと物事を正しい方向に導けるだけの器量を、僕は備えているはずだから。その実績も証明してきたはずだから。

　そう、もう少し妹を信じよう。

　彼女は他ならぬ、僕の大事な妹なんだから。

「ところでお兄ちゃん」

　僕が自分に言い聞かせてる一方で、秋子はにこにこしながら、

「さっそくですが、約束を守ってもらっていいでしょうか？」

「約束？」

「どうしてお兄ちゃんの機嫌がいいのか当てられたら、っていうさっきのアレですよ。まさか忘れたとは言わせません」

「あー……そうね、確かにね、約束したね」

「というわけでわたしからのお願いをひとつ──」

「結婚してください、とかはダメだよ？」

「大丈夫です。そういうお願いじゃありません」

「一晩ベッドでいっしょに過ごしてほしい、ってのもＮＧね？」

「はい了解です」

「キスしてくれとか言われても聞けないよ？　抱っこもノーだし、頬ほおずりもアウト──」

「ですからそういうお願いじゃありませんってばっ」

　ぷんすか憤慨する秋子だった。

　ふむ、そうなのか。

　てっきり彼女のことだから、それ系のお願いをしてくるものだとばかり。なんせこれまではそういうパターンばかりだったからさ。

「ええとですね、わたしのお願いはですね」

　はにかみつつ秋子は言う。

　余裕の態勢でもって僕は聞く。

　そしてこの後十秒も経たたずに、軽はずみな言動を後悔する羽目になる。

「リリアナ祭で開催するサイン会で、お兄ちゃんが新しん藤どう光こう一いち郎ろうであることを明かしてほしいんです。明かして、お兄ちゃんのこの先のキャリアを明るいものにしてもらいたいんです。それがわたしのお願いです」

「……あー」

　甘くみてた。どうせいつものお願いパターンになるとばかり。

「どうでしょうかお兄ちゃん。わたしのお願い、聞いてはもらえないでしょうか」

「ん、いや。それはね。まだ考え中というか」

「わたし嬉うれしかったんです」

　目が泳ぐ僕とは裏腹に、秋あき子こは真剣かつ熱意をもって、

「新藤光一郎が、わたしの大好きな作家さんの正体が、まさかお兄ちゃんだなんて。夢みたいな話だと思いましたし、いまでも夢じゃないかと疑ってるくらいで、神じん野のさんに何度も確かめてもまだ信じられないくらいで。最初にそのことを聞かされた夜はぜんぜん眠れませんでした。いいえ、実を言えばそのあと何日も寝られなかったくらいです。そのくらい興奮しました。ほんとに夢みたいでした」

「お、おう。せやな」

　さらに目が泳ぐ。

　正直なところ触れられたくない話題なんだよね……考えてもみてほしい。妹が自分の書いてる小説、それもエロス満載の小説のファンだったとして、いったいどんな顔して会話すればいいというのか。ましてそれが兄妹の近親愛をフューチャーした作品だったとしたら、僕じゃなくても頭を抱えるのが普通でしょ？　幸いにして、というか何というか、妹が兄の小説の内容を盾にして迫ってくる、みたいな展開はないけど、それも時間の問題というか、僕がなるべく触れないように避けてるというか、

「長年の夢が叶かなって、お兄ちゃんといっしょに暮らすことができて、それはぜんぶお兄ちゃんのおかげで。だから今度はわたしがお兄ちゃんに恩返しをする番だと思ってて」

「いやいや恩返しなんて。考えなくていいよそんなの」

　むしろあれだ。

　サイン会の件だとか、僕が作家であることとか、僕の作品に関することとか、そういうトピックスに触れないでいてくれることが一番の恩返しだよ──とは思っていても口にできない。

「それじゃだめですよ」

　だけどこっちの気も知らず、妹はがつがつ押してくる。

「わたしはお兄ちゃんの妹であると同時に、新しん藤どう光こう一いち郎ろうのファンでもあるわけで。その立場から言わせてもらいますと、というかもう何度も言いましたけど、今のままの路線じゃすぐに限界になっちゃいます。そしてそれは誰も望んでいないことです。お兄ちゃんはたくさんの理由から、いろんなもののために、一歩を踏み出さなきゃいけないんです」

　いつになく真剣である。

　と同時に、まったく退こうとする気配を感じない。

　驚きと戸と惑まどいを覚える──こんな妹の姿をかつて見たことがない。これも彼女の成長の跡なのかと肯定する気分と、ちょっとばかり閉口する気分とが並び立ち、さらには昨晩ひとりで悩んでいたあれこれとか、不本意なサイン会をやらされようとしてる不満とか、いろんなものが入り乱れて、なんだか頭の中がごちゃごちゃになる。

　まるで落とし穴にでも嵌まってしまった気分。

　それも完全に舗装された街の道路の真ん中に、うまいことカモフラージュされてたタチの悪い落とし穴だ。おかしい。ついさっきまで妹とは楽しく愉快な時間を過ごしてたはずなのに、一転してこんなに追い詰められるなんて。

　これはいけない。

　元の路線に戻らなきゃいけない。アスファルトがきれいに敷かれた、安全でなんの不安もない道路に急いで戻らなきゃ。

「……いやあ！　さすがは秋あき子こだなあ！」

　さっきまではそう、こんなテンションで楽しくやれていたはずなんだ。

「僕のことをそこまで考えてくれてるなんて、さすがとしか言いようがない！　ブラコン世界一の称号は伊だ達てじゃないね！　兄想いの最高な妹だね！　しかも美人で可愛かわいいし言うことないね！　いよっ、大統領！」

　声を張り手を叩たたき、全力で褒めちぎる。

　窮余の策ではあるけど、お世辞でも追従でもない。本音でいくらでも褒められるさ。

「しかし秋子はどうしてそんなに素敵な妹なんだろね？　料理も洗濯も掃除もなんでもござれだし、勉強もできるし、学校でも人気者だし、それになにより素直だし、僕の言うことをよく聞いてくれるし。正直言って理想だね。お前はこの上なく理想的な妹で、ブラコン妹世界一なのは当然として、ただ単純に妹としてもワールドチャンピオンだと僕は確信するよ。これはあれだな、頭を撫なでるとかじゃ足りないな……よし今日だけの特別だ。抱っこを許可しよう。好きなだけぎゅーってしてあげるから、ほらおいで？　他の人たちに見つからないうちにさ」

　両腕を広げ、全力でお迎えの体勢を整える僕。

　ふふ。自分で言うのもなんだけど、これはまさに最終手段──秋あき子こが何をおいても欲するご褒美であり接触プレーであり、このエサを前にしては猫まっしぐらの妹まっしぐら、たちまち尻尾を振って食いついてくるのは間違いなく、

「…………
 」

　……むむ？

　なにやら妹の反応が予想とちがうぞ？

　いつもなら『きゃっほーい！』って感じで一も二もなく飛びついてきて、あっはっは甘えんぼさんめ、頬ほおずりは許可するけど十秒だけだぞ、みたいな流れになるはずじゃん？　なのに今の妹ときたら、眉間に見慣れぬ皺を刻み、くちびるをへの字に曲げ、ぐさぐさと刺すような視線で僕を見ていて、

「お兄ちゃん」

「お、おう？」

「わたし、真剣にお話をしています。とても真剣に。お兄ちゃんの将来に関わることですから」

「うん、そうだね。そりゃあそうだようん」

　こくこく頷うなずきながら、

「僕だって本気さもちろん。だって自分のことだからね。しかも作家としてのキャリアの分岐点だからね、真剣のド真剣さ言うまでもなく」

「そうですか。だったらいいんですが」

「いやでも、やっぱちょっとねえ？　どうなんだろね、今になって顔出しのサイン会ってのは。これまでずっと覆ふく面めん作家で上う手まくやってきたんだし、それをいきなり学園祭でバラしちゃうってのはなあ、どうにもこうにも。もちろん効果はあると思うよ？　神じん野のさんにも出版社にも恩返しできるし、学園祭にも貢こう献けんできるし、メリットはたくさんある。でもやっぱ、うーん……二の足を踏む、ってのが正直なところかな」

「そうですか。わかりました」

　と言って秋子は笑った。

　彼女の持ち味である、満開のひまわりみたいな笑顔ではない。眉をハの字に下げた、いわゆる困り笑いに属するものだったけど、それでも僕は安心する。ずいぶんと久しぶりに妹の笑顔を見た気がして、心拍数が二割ぐらいは落ち着いたと思う。

「サイン会も顔出しも、無理にやらせるようなことはもちろんできません。わたしにできるのは提案とお手伝いだけ。すべてはお兄ちゃん次第で、お兄ちゃんが決めるべきことですから」

　まなじりをつり上げた顔なんて彼女には似合わない。

　やっぱり秋あき子こは笑顔がいい。

　なんとなれば彼女の笑顔を取り戻すためだけに、僕はあれこれ策動してきたのだから。

「やり方を考えよう、って話でさ」

　さらに僕はフォローを加える、

「別にサイン会をやらないわけじゃないし、ちゃんと盛り上げるようにも持っていくつもりだよ？　一応これでもそれなりにファンのついてる作家だし、新しん藤どう光こう一いち郎ろうの初サイン会ってだけでも集客は見込めるだろうしさ。だいじょうぶ、なんとかするよ。神じん野のさんだって力を貸してくれるはずだし。秋子だって手伝ってくれるんだろ？」

「はい。それはもちろん」

「だったら問題ないよ、いけるいける。もし仮にだめだったとしたら、それこそその場で顔出しでもなんでもして盛り上げる。どう？　これならいけるよね？」

「はい。いけますきっと」

　笑顔で頷うなずいてくれる妹を見てホッと一息。

　どうやらフォローは成功、これで枕を高くして眠れる、ってまだ朝だしたっぷり睡眠をとったばかりだっつーの！……という自分つっこみができる程度には余裕ができた、と安心したのだけど、

「今日のところは引き下がりますが」

　玄関の掃き掃除に戻ろうとした妹が。

　迷った末にゴーサインを出した時みたいな顔でこちらに向き直り、言いづらそうにほっぺたをぽりぽり掻かきながら、

「でもお兄ちゃん、ひとつだけ言わせてください」

「うん。なに？　いちおう言っておくけど顔出しは──」

「わたしが自分の一存で勝手に言い出したことでもありますから、こんなこと言うのは筋違いかもしれませんけど」

　蔑みの色がなかっただけマシかな、と後になってみて思ったものだけど、この時の僕にはそんなことを考える余裕はない。

　ただ妹の笑顔が、僕の好きなひまわり系のものではなく、ふたたび困り笑いになってるのをみて不安な気持ちになって。

　そして彼女はこう、言ったのだ。





「進むべき道がわかってるのに一歩を踏み出せないお兄ちゃんは、あまり格好よくないと思います──いえ、もっと素直に言い直します。そういうお兄ちゃんはわたし、ちょっと嫌いです」
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　生意気言ってごめんなさい、と妹は言った。あの後すぐ。

『だけどこれはわたしの本心です。いまのお兄ちゃんは、いい方向に進んでいるようには見えません。なのであえて言いました。ごめんなさい』

　それに対する僕の答えはこうだった。

『ありがとう秋あき子こ。決して言いたくはないはずのことを、それでも言ってくれるなんて僕は感動した。お前はやっぱり妹の鑑だよ。世界チャンピオンにふさわしい妹だ。お前が忠告してくれたことを胸に、僕はこれから先の道筋を慎重に決めていこう……おっと、ちょっと長話しすぎたかな？　そろそろ朝ご飯の準備ができてるころだね。あまり待たせると銀ぎん兵べ衛えが角を生やすし、ぼちぼち行こうか』

　……うん。

　確かこんな感じ。

　その後は特にどうということはない。予想どおりご機嫌ナナメだった銀兵衛をなだめつつ、みんなで朝食を平らげ、あわただしく片付けやら準備やらをして学園に向かい、また忙しい一日が始まって、たちまち一日が終わった。なんせリリアナ祭の準備が佳境である。正直なところ考えてる余裕なんてない。生徒会で雑務処理をし、文化祭実行委員会で十じゆう乗じよう寺じさんのフォローに追われ、学生寮に戻って進まない原稿に向き合い、神じん野のさんと諸々の打ち合わせをしてたら、あっという間に消灯時間である。

　ただし考えるヒマがまったくなかった、というわけじゃない。

　ふとした瞬間、ほんの数秒でも時間が空くと秋子のことを考えた。

　何を考えてたって？

　決まってる。我が妹に対する絶賛の言葉の数々だ。

　いやはや、認識を改めなきゃいけないね。子供だ子供だと思ってた彼女が、まさかあんな発言をするなんて。ただただ兄を慕い、ただただ兄を全肯定するだけじゃなく、間違っていると判断したことはちゃんとそう口にするなんて。

　おどろいた。

　と同時に、僕は誇らしい気持ちになる。

　あいつはもう、立派に一人前なんだな。

　これまでも僕がいないところでは、彼女はきちんと独り立ちした人間として活動してて、周囲からの支持も篤あつかった、ということは知っていた。だけど僕の前じゃ彼女は、あくまでも妹であり子供であり、六年前とまったく中身が変わってないようにみえて──だからつい、判断を誤っていたんだ。まったくもってしくじっていたんだ僕は。

　再度言おう。認識を改めなきゃいけない。

　姫ひめの小路こうじ秋あき子こはただのブラコンじゃなかった。立派だ。僕の誇り、いや姫小路家の誇りだ。

　そして心からの祝福を贈ろう。おめでとう秋子。お前は僕が知らないあいだに見事な成長を遂げた。兄としてこんなうれしいことはない。

「……秋あき人とさん？」

　三日が経たった今もその気持ちは変わらないよ。

　いや、むしろ強まってるくらいだ。妹に対する賞賛は次第に尊敬の念へと代わり、割れんばかりの拍手でもって彼女をあげあげしたい気分でいっぱいだ。

「秋人さん？　あきとさーん。あーきーとーさーんってばっ」

　あげあげしたい？

　いいやちがうな。僕はむしろ撫なで撫なでしたいぞ？　すっかり一人前になった妹を僕は大いに褒めてあげて、ご褒美をたくさんたくさんあげたいぞ？　てことは、ある意味あげあげだから別にいいのか。ちがってはいないな。つーか何の話だ。とにかく僕が言いたいのは、秋子が最高の妹であり、なおかつ人間的にもこの上なく素晴らしい子であり、どや、あの子は僕の妹なんやで、ってことであり、

「くおら秋人さん！　話を聞けーっ！　聞けってばー！」

「…………
 へ？」

　我に返った。

　目の前に十じゆう乗じよう寺じさんのむくれた顔がある。

「わ、わおっ!?
 」

　あわててのけぞってしまう。なんせ彼女の顔はほんとに目と鼻の先、肌の温度を感じるほどのすぐそこにあったので。

「び、びっくりした……なんですかもう、そんな顔を近づけて」

「あっ。は、はい、すいませんすいません、ついうっかり！」

　バネ仕掛けみたいに背を反らせ、コンマゼロ秒で距離を取る十乗寺さん。

　その意外な運動能力の高さにおどろきつつ、というかここどこだっけ、というボケた自問も一瞬。完全に僕は我に返った。

　あーそうだ、そうだった。僕はいま、十乗寺さんといっしょに、とあるレストランに来てるんだった。

　時刻は夜。体感だけどたぶん九時ぐらい。

「で、でも、秋あき人とさんも悪いと思いますよっ」

　十じゆう乗じよう寺じさんが遠慮がちに、

「ワタシの話をぜんぜん聞いてないですし、それだけならともかくせっかくのお料理にも手をつけずに冷ます一方ですし。それにワタシが何度も何度も呼びかけてるのに応えてくれませんし」

「む。そうですか。いやそうでしたね」

　事実だと思う。

　今こうして思い返してみると、店に入って以降の記憶がほとんどない。十乗寺さんとはせいぜいひとことふたこと会話を交わしたくらいで、あとは出されるまま料理を口に運び、飲み物を飲み干し、そこそこ長い時間を過ごしたような、過ごしてないような。

　ていうかどんな流れでここに来たんだっけ？

　うーん。

　うーん……。

　あ、そうだ。学校帰りだ。

　いつものように文化祭実行委員会に出向して、いろんな仕事を片付けて、それからこれまたいつものように十乗寺さんに誘われて、食事に付き合うことになったんだっけ。彼女の誘い方って必死さがにじみ出てるから、つい同伴しちゃうんだよなあ。

「何かあったんですか？」

　と十乗寺さん。

「秋人さん、今日はずっとぼんやりしてるように見えます。とても上の空で、雲の上を歩いてるみたいな様子です。何かあったならぜひ聞かせてください。力不足ながら相談に乗らせてもらうです、はい」

「いやいや。何もないですよ。ホント」

　目の前のグラスに入った飲み物を手に取りながら、僕は首を振る。

　なんとなく店内に視線をめぐらす。

　コンクリ打ちっ放しの壁に、間接照明の淡い光。さりげなく、控えめに配置された一輪挿しなどの調度品。とても品のいい──だけど狭いお店だ。席はカウンターのみで八つ。スタッフはマスターがひとりだけ。お客も僕と十乗寺さんのひと組だけ。

「秋人さんはうそをついています」

　十乗寺さんもまたグラスを口に運びつつ、

「何もない、ということはぜったいないです。ぜったい何かあったはずです」

「はあ。断言しますねえ」

「ええ断言しますとも。秋あき人とさんとは短いお付き合いですが、浅いお付き合いではありません。文化祭における運命共同体だとワタシ思ってます。ですからそのくらいのことはわかります。といいますか正直なところ、初対面の人間でもわかります。そのくらい秋人さんの様子はおかしいです。ワタシ断言します。命賭けてもいいです」

「うわー。あっさり大事なの賭けちゃったよこの人」

　呆あきれつつグラスを空ける。

　追いかけるように十じゆう乗じよう寺じさんもグラスの中身を飲み干して、

「だからこそ、お互い忙しい中でも今日はお誘いした、ということもあります。悩み事があればぜひ話してもらいたいです。秋人さんはワタシのサポートをしてくれる大事な人ですし、文化祭の準備も佳境に入っていますし、ここでもしものことがあると大変こまるのです、ハイ」

「そっかー、そうでしたかー。それはどうも、気を遣わせちゃいまして」

　僕はグラスに口をつけながら礼を言う。

　……って、さっき僕グラスを空けたばかりな気がするけど、なんでまた中身が入ってるんだろう？　まさかとは思うけど、無限に中身がわき出してくる魔法の杯だったのかこれは？　いやいやんなわけない、単にこれはマスターがさりげなくおかわりを注いでくれただけのこと。さすが、雰囲気のいい店は質がちがうね。気が利いてるね。

　しかしそうか。

　今日も寄り道しちゃったんだな。

　毎日ではないけどここ最近、けっこうな確率で十乗寺さんと食事兼打ち合わせをしてるからなあ。また夕食を一緒できないと言って秋あき子こが怒るだろうなあ。

　うん、秋子ね。

　秋子かあ。

　秋子、秋子……。

「ど、どうしたんですか秋人さんっ!?
 」

「えっ？　何がです？」

「何がですじゃないですよっ、ものすごく真っ青な顔して危険な感じですよっ。薄暗い店内でもわかるくらい血の気がないですよっ」

「はあ、そですか。あんま自覚はないんですけど」

「すいませんすいませんワタシ何か言っちゃいましたか？　よくない領域に入りこんじゃいましたか？　地雷を踏んじゃいましたか？」

「いえいえ地雷だなんてそんな。僕に地雷なんてものは存在しないですよははは」

「か、乾いてる……秋あき人とさんの笑顔がカラカラに干からびてます……！」

「だいじょうぶだいじょうぶ。さあそんなことより食事を楽しみましょう。せっかくの料理が冷めちゃう前に」

　と言って僕はパスタ皿にフォークを突っ込むのだった。

　ちなみに料理はとっくに冷めていた。だけどいいんだ。このお店の料理は冷めてもちゃんとおいしいから。もう何度か十じゆう乗じよう寺じさんに連れてきてもらってる店なので、勝手はわかってるし。どうやらここ、彼女の知り合いが経営してるバーレストランらしいんだよね。

「……で、さっきの話の続きですが」

「はあ。続きって何でしたっけ？」

「やっぱり聞いてなかったんじゃないですか秋人さん」

　むくれつつもそれ以上の追及はしてこず、

「ワタシ、秋人さんには本当に感謝してるんです」

「はあ、ども。光栄です。……で、感謝って何を？」

「こうしてワタシにお付き合いしてくれることを、です」

　ふたたびグラスの中身を呷りつつ、

「お食事に誘えば、忙しいはずなのにこうして付き合ってくれますし。委員会ではワタシのサポートをしっかりしてくれていますし。そもそも出向するのも本意ではなかったはずなのに、ちゃんと仕事をしてくれています。これはとてもありがたいことなんです」

「うーんそうですか。お役に立ててるなら光栄です」

「その感じだとぜんぜんわかってないです秋人さんは。ワタシは本当の本当の本当に感謝してるんです。ワタシには実行委員会の人じゃない、外部の人の助けが必要で、それで恥を忍んで二に階かい堂どう会長にお願いして、そして理想的な人材に巡り会えたんです。秋人さんがまさにそれなんです」

「そ、そうなんです？」

　身を乗り出す十乗寺さんにのけぞる僕。ですから近いんですってばあなた。鼻と鼻がくっつきそうになってますからマジで。

「こう見えてワタシ、委員会ではものすごく気を張っています」

　ため息をついて、

「非才の身で委員のみなさんをまとめていくには、いろんなことに気を配っていかなくちゃなりません。ワタシはこういう性格ですし、どうにかこうにかみなさんに担がれる形でバランスを取っていますが……秋人さんも知ってのとおり、委員のみなさんは能力はともかくとして、クセのある人が多いですから」

　これは事実である。

　学園の一大行事を仕切る委員に選ばれるのは、名門校の優秀な生徒たちの中でもほんの一握りだけ。生徒会ほどじゃないにしても一ひと筋すじ縄なわではいかない人材が集っていて、一種の梁りよう山ざん泊ぱくみたいな雰囲気が多々あるのだ。

　ついでに言うと彼らって、やっぱ生徒会への対抗意識はあるっぽくて。最初に僕が歓迎されたのも、他ならぬ生徒会から人材を引っ張ってきたことに対するドヤ感がすごく強かったんだよね。この時期ばかりは主役を食ってやる、みたいな熱意をひしひしと感じて、それが結果にうまく結びついてるというか。

　ちなみにその対抗意識を、十じゆう乗じよう寺じさんは上う手まく煽って利用してる感じなんだけど、

「で、秋あき人とさんは何をお悩みで？」

「はあ。何がです？」

「でーすーかーらーっ。秋人さんが何か悩んでるのは明らかで、お見通しで、それを聞くためにこうして食事の場を設けてるんですってば。いい加減素直になってくださいよ。そして白状しましょうよ。そうすれば楽になりますよ」

「いえいえ。何も悩んでないですから。いやほんとに」

「あのですね、一応ワタシはいま現在あなたの上司で、あなたは部下で、部下の管理もできないようじゃ上司失格で、今もし秋人さんのモチベーションが下がったりするとけっこう死し活かつ問もん題だいになる可能性だってあるんですわりと本気で。ていうかそういうの抜きにしても、ワタシはもうあなたの他人じゃないつもりなので、つまりひとことで言うとそろそろ吐いてください」

「いやいや。わからない人だなあ十乗寺さんも。何度も言いますけど別に僕は」

「シャラーップ！」

　遮られた。

　大声でぴしゃりと。有無を言わさず。

「往生際が悪いにも程がありますよ秋人さん。この際ですからはっきり言いますが、あなたはふにゃちんです。あまりにもふにゃちんすぎる。男なら、武家の生まれならば、堂々と腹の中をさらしてご覧なさいっ」

「いや僕、武家の生まれじゃないんで」

　ていうかふにゃちんて。

　僕、女の人からそんな単語が飛び出るのを初めて目の当たりにしました。

「いいですか秋人さん」

「は、はい。なんでしょう」

「あなたが今ここで、へこんでいる理由を聞かせてくれないなら。ワタシ切腹します」

「それやめて。マジで」

　真顔かつ即座に否定する僕。

　なんせ冗談に聞こえないんだよね。この人には前科がありすぎるんだよね。

「まあ切腹は冗談ですが」

「はい。是非ともそうであってほしいです」

「あ、ちなみにこの間のは冗談じゃないですよ？　ほら生徒会室の時の」

「知ってます。あの時は目がマジでしたから。ていうか前から言おうと思ってたんですけど、ああいうのやめてくださいよ十じゆう乗じよう寺じさん。心臓に悪いですから」

「だいじょうぶです。いまどきお腹なかを切ったくらいじゃ簡単には死ねませんから」

　実に簡単そうに言ってくれる十乗寺さんだった。

　そりゃまあね、医療技術は日進月歩ですからね。すぐに処置して病院に運べばなんとかなる率は高いでしょうけどね。

「ていうかおかしくないです？」

「と、いいますと？」

「このご時世に光モノ持ち歩いてて、事あるごとに腹を切るとか切らないとか。普通じゃないですよ。しかも武家がどうとか言ってますけど、あなた女の人でしょ？　一体どういう教育されてんですか」

「まあそういう家柄ですから。てへっ」

「くそっ。ぜんぜん悪びれた様子がないぜ……！」

　これはあれだ、根っこから問題ありまくりのパターンか。おそらく鷹たかノの宮みやとか有あり栖す川がわと同じタイプ……何を言ってもたぶん無駄だな。面倒くさいな。もう放ほう棄きだな。ていうかこの人、テンション上がってくるとなんだか秋あき子こみたいなノリになってくるな。

　うん、秋子ね。

　秋子かあ。

　秋子、秋子……。

「ど、どうしたんですか秋あき人とさんっ!?
 」

「えっ？　何がです？」

「何がですじゃないですよっ、ものすごく真っ青な顔して危険な感じですよっ。薄暗い店内でもわかるくらい血の気がないですよっ」

「はあ、そですか。あんま自覚はないんですけど」

「だからさっきから言ってるでしょうっ？　そんなに悩むならワタシに話して──」

「嫌です」

「あーもうっ！」

　両手で頭をかきむしり、二本の三つ編みをぐいぐい引っ張り、さらに何杯目になるか知れないグラスの中身を飲み干す十じゆう乗じよう寺じさん。

「よーしわかりました。じゃあワタシから言います。ワタシから白状します。実はワタシ、文化祭実行委員なんてこれっぽちもやりたくないんです」

「いやいや白状とか言われても……って、え？　そうなんですか？」

「そうなんです。ワタシ一年生の時から生え抜きの文化祭実行委員ですけど、望んで所属していた時期はこれっぽちもありません」

　目の据わった顔でカウンターテーブルに視線を落としながら、

「なんだか流れで担ぎ出されて、いっしょうけんめいやってたらフワッと結果が出て、あれよあれよという間に委員長の座に納まって、毎日息をするヒマもないくらいあたふたしてます。この際だからハッキリ言います。正直やめたいです。もうお家うちに帰りたいです。働きたくないです。お布団でなにもせずにゴロゴロしたいです」

「あれ？　でも家には毎日帰ってますよね？」

「揚あげ足あしを取るなああああ
 ！」

「す、すいません」

　気圧されて頭を下げる僕。

　十乗寺さんはなおも鼻息荒く、

「とにかくですね、ワタシはいまの立場がものすっごく嫌なんです。プレッシャーに押しつぶされそうです。いつだって胃薬が手放せないです。できることなら今すぐやめたいです。病気とかになって入院したいです。交通事故に遭って入院したいです。なんなら軽く切腹して入院でもいいです」

「いやあ。ハラキリで自作自演はどうなんでしょうね。武家の出身としてはなおさらマズいんじゃないですかね」

「揚げ足を取るなあああああ
 ！」

「す、すいません」

「とにかくワタシが言いたいのはですね、今のワタシは全力で弱音を吐きたい立場にあって、そして今まさに弱音を吐きまくっているという事実です。ペットでいえば寝そべってお腹なかを出している状況です。なんでもござれです。命預けます、もう好きにしちゃってくださいこの野郎という感じです」

「なるほど。生殺与奪をぜんぶ投げ出しちゃってるわけですか」

「揚あげ足あしを取るなああああああ
 ！」

「え、いや？　今のは揚げ足取りじゃなくて真っ当な指摘では？」

「すすすす
 いませんすいません。ワタシちょっと調子に乗りました」

　ぺこぺこ頭を下げてから、

「でも、幸いにして秋あき人とさんが助けに来てくれました」

　一転してにへらっと笑って、

「秋人さんという外部の人が、それも頼りになる人が来てくれて、ワタシ立ち直れました。今の調子ならなんとかリリアナ祭を成功させることができそうです。本当に感謝、感謝なわけですが……」

　さらに二転してしゅんとうなだれ、

「秋人さんはワタシの力になってくれてるのに、ワタシは秋人さんの力になれていません。これはとても悲しいことです。せっかくこうしてパートナーとして活動しているのに、ものすごく一方的な関係になっています。いいえそれどころか、ワタシは秋人さんから信頼を得ていません。大事なはずのことを何も話してくれません。これは悲しいことです。とてもとても悲しいことです。ううっ、ぐすっ……」

「え、ちょっとちょっと」

　ぼろぼろ泣き出す十じゆう乗じよう寺じさん。

　困った。あんまりこういう状況には慣れてない。困り、何も思い浮かばず、窮してマスターの方に目をやる。品のいい口ひげをたくわえたマスターは、銀食器を慣れた手つきで磨きつつ、ちらりとだけ視線をこちらに向ける。少しだけ非難げな視線が語っている。男ならご自分で何とかなさいませ。

「いや、大したことじゃないんですよホント」

　まったくもって大したことじゃない。

　女性を泣かせていることに比べたら、僕の個人的な事情なんてどうってことはない。

「実はですね、この間の朝方のことなんですが──」

　気づいた時には語り出していた。

　誰にも聞かせるつもりのなかった、まったくもって個人的な事情を、淡々と、滔々と。

　そして次の瞬間。

　僕は見知らぬベッドの上にいた。






　　　　＊







「…………ええええ
 ？」

　最初に発したその呻きは妥当なものだったと思う。

　状況が理解できん。

　なんだいこれは？

　どこだねここは？

　瞬間移動？

　それともタイムスリップ？

「つっ!?
 　いてててて
 ……」

　激烈な痛みに僕は顔をしかめる。

　頭だ。死ぬほど痛い。殺す気かってくらい痛い。

　なんでこんなに痛いわけ？　ていうか痛いだけじゃなくて気持ち悪い。身体が重くて吐き気がする。おまけに目眩まで伴ってる始し末まつ。おいおい意味わからんぞ……なんかの病気なの？　僕そろそろ死んじゃうの？

　いや違うな。

　急に回線がつながった。

　昨晩の記憶が蘇よみがえる──十じゆう乗じよう寺じさんに連れられて立ち寄った、例の小洒落たレストランバーでの出来事が。





『どや!?
 　これでもふにゃちんとかぬかしよるんか！』

　どのタイミングだかは定かでない。

　でも確かに僕の口からそんなセリフが出たのを覚えている。

『あんたさんざん僕のこと馬鹿にしてくれたけど、これで文句ないっしょ!?
 　ええどうなんです!?
 』

『お見それしましたああああ
 ！』

　一方、糾きゆう弾だんされる側の十乗寺さんは、カウンターチェアの上で器用に土下座して、

『ワタシあなた様のことを見損なっておりました！　まさかまさかそこまでありのままの姿をさらして頂けるとは露つゆ思わず……いやはやこの十乗寺君きみ佳か、心の底から感服いたしました！　あなたこそはまさしくこの世に降臨された現人神！　今後はあなたさまのことを秋あき人と神さんと呼ばせていただく所存にございます！』

　額を椅子にこすりつけ、喜悦の言葉を並べ立てている。

　……で、いったい僕が何をそこまで絶賛されているかといえば。それはですね、チェアの上で仁王立ちしてる僕の股間についてなんですわ。

　股間ってどういうことかって？

　いやまあ、それは、ねえ？　いいじゃないですか細かいことはどうでも。世の中には語らざるべきこと、ってのが確かに存在するわけで──まあもったいぶっててもしょうがないから端的に言いますけど。ズボンのファスナーから、中身がポロリと飛び出していた、とだけ。

『いやいやそれにしてもですね』

　チェアに座り直し、グラスの中身で喉を湿してから僕。

『正直なところ僕にも悪いところはあったと思います。でもあんな言い方ってあります？』

『いいえありませんね。ふにゃちんどころか神であらせられた秋あき人とさんを悪し様に言うなんて、とんでもないことです。不敬罪に匹ひつ敵てきします』

『でしょ？　でしょ？』

　そしてふにゃちんだと挑ちよう発はつされた僕は、洗いざらい語っていたのだ。

　先日の妹との一件について──いくつかの致命的な点を除いて、きれいさっぱりと。

『ああそうさ、そうですともさ。認めますよ僕は。手塩にかけてきた大事な妹から、蝶よ花よと可愛かわいがってきた妹から、僕のことを一分の隙すきもなく百パーセント好き好き大好きなはずと信じてた妹から、たとえ冗談でも『嫌い』だなんて言葉を投げつけられたことに、大いにショックを受けたんですよ』

『わかる。わかります』

『わかるぅ？　ほんとにわかってるんですかあんた!?
 　他の何者にも代えがたく愛してきた妹からあんなこと言われた僕の気持ちが！』

『すいませんすいませんでもわかりますほんとに！　お詫わびに腹をかっ捌きますのでどうかそれをもって信としていただければ！』

『あんたの腹は軽すぎるわ！──いやいいから切らなくて！　抜かなくていいから仕舞って！　つーか臓物さらけ出してるヒマがあったら飲め！　もっとじゃんじゃん飲まんかいこらあ！』

『ですね！　切る前に飲む！　これ常識ですよね！　というかお腹なか切ったら飲んだものがぜんぶ胃袋から出てきちゃいますもんね！』

『上う手まいこと言った！　よっしゃ座布団一枚、の代わりにもう一杯！　ここはワシのおごりじゃどんどん飲めやあ！』

『ハッ！　かしこまりました！』





　……賢明なる読者諸兄におかれては、すでにお気づきのことかと思う。

　僕もいい加減この頃には気づいてた。というか実は、けっこう前の時点から気づいてました──さんざんっぱらグラスで呷っていたのがアルコール入りの飲料であることを。

　ちなみに気づいた僕はあわててマスターに目配せしたのだけど、返ってきたのは『承知いたしております。すべてよしなに。今日は過ごしてくださいませ』的なウインクだった。それも大変に趣おもむきのある、数十年にわたって稼業をこなしてきたプロの味がたっぷり出ている、極めて魅力的なウインクだったので、僕は正直抱かれてもいいと思った。そしてそんなこと考える時点で泥酔してること確定である。ていうか未成年のグラスにじゃんじゃん酒を注いでおいてウインクとかどういうことやねん。なんか気を利かせてくれたってことなんだろうけど、営業停止になっても文句言えんよこの店。

　まあともあれ、頭痛と気持ち悪さの正体だけど。

　はいすいません。未成年が飲酒して二日酔いってことです。ほんと生まれてスイマセン。

「くっそ……最悪やな……」

　頭を抱えてうずくまる僕。

　酒の件はもちろんのこと、これじゃあ白日の下に晒さらしてしまったじゃないか。僕が妹から投げつけられた些細なひとことにショックを受け、尋常じゃなくへこんでいることを。せっかく必死こいて隠してきたっていうのに。

　ちくしょう。

　正直なところ、我ながらまったく想定外だったんだよ。

　自分自身がこれほど打たれ弱かった、ってことが。

　なんせこれまで秋あき子ことは極めて上う手まくやってきて──ケンカのひとつさえしたことがなく、ケンカになりそうな予兆さえなく、無謬と言っていい関係を築き上げてきて。どこまでいっても秋子は妹で、常に僕の後ろをついてきて、いつも僕の言うことをきいてくれるいい子であって──ぶっちゃけたところ明確に関係の上下があって、その関係がたとえ一瞬でもひっくり返ることがあるなんて、恥ずかしながらまったくもって想像だにしなかったわけで。

　子供だなあ。

　ガキだよほんと。

　どっちがお子様なのか、って話だ。

　その報いが、未熟さが招いた結果がこれならば、もはや甘んじて受け入れるしかないね。むしろこの程度で済んだのは幸いだったと喜ぶべきかもしれないな。自分を見つめ直し、反省し、軌道修正するための、いい冷や水になったと思う。かくなる上は心機一転、今日という日を再出発の節目であると自覚して──

「ぅ……んっ」

　声がした。

　僕のものではない。

「ふぁ……ぁう。ふにゃあ、頭痛いです……」

　はて？

　一体どこから？

　ここには僕ひとりしかいないはずなのに不思議なこともあるもので、

「あ。秋あき人と神さん。おはようございます」

「いやその呼び方やめてくださいって」

　思わず突っ込んでしまった。

　せっかく見て見ぬ振りをしてたのに。

　そりゃね、とっくに気づいてはいたんですよ。

　部屋が普通のベッドルームではないこと。テレビやら冷蔵庫やら自販機やらの設備が妙に充実していて、あまつさえスロットマシンなんかまで設置されていること。各種デリバリー用のパンフレットがやたら充実してること。天井の照明が青やらピンクやら紫やら、妙にど派手なこと。

　ベッドがシングルサイズじゃないこと。

　布団の中身が明らかに僕ひとり分の質量ではないこと。

「でも秋人神さんは、秋人神さまですから」

　にへらっと笑って十じゆう乗じよう寺じさんが言う。

「昨晩のあなたさまは、とても素晴らしいパフォーマンスを示してくださいました。ええそれはもう、ワタシの予想をはるかに超えて素晴らしかったです。素敵な一夜でした。一生の思い出になる一夜でした」

　冷や汗と脂汗のカクテルが背中を伝う。

　見ないふりをしていた決定打が、髪を下ろしてメガネも外した十乗寺さんの、普段より何倍もきれいな素顔とともに飛び込んでくる──そう、僕も彼女も全身に一糸もまとっていないのだ。それでいてふたりでベッドに寝ているのだ。

「ふつつか者ではございますが」

　旅館でも民宿でもビジネスホテルでも観光ホテルでもない、繁華街に林立している系の宿泊施設のベッドの上で。

　僕と一夜を過ごした女性は折り目正しく端座し、三つ指を突いて、ものすごく真剣な声で、こう言った。

「どうぞ今後とも、末永くよろしくお願い申し上げます」

「……あ、はい。ども。ええ……」

　くちびるを引きつらせながらの返事がひどく曖昧で尻切れ気味になってしまったのは、これはもうやむを得ない仕儀であると主張する次第である……。
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あとがき











　こんにちは、鈴すず木き大だい輔すけです。『お兄ちゃんだけど愛さえあれば関係ないよねっ』の十巻をお届けいたします。





　さて今回はアナスタシアの順番だったわけですが、いかがでしたでしょうか？　彼女もまた四苦八苦しながらも、どうにか一歩を踏み出せたようです。アナファンの方もそうでない方も、温かく彼女の行く末を見守っていただければ幸いです。





　また十巻の本編を読んで頂けた方はおわかりと思いますが、シリーズ自体も緩やかながら佳境に入ってきつつあります。最終的にあと何冊でピリオドを打てるかはまだ未確定ですが、着地点に向けてあれこれ頭を悩ます日々を送っておりますので、どうか今しばしお付き合い頂ければ。





　近況を少し。

　けっこう速いペースで酒瓶を買い集めていましたが、近ごろは円安の影響もあって原酒の値上がりが著しく、また古いビンテージのお酒が世界的なブームの影響も相まってか手に入りづらくなってきており、ぼちぼち買い控えを検討するか──と方針転換するかといえばさにあらず、そういうことなら一昔前のお値打ちなボトルを買いあさることにしよう、というダメな意味での前向きさに取り憑かれ、なおかつそれらのお値打ちボトルでさえどんどんタマ数を減らしている状況を見るにつけ、むしろ前より買い集めのペースが速くなっている今日この頃です。あとモバマスと艦これ始めました。






　　　　＊







　以上、今回のあとがきでした。

　それではまた、近いうちにお目にかかれることを祈りつつ。






２０１３年吉日　鈴木大輔












　著者


　鈴木大輔（すずき・だいすけ）


　　代表作として『ご愁傷さま二ノ宮くん』『藤宮十貴子は懐かない』『ニート吸血鬼、江藤さん』『鳩子さんとラブコメ』（以上富士見ファンタジア文庫）など。


　　脳内妹は二人。






　イラストレーター


　閏月戈（うるう・げっか）


　　物事にのめり込むと猪突猛進なイノシシ・イラストレーター。浅く広くではなく狭く深くな私ですが、嫌いなものはほとんどありません。ただ、好きなものもほとんどないのが悩みのタネです。





















　　カバー・口絵・本文イラスト／閏月戈

　　装丁／團夢見
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